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プロローグ「神器アークの姉と人間の弟」







　炎ほのおによって黒く焼やけ焦こげた街の中で、黒くろ髪かみの少年と金きん髪ぱつの少女が顔を合わせている。

　少年はまだ幼いのに、服が黒く焼き切れ、背中には酷ひどい火傷やけどを負っている。

　少女は少年よりも若じやつ干かん背が高く、整った顔が子供にしては大人びて見えた。

　少年の服装とは対照的に、少女の服装は汚よごれ一つ無い白いワンピースだった。

「お姉ちゃん……。みんなはどこ行ったの……？」

　少年は目の前で家族と友人が黒い天使に丸呑みされた姿を思い出して震えている。

「……ごめんね。私のせいで……、みんな焼けちゃった……」

　少女は苦しそうな表情で、少年を抱だきしめて、懺ざん悔げの言葉を口にした。

「お姉ちゃんも……泣いてるの？　黒い天使にみんな食べられたの……？　……僕もみんなみたいに死んじゃうの？」

「ううん……私がいるよ。私が君のお姉ちゃんになってあげるから……。今の私にはこれしか出来ないから……。だから、絶対に君を死なせない！」

　少女が叫さけぶと、燃えさかる都市の中から、一羽わの白い鳥が空へと飛び立ち、黒い天使を貫いた。




　○




　身長八メートル五十センチ、体重四トン。空を飛ぶための翼つばさは二枚。

　頭には三日月形の髪かみ飾かざりと、胸には赤い刺し繍しゆうのあしらわれた白いドレスを着た女性のような機械の身体。

　それが十六歳さいになった如月きさらぎ蓮れんの義ぎ姉し、エリーの身体測定データだ。

　人の身体データではないだろうと思われただろうか？　確かにこれだけ見るとアニメにでも出てくるロボットのような身体測定の結果だ。

　この話をすると事情を知らない人は「蓮さん、あなたは人間でしょう？　頭大丈夫？」と哀れな目で心配してくれるが、エリーはちゃんと人ですと答えると、次に聞かれる言葉は決まっていた。

　あなたのお姉さんはアンドロイド？　それともサイボーグ？　いわゆる心を持った機械なのかと尋ねられるが、そのどちらも蓮は否定する。

　でも、どう考えても身長も体重もロボットのものじゃないかと言われると、蓮は必ず首を横に振った。

　何故ならエリーは機械ではなく――。




「エリーお疲つかれ。もう元の身体に戻もどっても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　訓練飛行場のグラウンドで学校の制服である藍あい色いろのブレザーを着た黒髪の少年、如月蓮が白い機械の巨きよ人じんを見上げて、手を振ふりながら声をかけた。

「お腹なか空すいたぁ……」

　情けなく気の抜ぬけた女性の声が巨きよ体たいからすると、白い装そう甲こうは光の粒りゆう子しへと変わり、人の姿になるように集まっていく。

　光が収まると中から同じ制服を着た少女が現れた。

　身長は百五十センチ。長い綺き麗れいなストレートの金髪は頭のてっぺんでくるんと丸く跳はねている。雪のようにきめ細かく白い肌はだ。ほどよく膨ふくらんだ胸とお尻しりの女性らしい身体。街を歩けば人の目を簡単に奪うばってしまうほどの、可愛かわいらしい笑えみを浮うかべている。

　だが、目を奪うのは可愛らしさからだけではない。普ふ通つうの人間とは明らかに違ちがう箇か所しよが二つあった。

　赤い宝石のような輝かがやきを放つ瞳ひとみと、ふかふかした猫ねこ耳みみのようなヘッドセットが頭の上についている。

「蓮。ご飯……。お姉ちゃん、お腹減って倒たおれそう」

「って、もう倒れてる！　お姉ちゃん大丈夫!?」

　慌あわてた蓮の身体に寄りかかったエリーの身体は、先ほどまでの巨体が嘘うそのように軽い。

　抱きかかえた時に触ふれる身体の柔やわらかさや、髪かみの毛けの質も人間と全く同じだった。

　ヘッドセットが隠かくれるように帽ぼう子しさえ被かぶれば、機械とは到とう底てい思えない身体のつくりをしている。

「大丈夫じゃ無い……。何でも良いから食べたい……」

　エリーはそう言ってお腹を押おさえて蓮の腕うでの中でうなだれていた。

　見た目だけじゃない。お腹を空かせれば、目を回したり力が入らなくなったりする生理現象も人間と大して変わらない。

「だと思ったよ……。はい。これ。いつもの」

　蓮は苦笑いしながら胸ポケットから、チョコバーを取り出すと、袋ふくろを開けてエリーの口元に差し出した。

「チョコレートだ！　頂きます！」
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「指ごと噛みつくなっ！」

　疲れた時、お腹が空いた時には甘あまい物が欲ほしくなる。そんな所まで人間と同じだが、エリーに関しては、それが少々行きすぎているらしい。

　空腹時に食べ物を見つけると、何だろうと構わず食くらいついてしまう。

「ごちそうさま。蓮もおいしかったよ」

　エリーは笑顔でそう言うと、楽しそうに一回転しながら蓮から離はなれた。

　解放された蓮の指は甘あま噛がみされただけだったので、歯の痕あとはついていない。それでも、女の子に指をくわえられたら年とし頃ごろの男子としては恥はずかしさを感じてしまう。

　その気き恥はずかしさを誤ご魔ま化かすために、蓮は敢あえて冷たい素そ振ぶりをみせた。

「俺おれは食っても美お味いしくないぞ」

「もう、少しはドキドキしてよねー。神器アークと言っても一応女の子だよ？」

「姉さんだろ？　女の子と言っても、家族にドキドキしたら色々不ま味ずいよ」

「そう？　シチュエーション的には美味しい話だとお姉ちゃん思うなー。義理の姉といけない関係。なんて、地球の漫まん画がにも結構あるよ？　ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それともお姉ちゃんにする？　って本を蓮の本ほん棚だなにもさりげなく仕込んどいてあげたんだけど」

「あれを仕込んだのは、やっぱりエリーかよ！　義か母あさんに見られて、すごい気まずい思いしたんだぞ!?」

「あれ？　私は頑がん張ばって蓮を落としなさい。応おう援えんしてるわ。と言われたけどな？　ねぇ、蓮、お姉ちゃんと一線越こえても良いんだよ？」

「だから気まずいんだろう……。家には、ほとんど俺おれ達たち二人しかいないんだから。義母さんにちょくちょくエリーとの進展を確かく認にんされる俺の身になれ……。お姉ちゃんにしたの？　って聞かれるのがどれだけ恥ずかしいか」

　上うわ目め遣づかいで首を傾かしげるエリーの返答を聞いて、不覚にもドキッとした蓮は頭を押さえた。

　姉と弟という立場が無かったら、間ま違ちがい無なく落とされている。

　それほどまでに、エリーの仕草は人間の女の子としか思えなかった。だが、どれだけ人間に近かろうが、エリーは純じゆん粋すいな人間ではない。

　神器と呼ばれる宇そ宙らから来た生命体だ。

　人によく似た姿形を持ちながら、機械の身体を展開する力を持っている。その身体で宇宙を飛び、新天地を目指して旅をしている種族だと言われている。

　そんな彼かの女じよ達たちが機械の身体を、自由自在に出したりしまったりする様子は、漫画や小説に出てくる魔ま法ほう使つかいと、魔法で生み出されるゴーレムの関係のようだと言う人もいる。

　それぐらい、普通の人間からすれば、常識外れな能力を持つ生体兵器が神器と呼ばれる彼女達だ。

　人として生まれた蓮が、生体兵器であるエリーと家族になったのは、十年ほど前に起きた、黒い機械の天使が日本の都市を焼いた戦争からだった。




　○




　十年前の戦いで、自衛隊の持つ兵器は黒い機械天使達に傷一つ与あたえることが出来ず、戦争は日本に甚じん大だいな被ひ害がいを出した。

　機械天使達の攻こう撃げきで空を覆おおう摩ま天てん楼ろうは跡あと形かたも無く砕くだけ散ちり、地下鉄などの地下設備が地表に露ろ出しゆつするほど、地面は深く抉えぐられた。

　そして、被害は建築物だけではなく、人にも及およんでいた。

　黒い機械天使に連れ去られたり、戦いの中で怪け我がをしたりした人間を全すべて含ふくめれば、犠牲者は一千万人を超えている。

　神器達の奮戦のおかげで国家壊かい滅めつは防がれたが、多くの人と資産が失われた戦争だった。

　壊滅的な打だ撃げきを受けた日本の都市は、それでも今では戦争前と遜そん色しよく無い都市景観を取とり戻した。速すみやかな戦後復興できたのも、機械の身体を持つ神器達のおかげだ。

　神器達が持つ八メートル級の機械の身体はあっという間に瓦が礫れきを取り除き、飛行能力と器用な手つきで建築作業をいとも簡単にこなした。

　戦いよりも建築が本業だと言わんばかりの作業効率で、世界は一年も経たたずに再生された。世界を元通りにしていく神器の姿は、人型というのも相まって、絶望の世界に現れた神とも救世主とも言われた。

　そうして、世界の救世主として多くの人に迎むかえ入いれられた彼かれらは、次の敵襲しゆう撃げきに備えて日本の東の海上に人工島を建設し、世界を守護するための独立神器基地アークスヘイブンを作ることとなった。




　○




　蓮も十年前の戦争の被ひ害がい者しやの一人で、家族も友達も機械天使に連れ去られ、彼自身も火傷で死にかけていた。

　身寄りを無くし、瀕ひん死しの重傷を負っていた蓮をエリーが炎から救い出したのがきっかけで、二人は紆う余よ曲きよく折せつあってから神器の人工島で暮らす家族にさせられた。

　蓮自身は仲の良い姉きよう弟だいのつもりでいたが、時折エリーは一線を越こえたちょっかいを出してくる。そんなちょっと変わった仲の良い姉弟関係が十年間ずっと続いていた。

　だが、そんな時間が続く保ほ証しようは一いつ切さいなかった。

「家には私と蓮の二人しかほとんどいないから、良いんだよ。私の身体は生体兵器だし。いつ何が起きるか分からないからさ。蓮と思い出をたくさん作って、後こう悔かいがない道を選ばないと」

　機械天使との戦争が終わっていないことを、エリーも分かっているのだろう。エリーはどこか申し訳無さそうな顔をして、蓮から視線をそらした。

　そんなエリーの赤い瞳を追いかけた蓮は一度ため息をついてから、エリーの言葉を否定する。

「いつ何が起きるか分からないのはエリーじゃなくて、俺達だろ？　いつも俺を除のけ者ものにするなよ。あの黒い機械天使からエリーを守るには、俺がパイロットとしてエリーと一いつ緒しよに戦わないといけないんだから」

　小さい時に全てを奪った敵に対して、今度は蓮の方から命のやりとりを挑いどまないといけない時がくる。

　もう二度と大事な人達が奪われないように強くなる。その思いを胸に、蓮が自分の胸に手を当てながら抗こう議ぎすると、エリーは突とつ然ぜん蓮の方に跳ちよう躍やくし、蓮の頭を両手で掴つかんで抱きしめた。

「エリー!?　何して――」

　蓮が驚おどろきの声をあげた時には、蓮の頭はエリーの胸に押しつけられていた。

　とても生体兵器とは思えないほど、エリーの胸は柔らかく温かい。心臓の鼓こ動どうも静かに心ここ地ちよいリズムを刻んでいる。

「あー、もう、そんな怖こわい顔しない。お姉ちゃんには蓮がいるから大丈夫。それと蓮には私がいるから大丈夫。あの時みたいに蓮は私が守ってあげるから」

「……そうやってまた子供扱あつかいする」

「蓮が不安そうにしてるからでしょ。お姉ちゃんの観察眼をなめないでよね。強がらなくても大丈夫。お姉ちゃんと蓮は強いよ」

　蓮の耳元でエリーが甘く囁ささやいてくる。

　言葉だけでなく、エリーの日だまりのような暖かさも、石けんのような香かおりも、蓮のざわめいていた心を落ち着かせていった。

「だからさ……蓮」

　少し上気したような声で、真っ赤な顔のエリーが蓮の名を呼んだ。映画や漫画といったワンシーンならキスでもしかけてくるような雰ふん囲い気きだ。

　だが、蓮はその程度ではドキリとするどころか、エリーの胸の中で呆あきれた笑えみを浮かべていた。

　もう既すでに彼かの女じよが何を言うか分かるほど、蓮とエリーは家族としての付き合いが長い。元気の良い時は蓮を惑まどわす悪いた戯ずらもしただろうが、こういう時のエリーの反応は大たい抵てい決まっている。

「お腹空いた……食堂に早く連れてって……」

「だと思ったよ。ほら、肩かた貸すから、足あし下もと気を付けて」

「大盛りが良い……。三人前で……」

「はいはい。いつも通りホントに良く食べるな」

「……お姉ちゃんだからね」

「なんだそれ」

　エリーのいつもの注文に蓮は呆れ顔で頷うなずくと、彼女の身体を支えるようにゆっくり歩き始めた。

　二人は使われる生体兵器と使う人間と区別されることがあっても、ずっと家族として生きてきた。

　たとえ、蓮から全てを奪った悲劇の元げん凶きようが姉のエリーであっても――。







第一章「神器アークとパイロット」







　学食に無事辿たどり着ついた蓮れんは見慣れたはずのエリーの食べっぷりに、苦笑いしていた。

　三杯ばい目のカレーライスを平らげたエリーは、スプーンを右手に持ったまま満足そうに両手をあげて伸のびをしている。

「ふー、お姉ちゃん復活。もうちょっと食べれそうだけど」

「まだ食えるのか……。ホントすごい食べっぷりだよな。他の神器アークはこうも大おお食ぐらいじゃないのに。さすが食べ放題のお店から出禁になっただけはあるよ」

　お店の人が泣いてエリーを止めたことを思い出しながら、蓮は机の上に並んだ三つの皿を見て、苦笑いを続けている。

　神器達は人間が食べられない物も食べることが出来るらしいけど、ここでは人間と全く同じ物を食べている。

　食堂の中を見回せば、人間と神器が一緒に食事をとっていた。他の神器達も人間と同じくらいの量で満足しているらしく、一人前の量に不満を言っている気配はない。

　人と神器が一緒に食事をとり、学ぶ様子は、神器と人間を教育するパイロット養成学校だからこその光景だろう。

「ふふん、お姉ちゃんだからね」

「理由になってないって。まぁ、次は初めての模も擬ぎ戦形式の訓練だから、お腹いっぱいの方が良いけどさ」

「その通り。腹が減っては戦いくさが出来ぬ。日本最高の格言だね。だから、チョコレートの備び蓄ちくもしっかり頼たのむよ」

　満足そうに腕を組んで頷くエリーに、蓮は肩をすくめて苦笑いした。

　生体兵器といえど、彼女達は一個の生命体なのだ。

　エリー達神器も人間と同じように食事をとることが出来るのなら、好すき嫌きらいも当然ある。

　エリーは特にチョコレートが好きなようで、ことあるごとにチョコレートを要求してきた。

「義母さんからの仕送りがあっても、エリーのおやつ代で破産しそうだ……。学費がタダで本当に助かった」

　如月きさらぎ蓮は独立神器基地アークスヘイブンに作られた神器パイロットを養成するための学校である神人養成リンカーアカ学校デミーに現在通っている。

　ここで蓮は高校と同じ学校教育に加え、神器とともに戦う技術を学んでいた。

　わざわざ神器達が専門の養成機関を作ったのは、神器の操作方法が特とく殊しゆというのが表向きの理由だ。

　裏向きの理由としては、神器達は力を悪用されないために世界の軍隊とは独立することを決定しており、政治家を始めとする権力者に介かい入にゆうされないように、既き存そんの養成機関を利用することを拒きよ否ひしたためだ。

　そして、パイロットに登録される人間の情報を一元管理し、神器の力が外部に漏もれないように専用の養成機関が作られた。

　そんな学校に、蓮は家族の都合上、推すい薦せんという形で厳しい試験を受けずに入学した。そして、珍めずらしいことにこの年は、もう一人蓮と同じように推薦で入学した少女がいた。

「如月蓮！」

　威い勢せいの良い少女の声が、姉弟の穏おだやかなランチタイムの会話を終わらせる。

　明るい栗色のセミロングの髪が肩まで伸びた女の子、蓮とエリーのクラスメイトである吉よし田だ美み希きの声だった。

　美希も蓮と同じように推薦で合格した。推薦入学の条件はただ一つ。既に神器とともに暮らしていることだ。

　神器とともに暮らしているということもあり、蓮は入学当初クラスメイトから神器との暮らしについて色々聞かれた。

　だが、美希はそんな新入生達の質問を全て答えたくないと言って話しを打ち切り、近寄りがたいと思わせるほど強くなることに貪どん欲よくな姿勢を見せていた。

　自己紹しよう介かいの一言目が「この学校で一番強くなりたいので、皆みなさんが戦えるようになったら私に勝負を挑んでください。白黒ハッキリつけましょう」だったせいだ。

　そのせいで彼女は実力こそ認められているものの、クラスの中では若じやつ干かん浮ういている。

　そんな相手でも、エリーはゆるい笑顔を見せていた。

「やぁ、美希ちゃん。今日も元気いっぱいだねぇ」

「あんたも兵器の癖くせに、今日もゆるい顔してるわねぇ。でも、今日こそは逃にがさない。次の模擬戦で私が最強だと証明してみせる。第一世代接続者フアーストリンクスだからって、私は負けない！」

　エリーが蓮の代わりにゆるい挨あい拶さつを返すと、美希が指をエリーに向けて、高々と勝利宣言をかかげた。

　このやりとりも数十回目だ。

　同じ推薦入学生だからだろうか。それとも、既に神器を意のままに動かせるからだろうか。入学当初から美希は蓮とエリーを敵視しており、ことあるごとに勝負を申し込んできていた。
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「いや、だから、俺達は確かに第一次天府防衛戦役で登録された第一世代だけど、あの時の俺は五歳だったし、火傷で死にかけていたせいで戦せん闘とう経験もないよ。お前が言う英えい雄ゆうでも特別でも何でもないぞ」

　人を狩かり連れ去っていく猟犬部隊ベルドツグと呼ばれる黒い機械天使達に、地球は二度侵しん略りやくされている。

　一度目の防衛戦を生き抜いた神器と人間のペアを第一世代、五年前の二度目の防衛で生まれたペアを第二世代セカンドリンクスと呼び、四年前から学校で専門的な訓練を受けている生徒達が第三サード世代リンクスと呼ばれている。

　世代によって実戦経験の差があるおかげで、第一世代は二度も世界を黒い機械天使から守った英雄として、多くの人に憧あこがれられている。

　そんな英雄達と同じ第一世代として、蓮とエリーも登録されていたのだった。おかげで、蓮とエリーも英雄コンビとして見られることが時折あった。

　普通の生徒なら第一世代であっても戦闘経験は無いと答えると、露ろ骨こつにガッカリされて二度と聞かれることが無かったが、美希だけはいつまで経ってもこだわってきた。

「そんなの関係無い。第二世代として、私は第一世代を超えていることを証明する必要があるの」

「入学当初からそうだったけど、なんだってそんなに世代にこだわるんだよ？　確かに第一世代に英雄って言われる人が多くいるけど、経験豊富ってだけだろ？　俺達だってしっかり経験を積めば――」

「あんた達の家族ごっこと違って、私は目的のために強くならないといけないの。生体兵器である神器を扱う人間として、ここにいる誰だれよりも早く英雄に近づいて、あの黒い機械天使を必ず倒してみせる。あなたは私が英雄になるための踏ふみ台だいなのよ」

　蓮の疑問に美希はどこか悔くやしそうな表情で答えた。

　そんな美希のお決まりの回答に、蓮は心の中でため息をつく。

　神器は人ではない。

　侵しん略りやくから人類を救った救世主ではあったが、所しよ詮せんは意思を持った兵器であり、人の道具だ。

　蓮はその言葉を聞く度たびに、姉を慕したう自分も否定されているように感じていた。

　そして、それ以上に嫌いやだったのは、人ひと懐なつっこい笑顔と、包み込んでくれるような優やさしさを持つエリーの否定だった。

「フィリア。来なさい」

「ん」

　美希の呼びかけに、彼女の神器がトコトコと歩いて近づいて来た。

　神器の特とく徴ちようである赤い宝石のような瞳と、動物の耳のようなヘッドセットがついている。

　エリーよりも身長が低く百四十五センチほどで子供っぽい体形、チョコレートのような暗い茶髪は赤いリボンでツインテールにされている。そして丸い狸たぬき耳みみ型ヘッドセットがついた頭が特徴的な神器だ。

　顔はかわいらしいのに、何な故ぜか大体半目でちょっと不ふ機き嫌げんそうに見える少女だ。

「フィーちゃんは今日も小さいねぇ。今日の赤いリボンもかわいいよ」

「ん。エリーは相変わらずゆるくて羨うらやましい。蓮のおかげ？」

「蓮のお姉ちゃんだからねー。これぐらい寛かん大だいにならないと務まらないよ」

　エリーは美希の否定など一切気にする素振りを見せず、楽しそうにフィリアに声をかけた。

　二人の会話の雰囲気は生体兵器とは思えないほど緩かった。見ようによっては仮装少女がお互たがいの姿についてコメントしているようにしか見えない。

　おかげで蓮は自分の扱いにわざわざつっこむ気力をなくしてしまった。

　対照的に美希はかなり不機嫌そうだ。

「フィリア。これから戦う相手に余計なお喋しやべりは無しよ。兵器に感情はいらないわ」

「ん……。了りよう解かい」

　蓮の代わりに、美希の厳しい言葉がエリーとフィリアの言葉を遮さえぎった。

　美希はフィリアと全く目を合わせること無く、蓮を睨にらみ付つけてきている。

　そんな美希の言葉と行動で、蓮はまた喧けん嘩かを売られていることを理解した。

　蓮と美希は同じように幼い頃ころから神器とふれ合っているはずなのに、二人には大きな隔へだたりがある。

「神器を道具扱いするお前とは戦いたくない」

　蓮は美希と戦うことをいつものように拒否した。

　この喧嘩を買えば、蓮が勝っても負けても円満な解決は望めない。

　蓮が負ければエリーとの関係を否定され続けることになり、蓮が勝てばフィリアの立場が悪くなる。

　どちらにしても、美希が神器を道具として扱う考えは変えられない。

　だから、蓮はいくら挑ちよう発はつされても、美希からの喧嘩を買わなかった。そして、エリーも今までは蓮の意見に同調してくれてきた。

　エリーが今回もまた適当な理由をつけて勝負を避さけてくれると、蓮は期待してエリーに視線を向ける。

「良いよ美希ちゃん。もう逃げられそうに無いし。今日の模擬戦、戦ってあげる」

「お姉ちゃん!?」

　予想外だったエリーの申し出に、蓮は素すっ頓とん狂きような声をあげた。あまりにも驚き過ぎて、小さい頃に癖となっていた呼び方が出てくるほどだ。

「蓮はちょーっと静かにしててね？」

　驚いた蓮の唇くちびるに、エリーは人差し指を当てると笑顔で頷いた。

　蓮は戸と惑まどいながらも優しく微笑ほほえむエリーの表情を見て、何か考えがあることに気付いた。

　何を考えているかまでは蓮も分からなかったが、蓮は喉のどまで出かかった言葉を抑え込むと、渋しぶ々しぶながらも頷いて、美希に視線を戻した。

「お姉ちゃん……か。……うん。やっぱ蓮はそういう人よね。それなら」

　美希は顎あごに人差し指を当て、何かを考えるように呟つぶやくと、小さく頷いた。

　そして、顔をあげた途と端たん、腕を組み、見下すような笑みを浮かべ、嫌みったらしい口調で蓮を挑発してきた。

「ふん、あんたの神器は受け入れてくれてるみたいよ？　持ち主のあんたと違って、意外と物分かりが良いじゃない。持ち主のあんたもちょっとは見習ったら？　それとも、正しいことが言えても、道具のことは見習えない？」

「そうだよ蓮。もうちょっと私を見習った方が良いよ。ほら、お姉ちゃんと一緒に戦いなさい」

　非難されているはずのエリーが、何故か非難している美希と一緒になって蓮に文句を言い始めている。

　それも、エリーはわざわざ美希の悪い笑顔の物もの真ま似ねまでしていて、おかしいのは俺自身なのかと、蓮が勘かん違ちがいしたくなるほどの扱いだった。

「あー、もう、分かったよ」

　蓮は半ば自や棄けになりながら、エリーの言葉を受け入れた。

　だが、美希の言葉まで受け入れる気はなかった。

「だけどな美希。エリーは俺の姉さんだ。持ち主と兵器とかそういう関係じゃない」

「大抵の人にとって、神器は戦いのための兵器よ。少なくとも、うちの両親はそう言って、私がフィリアと一緒にいるのを反対している」

「何でだよ？」

「だって、襲おそってきた機械天使と同じ人殺しの機械でしょ。そんな存在を姉さんだなんて笑えるわ。あなたの姉さんだって――」

「黙だまれよ……」

　蓮は低い声で美希の言葉を遮った。それ以上の言葉を美希に言わせる訳にはいかなかった。

「勝負はしてやる。だから、俺が勝ったらエリーを、いや、神器を人殺しの道具扱いするのは止めろ」

　口を開けたまま固まる美希の言葉が続かないように、蓮は要求を続けた。

　そして、蓮は低い声で美希を押し黙だまらせたまま、彼女を睨みつけながら、エリーの手を掴んで自分の横に引っ張った。

「彼らは俺達と対等に生きる相棒パートナーだ」

　相棒となる神器を横に並べる蓮と、道具として後ろに従わせる美希の視線が火花を散らす。

　お互いに無言で睨み合うこと数秒後、美希は鼻を鳴らして腕を組んだ。

「ふん、私に勝てたらね。行くよフィリア」

「ん」

　捨すて台詞ぜりふを残して美希は踵きびすを返すと、早歩きで食堂から立ち去っていった。

　彼女の姿が見えなくなり、蓮はハァーと長いため息をつきながらエリーを睨みつけた。

　すると、隣となりでエリーは仕方なさそうに笑い、口元を蓮の耳に近づけてきて、そっと耳打ちをしてきた。

「言葉で分かってくれる相手じゃなさそうだし、きっと何か理由があるのよ」

「何でそう思うんだよ？　大抵の人は神器を兵器としか思ってないとか。そんなの一部の政治家とか大人達だろ」

「ううん。だって、蓮が道具扱いするな、って言った時のフィーちゃんの目見た？　蓮を睨んですっごい怒おこってたよ。それに、あのリボンだって、日によって色と形が変わってる。美希はきっと自分で言った大抵の人に入って無い。……神器を兵器としか見なかった人達は、そんなことしないだろうからさ……」

　エリーはそう言うと顔を離し、蓮に背中を向けて内ない緒しよ話ばなしを終わらせた。

　エリーが寂さびしそうな顔で一方的に話しを打ち切ったせいで、蓮はエリーの意図を完全にくみ取れなかった。

　エリーの言う通りならば美希の言葉は、蓮を勝負する気にさせるための演技だということになる。でも、そうした理由が蓮には分からなかった。

「エリー。それってどういう――うわっ!?」

　エリーの隠した言葉を聞こうとした瞬しゆん間かん、蓮は驚いて声をあげていた。

　急にエリーの腕が蓮の身体に回され、しっかりと抱きしめられてしまったせいだ。

「えへへー。でも、嬉うれしかったよ。私のことを物扱いするな、って怒ってくれて。蓮、格好良かったぞ。惚ほれなおしちゃったかも」

　エリーが嬉しそうな声を出して、蓮に頬ほおずりをしながら笑っている。

　猫耳型のヘッドセットもあって、じゃれついてくる猫のような可愛らしさに、蓮は顔が熱くなるほど恥ずかしくなった。

「お……お、お姉ちゃん。ここ学校だって。家じゃないんだから」

「えへへ……良いもん。蓮は私のだもんね。それにぃ、こうでもして驚かせないとお姉ちゃんって言ってくれないんだもん。大人振ろうと頑張る蓮も好きだけど、昔みたいにエリーお姉ちゃんって言いながら甘えてもいいんだよ？」

「恥ずかしいって、マジで！」

「大声出すとみんなにばれちゃうぞ？　まぁ、私としてはそっちの方が、蓮に変な虫がつかなくて良いかもだけど」

　エリーの言葉は若じやつ干かん遅おそかったようだ。

　食堂にいる男子生徒達の刺さすような視線が、既に蓮に集まっている。

　殺気とか嫉しつ妬ととかそういう物に似たプレッシャーを蓮は感じていた。ある意味、変な虫がつきそうなのはエリーの方なのでは無いだろうかと、逆に心配になるほどだ。

「いいよなー……もう神器と組んでる奴やつは。一緒に暮らすんだろ？　家だとあれ以上か……」

「俺も女の子のパートナー欲しい……」

　所々から聞こえてくるつぶやきに、蓮は頭を抱かかえたくなった。

　お姉ちゃんだから、別にそういう関係じゃないと言おうともしたが、女の子に抱きしめられている状じよう況きようでは、どんな言い訳もきっと説得力が無い。

　蓮がエリーの腕の中で数秒間あたふたしていたが、昼休みの終しゆう了りようを告げる予よ鈴れいで解放された。

「い、行くぞ。時間だし」

　その音に助けられた蓮は、顔を真っ赤にしながら一歩を踏み出した。

「はいはーい。もう、照れない照れない。弟なんでしょ？　別に変な噂うわさなんてされないよ」

　蓮の動きに合わせて、エリーはすかさず腕を組んでくる。

「フフ、それとも、男の子としてお姉ちゃんのこと意識しちゃってる？　私はそっちの方が嬉しいな」

「あー……もー……。学校の中でもからかうなよ……」

　蓮は諦あきらめの言葉を口にすると、男子生徒の怨えん嗟さの声を背にしながら、歩き出した。

　模擬戦での応援は美希側に偏かたよって戦い辛づらくなりそうだと、そんな予感がした。




　○




　エリーに抱だきつかれたまま蓮が歩いていると、突とつ然ぜん背後から男の声がかけられた。

「相変わらず、いちゃついてるなー。如月姉きよう弟だい」

「お、武たけちゃんも食堂にいたんだ」

　その男の声に隣にいたエリーが振り向き、勝手に付けたあだ名を呼んだ。

　おでこにバンダナを巻いた短たん髪ぱつの男性、鬼き頭とう武たけ雄おが手を振っている。背が高い上に武術を学んできたおかげで筋肉質なため、やたらと身体が大きく見えるのが特とく徴ちよう的てきだ。

　だが、そんな見た目に反してノリは軽くて話しかけやすいタイプの人間で、この学校で出来た蓮とエリーの新しい友達の一人だった。

「ついに美希と勝負するんだって？　蓮もなかなか熱い見み栄えを切るじゃないか」

「そうでしょ。そうでしょ？　私の蓮はこう見えて決める時は決めてくれるからね」

「それはますます勝負が楽しみになるな。今、みんなでどっちが勝つか賭かけをさせてもらってるぜ。あぁ、ちなみに男子のほとんどは美希に賭けた。お前達のいちゃつきっぷりが後あと押おししたんだな」

　蓮を放って二人は勝手に盛り上がっている。

　このお調子者っぷりが武雄という勇ましい名前に似合わないということで、鬼頭武雄はエリーに武ちゃんと呼ばれているのだそうだ。

「へー。で、武ちゃんはどっちに賭けたの？」

「勝って欲しいのは美希。でも、賭けるのは蓮とエリー」

　エリーの問いかけに対して、武雄の回答はどこか矛む盾じゆんしていた。

　その理由は蓮にもよく分からなかった。

「何でそうなる？」

「美希も色々あるからさ。家のこととか、拓たく也やさん……あいつの兄のこととか」

　蓮の言葉で、お調子者の武雄が言いい淀よどんでしまう。

　蓮は自分が美希に追いかけ回される理由を知りたくて、その先を聞こうとしたことがあったが、武雄は決してその先を言わなかった。

　蓮が知っているのは、その兄が第一世代だったということだけだ。

　ただ、今回は珍しく武雄が言葉を続け、突然頭を下げた。

「だから、負けてくれないか？　俺は二人に賭けると言ったけど、賭け金はそのまま蓮とエリーに渡わたすから。それで飯でもたらふく食べてくれ。この通りだ。あいつから第一世代っていう言葉を忘れさせてやってくれ」

「武雄君。ごめんね。いくらご飯を出されても、それは出来ないな。ううん、たとえ、それが蓮からの頼みでもお姉ちゃんは断ってる」

「やっぱ、そうか。いや、すまん。変なこと言って」

　突然の武雄の提案に、エリーは真ま面じ目めな顔で首を横に振ふった。

　そして、エリーの拒否で少し落ち込んだ武雄に、エリーはデコピンを打ち付ける。結構痛かったのか武雄は額を押さえていた。

「いてっ。何すんだよエリー？」

「別に私は嫌がらせしようと思って断ったんじゃないよ？　美希ちゃんが何か第一世代に想おもいを抱えているからこそ、手を抜ぬかれて勝っても納なつ得とく出来ないでしょ。本気の私達に勝って、初めて自分で納得が出来るはずだよ」

「あー……それもそっか。負まけず嫌ぎらいなあいつが手て抜ぬきだと知ったら、そうだよな」

　誤魔化すための笑え顔がおを消して、真面目な顔になった武雄が蓮とエリーの顔を交こう互ごに見てきた。

「美希は小さい頃から、兄と一緒にフィリアに乗って、かなり色々な空戦機動を教えられている。推薦で記録のないお前達を除けば、上級生含めてトップの戦闘成績だ」

「上級生含めて？」

「あいつ、お前達に相手して貰もらえなかったからって、手て当あたり次し第だいに強い上級生に模も擬ぎ戦せん挑いどんだからな。三年の上位組も撃うち落おとしたって、武勇伝が聞こえるぐらいだ。あいつは間違い無くトップランカーだぜ」

「うん。なら私達の初めての公式記録を作る相手には、ピッタリかもね」

　武雄の脅おどし文もん句くに、エリーはフッと笑うと自信満々に胸を張った。

　何があっても前向きなエリーは、こういう時にかなり頼もしく見える。

「怖おじ気けづくかと思ったんだけど、すごい自信だな。どっからそんな自信が出てくるんだ？　やっぱり、第一世代は第二世代より強いってか？」

「ん？　違ちがうよ。私には蓮がいるからね。私達神器の最大性能はパイロットとの相あい性しようと腕うでで決まるんだよ。その点、私は蓮との相性ばっちりだからね」

「え、それだけ？　機体性能とかそういうのじゃなくて？」

「うん。機体性能はフィーちゃんの方が高いんじゃないかなー？　私の神器って戦闘能力はポンコツだし。でも、私は蓮のお姉ちゃんだからね。弟が勝ちたいって言うのなら、性能差ぐらいひっくり返すつもりで頑がん張ばるだけだよ」

　胸を張って言い切ったエリーの様子に、武雄は噴ふき出だして笑い始め、蓮はため息をつく。

　エリーの神器の戦闘性能は現状間ま違ちがい無なく学園最下位だ。カタログスペックだけを見れば、勝算なんてほとんど無かった。

　それでも勝つと言っているエリーの自信は根こん拠きよのない自信でしかないし、勝算も蓮のために頑張るという気合いと来た。頼もしく見えるだけで、頼もしいかどうかはまた別の話だ。

「いやー、愛されてるなぁ蓮。で、ここまで言われるお前はどうなんだよ？」

「勝つしかないだろ。こうまで言われたらさ」

　蓮はエリーの期待を裏切ることは出来ないし、格好悪いところは見せたくなかった。

　それに勝ちたい理由はもう一つ別にある。

　美希達にどんな理由があれ、エリーが道具扱いされたことをまだ謝あやまられていない。

「エリーを道具扱いしたのも、謝って欲ほしいしな」

「あー……あれね……五年前まではそんなこと無かったんだけどな……。あれは俺おれのせいなんだ。代わりに俺が謝る。お前の姉ちゃんを道具扱いして、すまない」

　蓮の言葉に武雄は微び妙みような反応を示した。何か言いにくそうな態度で頬をかいてから頭を下げてきた。

　五年前。第二世代と呼ばれる人間が現れた年だ。

「って、喋りながら歩いたから、時間がギリギリじゃねぇか。走るぞ！」

　武雄がまるでその話題には触ふれて欲しくないかのように逃げたせいで、五年前の美希に何があったのかを蓮は今回も聞くことが出来なかった。

　彼女は神器を道具として見下しているのか、対等に接しようとしているのか。

　美希の本心はどちらなのだろうかと、蓮は考え込んでしまう。

　自分と同じように対等に接しているのなら、何故美希は神器を道具だと言い張るのだろうか。

「ねぇ、蓮。相手のことが分からなくても、逃げずにちゃんとぶつかってみれば、分かり合えるんじゃないかな」

「それもお姉ちゃんならではの自信？」

「ううん、最近読んだ漫まん画がに書いてあった。だから、ほら。そんなに悩なやまないで」

「漫画かよ！」

　エリーは舌をちょろっと出して、からかうような笑みを浮うかべていた。

　心配事を見み透すかされたことがどうにも恥はずかしかった蓮は、わざと声を荒あららげて、逃げるように廊ろう下かを走った。

　でも、おかげで不安は消えている。

　エリーが人間じゃなくても自分と心は通じ合っている。蓮はこの時そう信じていた。




　○




　午後一の模擬戦は蓮と美希の試合から始まることになった。初めての模擬戦形式の訓練ということもあり、経験者がお手本として戦うことになったのだ。

　学生で唯ゆい一いつの第一世代と第二世代の戦いを間近で見られるということで、一年の全員が集められている。

　この模擬戦の様子は、これから訓練を行う第三世代の生徒達たちにとって、これから自分達がどのように人機一体となり、戦うのかの指針にもなるのだ。と先生もハードルを上げてくる。

「エリー。調子はどうだ？」

　模擬戦用のフィールドに併へい設せつされているガレージに立った蓮は、隣にいるエリーに最後の確かく認にんを取った。

　蓮の確認にエリーは笑顔でお腹なかをポンと叩たたく。

「ご飯もいっぱい食べたし、お腹はいっぱい。それに、蓮はお菓か子しも買ってくれた。ばっちりだよ」

「……おかげで俺の財さい布ふは一気に空っぽになったけどな。すっからかんだ」

　蓮の電子生徒手帳にチャージされていた三千円分のお金が、一時間もたたない間に食事とお菓子に代わっている。エリー自身の残高はもちろんとっくに空っぽだ。

「あのなぁ、お金は大事に使えって言われてるだろ」

「まぁまぁ、腹が減っては戦いくさが出来ぬ。地球の人達が生んだ最高の格言だと思うよ。二番目はパンが無ければ、お菓子を食べれば良いじゃない。だね」

「二番目は格言じゃない。まぁ、燃費悪いもんなぁ。人の何倍も食べるくせにすぐお腹空すかせて、目回すし」

「蓮が小食なんでしょ。神器を展開するのってすっごくお腹空くんだから。もう行くよ！」

　自分の弱点を指し摘てきされて不機嫌そうな声を出すエリーが、ヘッドセットから光の粒りゆう子しを発生させ、機械の巨きよ人じん《神器アーク》の姿を呼び出した。

　突然その場に巨きよ体たいが現れるから、慣れていない人だと腰こしを抜かして驚おどろくこともある。それぐらい唐とう突とつに現れる様子は何度見ても魔ま法ほうのようだった。

「ほら、蓮、乗って乗って」

　とはいえ、機体から発せられる声は人間状態のエリーと同じだ。

　この身体を維い持じするエネルギーを考えれば、人の倍くらいの食事で済むぐらいが逆に驚きとも言える。機体のメンテも規則正しい生活と食事で身体が勝手にしてくれるというのだから、機械というよりは生き物だ。

　人型兵器の姿になったエリーの誘さそいで、蓮はエリーの手に乗ると、胸むな元もとに運ばれた。

　すると、胸元の装そう甲こうがスライドし、中に現れた二人乗りのコックピットへと飛び降りた。

　コックピットの後部座席には、点てん滴てきのチューブのような細いケーブルで繋つながれたエリーが既に座すわっている。

　ケーブルには点てん滅めつする青い光が流れ、コックピット内がその点滅に従って明るくなっていた。

「いらっしゃい。みんなを待たせちゃ悪いし、ほら、早く座る」

「分かった」

　エリーの言う通りに蓮は背中を椅い子すに預けた。

　すると、エリーから伝わってくる青い光が蓮の手にも伝わり、腕、胸、頭へと流れ込み始める。この光を通じてエリーと彼かの女じよの機体に蓮の神経と意思が繋がり、機体のコントロールが出来るようになるのだ。

「神経接続リンク完かん了りよう。全戦闘システム正常起動を確認。蓮、いつでも行けるよ」

　人の神経と巨きよ大だいな人型兵器を繋ぐ器を持つ者として、エリー達は神器と名付けられた。

　神器と人が神経を繋げることで、機体にかけられた制限リミツターから解放される。兵器としての機能は人によって管理されるのだ。

「おっけー。それじゃ。模擬戦用武器を借りてくぞ」

　コンテナにしまわれている二挺ちようのライフルと、二振りのブレードに蓮が視線を合わせると、機体が武器を拾い上げて装備した。

「さてと、そんじゃいこっか」

「あぁ、行くぞ」

　緑色の光の粒子を翼つばさから噴ふん射しやし、軽く浮いたエリーの神器が模擬戦フィールドの中央に滑かつ空くうしていく。

　重力制せい御ぎよ粒りゆう子しと呼ばれる緑の光のおかげで、八メートルを超こえる巨体が自由自在に空を飛べるようになっている。

　この粒子を操あやつる翼、重力制せい御ぎよ翼よくが神器を兵器たらしめている最大の特徴で、個体によって大きさと数が変わる。

　大きければ大きいほど、数が多ければ多いほど、機体の速度が上がっていく。

　そして、物によっては推進力を生む翼としてだけではなく、粒子を圧縮して発射する大たい砲ほうにもなる万ばん能のうな翼だ。

　エリーの翼は二枚しかないが、出力が大きいため最高速度は高速機体に引けを取らないスペックを誇ほこっていた。

「よし、問題無く飛べているな」

　蓮が機体の調子を確認しながら指定位置に到とう達たつすると、すでにフィリアが神器を展開していて、フィールド中央で静かに浮かんでいた。

　黄色ベースの神器で、背部の大型重力制御翼は二枚。機動性能に関かかわる翼が少ない代わりに、全身武器だらけのハリネズミだ。

　両りよう肩けん部ぶと腰よう部ぶに大口径、大火力の粒りゆう子し砲ほうを装備し、連射性の高い武器として、腕部に小型のパルスマシンガンまで内蔵している。

　どれも元々は重力制御粒子翼が、突然変異して獲かく得とくした装備だろう。素す早ばやく飛ぶためではなく、確実に敵を撃ち抜くために翼が進化したのだ。

　兵器であり生物である彼かの女じよ達たちだからこそ、個体によって遺伝子が異なり、身体のつくりに多様性が存在する。速度に特化した進化や防ぼう御ぎよに特化した進化だってありうる。その進化の複雑さも、彼女達が広い宇宙で生き延びていくための力だったのだろう。

「なぁ、エリー、毎度思うんだけどさ、あの小さいフィリアがあんなになるって、何かイメージと違わないか？」

「フィーちゃん、随ずい分ぶんと大きくなっちゃって。お姉ちゃんも歳としとったのかな？」

「まだ、十分も経たってないよ」

「だよねー。まぁ、人は見た目によらないって言葉もあるし、神器も見た目によらないってことで。あ、でも、ツインテールだから背中に大砲二つ積んでるんだよ。ポニーテールにしたら粒子砲が一つに合体して、すっごい太くて大きな粒子砲になると思うよ」

「んなバカな……。試ためしにエリーが髪かみを縛しばっても粒子兵器も重力制御翼も増えなかっただろ」

「そうなんだよねぇ。私の神器は粒子兵器も無いし、特殊能力も特殊武装も全く無いポンコツなんだよねー。自分で言うのもあれだけど、私って可能性の　塊かたまり？」

　蓮が呆あきれた笑みを浮かべて後ろを振り向くと、エリーも苦笑いを浮かべていた。

　エリーは神器として燃費以外にも大きな欠けつ陥かんがある。

　武装が他のどの神器よりも貧弱なのだ。

　多くの神器は粒子を制せい御ぎよして攻こう撃げきや防御に転用する粒子兵器を持っているが、エリーは粒子兵器を何一つ持っていなかった。

　おかげでエリーが使えるのはライフルなどの実じつ弾だん携けい行こう兵器だけで、装備面ではフィリアに対して圧あつ倒とう的てきに不利な状況だ。人間の同士の戦いに例えて言えば、機き銃じゆうや携行ミサイルを装備している重装兵士相手に、拳けん銃じゆう一つで立ち向かうような物だ。

　何故かと言えば神器同士の戦闘での実弾兵器は、本命である粒子兵器をぶつけるための牽けん制せい役でしかない。

　それでも実弾兵器がすたれない理由は、粒子兵器を短時間に使い過ぎると機体および本人にかかる高い負ふ荷かのせいで、エネルギー切れを起こして動けなくなることがあるためだ。

　長期戦や戦闘後の移動を考えれば、多少威い力りよくが弱くともダメージを与あたえられる実弾兵器は神器達にとって不可欠の武器なのだ。

　その事実が蓮の美希達に勝てると信じられる根拠だった。

　当てることさえ出来れば勝てる。極きわめて単純な作戦に蓮は小さく笑いながら後ろを向いた。

「エリー、勝てそうか？」

「勝つんでしょ？」

「あぁ、そのつもりだ」

　蓮の問いにエリーは前を向いて笑っている。性能差から来る不安など微み塵じんも感じている様子は無かった。

（機体性能差を補うのが俺の役割だ。エリーのためにも勝ってみせる）

　蓮が覚かく悟ごを決めて頷うなずくと、エリーが笑顔で頷き返してきた。

　そして、蓮は戦うために真まっ直すぐ前を向くと、機体を前方へと滑すべらせた。

「蓮、先生からの通信が来たよ」

「如月蓮さん、準備出来ましたか？」

　準備が整ったと判断したであろう教師が、蓮に最後の確認をとってくる。

「はい。いつでもいけます」

「フィリアさんの方は見ての通り、粒子兵器を多数装備しています。本来ならば強力な粒子兵器ですが安心してください。出力は訓練用にまで下げて貰っています。当たってもちょっと眩まぶしいだけですし、建物に直ちよく撃げきしても何ら影えい響きようはありません。今、架か空くう耐たい久きゆう値を送りました。この耐久値が先にゼロになった方の負けです。また、危険だと感じたら止めに入ります」

「分かりました」

　赤い神器に乗った教師は、条件を言い切ると、エリーとフィリアから少し離はなれて、戦闘開始の合図を出した。

「では、両機ブラストオフ！」

　教師の号令でエリーとフィリア、両者が同時に動きをみせた。

　フィリアの全砲ほう門もんがエリーに向けられると、いきなり大小全八門の火か砲ほうから緑色の粒子の塊が射出された。

「わお。ど派手だね！　クリスマスのイルミネーションみたい！」

「感心してる場合か！」

　軽口を叩いているエリーに対して、蓮が一気に神器を右に飛ばす。

　神器スレスレを粒子の塊が通り過ぎ、モニターが緑一色に染まっては消えることを繰くり返かえしている。

「さすが蓮。良い反応だよ。ちゃんと私の速度に追いついてる」

「こっちも反はん撃げきするぞ。エリーは射しや撃げきのサポート！」

「はいはーい！　狙ねらいの補正はバッチリなんだよね！」

　エリーの唯一の武器である速度を活いかさねば、蓮に勝ち目はない。

　蓮は神器を急きゆう上じよう昇しようさせ、雲に身を隠かくすと一気に反転し、フィリアの後ろに回り込むように旋せん回かいしながらライフルの弾だん丸がんを発射した。

　神器の制御と射撃タイミングを蓮が行い、エリーが火器管制や電子戦など機械的な処理を行う。

　神器は繋がった神経を介かいして人の能力を増ぞう幅ふくさせる力があり、パイロットによって増幅される能力が変わる。

　蓮の場合は反射神経と視野の強化が、主な身体強化だった。

　その力を最大限に活用するため、蓮は攻こう撃げき制せい御ぎよを、エリーはシステム制御に役割を分担したのだ。だが、能力の拡張は美希とフィリアにも発動している。

　校内のトップランカーの実力は伊だ達てでは無かった。

「やるじゃないの。でも、私はあんた達に負ける気はないのよ！　フィリア避よけなさい！」

「了解」

　エリーの放った弾丸が、地面に赤い線を描えがいていく。

　フィリアが地面を滑るように移動して、ギリギリ赤い弾丸を避けたのだ。巧たくみな緩かん急きゆうの付け方でエリーの偏へん差さ射しや撃げきを狂くるわせているらしい。

「フィリアの奴、意外と細かく動いて的が絞しぼりにくいっ！」

「蓮お返しよ。フィリア、ライフル構え。当たりなさい！」

「この狙いの正確さ。それがお前の能力強化か美希っ！」

　地上から空に向けて緑の光と赤い弾丸が打ち上げられ、空から地上に向けて赤い弾丸の雨が降り注ぐ。

　戦せん況きようは五分と五分。

　防戦に回っている蓮とエリーが若干不利といった見方が観戦している生徒達の意見だった。




　○




　観戦している生徒達は蓮と美希が見せる戦せん闘とう機動に興奮していた。

「すげーな。あんな動きが出来るのか！」

「頑張れ吉田！　俺はお前に賭けたんだ！」

　そんな中、武雄は一人だけ静かに戦況を見つめていた。

「……俺もすぐに追いついてみせる。お前だけに背せ負おわせるか。それに蓮、俺はお前をやっぱり超えないといけない」

　そう呟いた武雄の瞳ひとみにはある種の覚悟が宿っていた。




　○




　蓮はコックピットの中で、小さく舌打ちしながらトリガーを引いた。

「さすがトップランカーって言われるだけあるな。一ひと筋すじ縄なわじゃいかないか」

　美希とフィリアの思考と反射がうまくかみ合っているせいで、大きな隙すきが見つからないのだ。不利な戦況を打開するには何かしらの策が必要と蓮が考えていると、エリーも同じ事を考えていたようだった。

「どうしようか？　フィーちゃんは取り回しの悪い武器が多いから、一気に近づいて左右に攪かく乱らんすれば、隙が出来るかも知れないよ」

「この弾だん幕まくの中に突っ込むのか？」

「フィーちゃんは細かく動くけど、あんまり大きく動く様子が無いし、蓮ならやれると思うけど？」

「被ひ弾だんして痛いのはエリーなのに、全く気楽に言ってくれるよ。一いち撃げきで決める。突っ込むぞ！」

「おー。母さん仕込みのとっておきのコンバットパターンやるよ」

　エリーの提案に蓮が同意する。

　そして、蓮はフィリアを中心に円を描くように機体を急降下させ始めると、エリーの合図で発はつ砲ぽうを開始した。

「蓮、ターゲットを中央に固定」

「了りよう解かい。円の攻撃で動きを封ふうじる！」

　蓮の操る機体が高速で円を描き、三百六十度の全方位から射撃を開始する。

　右手はフィリアを直接狙い、左手はフィリアの動きを制限するために牽けん制せい射しや撃げきを行っている。

「逃にがさないぞ美希！」

　蓮が叫さけび、機体をさらに加速させる。

　フィリアの動きを封じながら、蓮は美希達との距きよ離りを詰つめていく。

「そんな豆まめ鉄でつ砲ぽう、フィリアに効くもんか！」

　美希の言う通りフィリアの神器は弾丸を弾はじいている。

　ダメージは小さくても確実に損傷は与えている。

　その小さなダメージを積み重ねようと、蓮はトリガーを引き続けた。

　だが、フルオートで発射し続けたせいで、ライフルの弾丸はすぐに切れてしまい、銃じゆう声せいが途と切ぎれた。

　誰だれもがお終しまいだと思った時、エリーが叫んだ。

「弾たまが無ければ、ライフルを弾にすれば良い！　蓮、思いっきりぶん投げて！」

「了解っ！」

　蓮とエリーは唯一の遠えん距きよ離り武器を一いつ切さいの迷い無く、フィリアに投げつけたのだ。

　弾丸よりも遥はるかに重い質量が、フィリア機に向かって襲いかかる。

「そんなもの！」

　しかし、咄とつ嗟さの悪あがきも美希に見切られ、腕でライフルを弾き飛ばされてしまう。

　そして、射撃武器を無くした蓮達たちに向かって、美希の声とともにフィリア機の砲ほう口こうが向けられた。

「これで落として――えっ!?　速いっ!?」

「「これが本命だっ！」」

　絶体絶命のピンチに見えたが、蓮とエリーは諦めていなかった。

　蓮とエリーの声が重なると、二本のブレードを構えた機体の後ろで緑の輪が弾け、一秒にも満たない時間でフィリアまでの距離を詰めたのだ。

　弾を失い、武器を失った中、蓮とエリーは自機を弾丸にして飛び込んだ。

「貰ったぞ美希！」

　蓮が勝利を掴つかもうと叫び、エリーの機体がブレードを振り下ろす。

　弾が無くなるまで撃ち続けたり、ライフルを投げつけたりして美希達の視界を潰つぶしたのは、この加速準備に気付かれるのを一いつ瞬しゆんでも遅おくらせるため。

　その目もく論ろ見み通り、フィリアと美希は飛んできたライフルを払はらうのに気を取られ、エリーの突とつ撃げきに対する対応が遅れてしまった。

「くっ、油断した！　フィリア、防御フィールド最大出力！」

「了解。フィールド最大出力」

　フィリアの砲門から砲ほう弾だんの代わりに、青い粒子が勢い良く飛び出すと、青い透とう明めいな盾たてが形成された。

　エリー機の振り下ろした刃やいばは青い盾に阻はばまれ、目の前で弾き飛ばされた。

「呆れるほど有効な戦術……じゃない!?　なにこれ？　バリアなんてずるい！　私も欲しい！」

「防がれた!?　このままじゃ不ま味ずい。距離を離すぞ！」

「え、誰？　構造解かい析せき。プログラムを再取得しろ。って何？」

　蓮達が追い詰めていたはずが、たった一度の防御でまた逆転されてしまった。

　武器を使い切り体勢を崩くずした蓮とエリーに、フィリアは体勢を崩すこと無く砲門を向けてきたのだ。

「私の勝ちね。第一世代！」

　美希の勝利宣言とともに、エリーに向けられた八つの砲門が火を噴いた。

　青い奔ほん流りゆうが逃げ遅れたエリーの機体を包み、空に青い粒子が散らばった。




　○




「よっしゃ吉田の勝ちだ！」

「すげぇ。あそこから逆転しやがった……喧けん嘩か売られないように気を付けよ……」

　見守っていた生徒達も爆ばく発はつに包まれたエリーの神器を見て、フィリアと美希の勝利だと口々に叫んでいた。

　だが、武雄が発した言葉で、生徒達の声は驚きに変わる。

「いや、待て。如月ペアは無傷だ」

「え？　マジだ！　耐久値が減ってねえ！」

　武雄の言う通り、エリーの白い機体は少しも傷がついた様子がなかった。




　○




　戦せん闘とうをしていた蓮も、爆発に飲み込まれて無傷だったことに驚いていた。

「エリー今のなに？」

「いやー、真ま似ねしてみると出来るもんだね。意外と」

　あっけからんとした様子でエリーが呟つぶやいた。

　エリーはフィリアと全く同じ防御フィールドを形成し、砲ほう撃げきを受け流していた。

　粒子同士が衝しよう突とつして発生した青白い電流と白い煙けむりの中で、蓮はきょとんとしている。

「エリーって、今までこんなの出来たっけ？　粒子兵器は持ってないから、入試で戦闘試験はやらないって義か母あさんから聞いたはずなんだけど」

　エリーの弱点の一つが、粒子兵器を持たないことだと、蓮は思い込んでいた。

　その弱点は、本人からも周りからも言われていた。

　今までは飛んで、携行武器を撃つだけの練習しかしてこなかったため、蓮もエリーも目の前で発動している防御フィールドを初めて見たのだった。

「ふっ、やっぱり私って可能性の塊。私の中に眠ねむった才能が今目覚める！　なーんて調子に乗ってみたけど、お腹空くからあんまり使いたくないかも……」

　エリーの言葉からも、今まで使える自覚があった様子は感じられなかった。

　そして、勝利を確信していたであろう美希達もまた動どう揺ようしているようで、驚きの声が通信で聞こえてくる。

「明らかに軽装の神器なのに、防御フィールド装備してるの!?」

「防御フィールドは基本的に動きの遅おそい重装機の装備。……軽くて速いくせに、防御フィールドまであるのは厄やつ介かい。でも、防御フィールドだって無敵じゃない。攻撃を防げばその分粒子が減げん衰すいし、いつか消える」

「なら、防げなくなるほどの手数で押おし切きるだけ！　フィリア、フルバーストモード！」

「了解。重力制御翼、誘ゆう導どう粒りゆう子し砲ほう準備完了。演習用追加武装の全砲門を開放」

　フィリアの二枚ある翼の先せん端たんに青い球が生まれ、脚きやく部ぶと肩けん部ぶに取り付けられたミサイルポットが開き、両りよう腕うでに構えたライフルがエリーに向けられた。

　美希の宣言通り、フィリアは全武器一いつ斉せい射しや撃げきの態勢に入っている。

「させるか！」

　蓮は美希に撃たれる前にブレードでフィリアを弾き飛ばそうとトリガーを引いた。

　だが、ブレードは何な故ぜか振るわれなかった。

「え……？　頭が……。プログラム再構築……細分化されたシステムを統合……重力制御翼の変異処理開始」

「腕が動かない？　武装制御がダウン!?」

　エリーが上の空でぶつぶつと何かを呟くと、コックピット内に種々の警告表示が現れた。火器管制は機能せず、フィールドを展開する様子もない。

　攻撃も防御も出来ないと瞬しゆん時じに悟さとった蓮は、機体を全力で左に飛ばした。

「ちっ！」

　ギリギリで零ゼロ距きよ離り砲ほう撃げきを避け、蓮は機体を空中に逃がしたが、フィリア達は簡単には逃がしてくれなかった。

　エリーの後ろを、ミサイルと一いつ緒しよに緑色に輝かがやく粒子の矢が追いかけてきている。

「ミサイルと、あれは誘導粒子弾ホーミングレーザーか」

「あーっ！　もう！　何て反応速度！　ちょこまか逃げてないで当たりなさい！」

「そっちも攻撃を止めろよ！　エリーの調子がおかしいんだ！」

　蓮の制止に、美希は明らかに苛いら立だちの籠こもった口調で怒ど鳴なり返してきた。

「うるさい！　大人しく私に落とされろ！」

　蓮の言葉が通じないほど、美希は頭に血が上っているらしく、彼女は問答無用で第二射、第三射と砲撃を放ってきた。

　美希の放つホーミングレーザーを蓮が躱かわし続けること十秒程度、エリーの声とともに、モニター上に突とつ然ぜんロックオンマーカーが現れた。

「翼式加圧粒子砲ウイングキヤノン再構成。蓮！」

　エリーによる起死回生のシステム構築で、エリー機の両りよう翼よくの先端に、渦うず巻まく緑の粒子の砲弾が形成されていた。

　それがどんな攻撃になるのか、蓮は神器を通じて瞬時に理解する。

「行けええええ！」

　蓮がトリガーを引くと、発射された緑の球がそれぞれ三つに割れ、合計六本の粒子の矢がフィリア機に向かって放たれる。翼にためた粒子を攻撃に転用する砲撃機能が、蓮の頭に突然流れ込んできたエリーの新しい力だった。

　エリーが発射した粒子の矢が届くのが先か、はたまたフィリアの放ったホーミングレーザーが届くのが先か。

　勝負はこの一手で決まる。そう思って、蓮がフィリアの放った攻撃を避さけようと集中していると、目の前が真っ赤な光に包まれ、激しい振しん動どうがコックピットを襲おそった。

　その光と振動が収まった瞬しゆん間かん、機体が地面に叩きつけられていた。

「くっ、今のは……粒子の光？　エリー大だい丈じよう夫ぶか？」

「いったた……。うぅ、どこがちょっと熱いだけなのよ。メチャクチャ痛いじゃん。地面に頭も打ったし！」

　エリーが痛みを感じているということは、模も擬ぎ戦せんによる攻撃ではない。

　事実、機体が手にしていたブレードの刃も、跡あと形かた無く溶とけて無くなっている。

　本気で機体を破は壊かいしに来た攻撃だ。

「蓮！　エリー！　上ですっ！　逃げなさい！　あなた達では手に負えません！」

　突とつ如じよ、先生の喉のどをからすような叫びが、コックピット内に響ひびく。

「不意打ちながらも、私達が一撃で落とされました！　美希とフィリアも退たい避ひしてください！」

　続く先生の叫びで、蓮が頭上を見上げると、心臓が飛び出ると思うほどの強さで、鼓こ動どうを打った。

　世界を焼いた黒い鳥、堕だ天てんした天使、天からの災さい厄やく、人ひと狩かりの獣けもの、様々な呼び名がつけられた六枚の翼を持つ黒い巨人。

　如月連の人生も、鬼頭武雄の人生も、吉田美希の人生も、メチャクチャにした因いん縁ねんの敵。

　人を狩る黒い機械天使がそこにいた。







第二章「人を狩る猟りよう犬けん」







　蓮れんは目に映った敵の姿で、全身の産うぶ毛げが逆立つほどの寒気を感じた。

　空に浮かぶ敵機体は、黒い全身鎧よろいを身につけた天使、もしくは一本角の鬼き神しんのように見える。

　顔には四つの赤く光る目があり、首には赤い首輪のようなリングが付いている。

　背中には頭の上から足あし下もとまで伸のびる六枚の巨大な翼があった。

　全ぜん天てん開かい拓たく府と呼ばれる組織の尖せん兵ぺいとして、人を狩りの対象として襲う行動と、首輪のついた姿から首輪付きの猟犬ベルドツグと呼ばれている。

　黒い機体は膨ぼう大だいな熱量を放出しているのか、機体の周りの景色がユラユラと歪ゆがんでいた。

「お姉ちゃん……見ぃつけた。全天開拓府の情報通り、本当の姿を隠していたから、この前は見つからなかったんだね。ま、だから共鳴する私が選ばれたんだ。あはは。殺しがいがあるよ」

　上空の猟犬から少女の声が聞こえた。

　黒い神器アークのガントレットに光が集まると、収束した光が剣つるぎの形に変化する。

　赤い四つ目に睨にらまれた蓮は、自分達が狙われていることをすぐに悟った。

「エリー……あの敵のこと分ぶん析せき出来るか？」

「空間が屈くつ折せつしてるし、ステルスフィールドを展開してるっぽいね。放出粒子量と大型制御翼の数からすると、高速機動型の猟犬だよ」

「やっぱりそうか……。赤い首輪付きの黒い猟犬……。俺おれ達たちの……敵」

　蓮の目に黒い鳥の炎ほのおで焼かれた街の光景がフラッシュバックした。

　街と自分を焼いた炎が目の前の景色にちらついている。

　呼吸が荒くなり、手が震ふるえ、火傷やけどの痕あとが残る背中が焼けるように痛い。

　心臓も胸を破りそうになるほど大きな鼓動を打っている。

「って、蓮落ち着いて深呼吸して！　心しん拍ぱくと呼吸が酷ひどいことになってるから！」

「あいつを……あいつを絶対に倒たおすぞ。もう誰も奪うばわせてなるものか！」

　大事な人を失わないために、戦う力を手に入れて、今度こそ守る。

　それが蓮の戦う意味であり、強くなりたいと願った原動力だった。

　エリーを失い独りぼっちになることは、蓮にとって絶対にあってはならないことだ。

　そのため、蓮は自分の恐きよう怖ふを握にぎりつぶし、逃げずに戦うことを選んだ。

「ちょっと何言ってるの!?　今私、戦闘用の武器なんて――あ、一応あるか。でも、相手は粒子ブレードだけじゃなくて、先生を落とした粒子砲も積んでるんだよね。ね、蓮、応おう援えんが来るまで、遠距離から撃うって、逃げての時間稼かせぎでもする？」

　エリーの言う通り装備面ではこちらが圧倒的に不利だ。ヒット＆アウェイで時間を稼ぐのが戦略的にベストなのは間ま違ちがい無ない。

　それでも、頭に血が上っていた蓮はエリーの言葉を無視して、自機を猟犬に向けた。

「うおおおおおお！」

「うひゃぁ!?　あぁ、もう！　仕方無いなぁ！　先生！　救きゆう援えんの連れん絡らくよろしくお願いします！　それまで時間稼ぎしてきます！」

　蓮が神器を急加速させると、エリーも渋しぶ々しぶそれに付き従った。

　猟犬機はエリーが近づくと、様子見をするかのように距離を取ろうと後退する。

　その背中を追いかけるように、蓮が機体を飛ばした。

「蓮、誘導粒子砲のチャージ完了、ロック完了。撃てるよ」

　六本の粒子の矢が発射され、猟犬機を上下左右から取り囲むように迫せまる。

　弾だん道どうは直撃コースを描いているはずだ。

「落ちろ！」

　蓮は腹の底から雄お叫たけびをあげた。

　だが、エリーの粒子砲が直撃する寸前、猟犬機の翼が光ると、空に緑の粒子が大量に散った。

「相そう殺さいされた!?」

　エリーの発射した粒子の砲弾に合わせて、敵機は粒子の砲弾をぶつけ返してきたのだ。

　その様子はピンポイントでバリアを展開したように映るほど、鮮あざやかで一瞬だった。

「あらら、本気で撃ったのに出力は互ご角かくか。ちょっと予想より強いなぁ。でも、もうちょっとで先生達も来るみたいだし。蓮、距離を取って遠距離で対処しよう」

「でも！」

　真後ろに座るエリーに顔を向けて、必死の表情で蓮が抗こう議ぎする。

　それに対して、エリーが珍めずらしく怒鳴るように声を張り上げた。

「お姉ちゃんの言うことを聞きなさい！　私は蓮に死んで欲ほしくない。蓮も私には死んで欲しくない」

「だったら、敵を倒さないと！」

「ううん、先生達もいるんだから、今は確実に私達が生き残ることを考えよ。大丈夫、私は蓮と一緒にいて、一緒に戦ってるよ。お姉ちゃんなんだからさ」

　エリーは優やさしい声で、蓮をなだめるように言い聞かせると、最後にニッコリ笑った。

　その笑え顔がおで蓮の中からスッと何か抜ぬけていったかのように、蓮は落ち着きを取とり戻もどした。

　失いたくないものは目の前にいて、一緒に戦ってくれている。

　もう無力だった子供の頃ころとは違ちがうと、蓮は自分の状じよう況きようを改めて認にん識しき出来た。

「……ごめん。ちょっと熱くなりすぎた。エリーお腹なかは大丈夫か？　さっきお腹空いたって言ってたけど」

「何とかね。お昼いっぱい食べたし。私の身体預けるよ蓮」

「あぁ、任せてくれ。でも、まずはとりあえず買ったおやつを食べて。おやつの時間ぐらい稼いでみせるから」

　落ち着きを取り戻した蓮は胸ポケットからチョコバーを取り出すと、後ろにいるエリーに投げた。

「やったね蓮のチョコレートだ。これがあれば、私はいくらでも頑がん張ばれる！　いくよ！」

　生き残るための仕切り直しだ。

　追いかける軌道から一転、蓮は神器を反転させると、距離を離しながら誘導粒子砲を発射した。

　蓮の戦術変化に気付いたのか猟犬機も空中で縦に半回転すると、上下逆さまのままエリーの背中を追いかけ始めた。

　追う方と追われる方が一気に逆転し、双そう方ほうの間を粒りゆう子しの矢が行き交っている。

「あ、お姉ちゃん今度は逃げるの？　レイアに恐おそれをなして逃げちゃうんだ!?」

　レイアと名乗った敵機は、子供っぽさに狂きよう気きを孕はらんだような声を出しながら、エリーを執しつ拗ように追ってきた。

「狙いは完全にエリーなんだな。ってか、今、レイアって言ったけど、分かるか？」

「むぅ、お姉ちゃんか。あんな無愛想でヤンデレっぽい妹は、いないはずなんだけどなぁ……レイア。うーん……全然心当たりが無い」

「でも、俺達が狙いなら。美み希き、フィリア、手伝ってくれ！」

　蓮が通信で二人に応援を頼たのむと、既すでにフィリア機は立ち上がっていた。

　そして、機体正面に全八門の砲門を展開し、レイアのいる天に向けている。

「誰に命令してんのよ！　こういう時のために、私達は訓練してたんだから！」

「良い時間稼ぎ。訓練リミッターを解除したから、最大出力で砲撃可能」

　フィリアの持つ砲門八門の先に生まれた粒子の砲弾が神器の前で合体し、機体の半分ほどの大きさに成長していた。

「当ったれぇぇぇぇ！」

　美希の叫びとともに、巨きよ大だいな粒子球が発射された。発射された粒子球は空に青白い火花を放ちながら、レイアと名乗る猟犬に向けて飛んで行く。

　猟犬達との最初の戦争で、砲撃機は数多くの敵を撃ち落としてきた。

　フィリアの放った全力の砲撃は猟犬機を撃げき墜ついするのに、十分過ぎる威力だ。

　それでも、蓮は確実に敵機を落とすために、砲撃のトリガーを引いた。

「挟はさみ撃ちだ！　当たれ！」

　蓮の発射したホーミングレーザーが敵の回かい避ひ経路を潰す。

　そして、蓮と美希の二人が放った粒子の砲弾が敵のいた場所で炸さく裂れつし、空に青い光が飛び散った。

「ふふん。やったね」

　エリーも猟犬機レイアを倒せたと思って、鼻で笑っていた。

　誰もが直撃したと思い込んだのだ。

「すげえよあいつら！」

「俺達も正式に神器と組めれば、あんな戦いが出来るのか！」

　一年生二人が侵しん略りやく者しやを倒した。そう誰もが確信していた。

「さすがだぜ如月きさらぎペアに吉よし田だペア！」

　冷静に戦いを見ていた武たけ雄おですらも叫んでいた。

「君達は無む茶ちやをして……。私は逃げなさいと言ったのですがね。後で、命令違い反はんをした反省文ですよ」

　先生ですらも呆れた口調で蓮達を叱しかってきている。

　一年生のエース二人が実戦で勝利したのだから、戦いが終わって皆みなが舞まい上あがるほど盛り上がるのも無理は無かった。

「アハハ！」

　だが、歓かん声せいは不気味な笑い声一つでかき消された。

「あはは。おっそいよ。お姉ちゃん達。あんなの当たる訳ないじゃん」

　蓮達の遥か上空に、六枚翼よくの黒い鳥がいた。

　レイアは蓮達の挟み撃ちをすり抜け、上空に逃げていたのだ。

「お姉ちゃんのハイグラビティブーストモードだよ。ほうら、お姉ちゃんも思い出して！」

　レイアから狂ったようにはしゃいだ声が発せられると、翼の装そう甲こうがスライドし、翼が一回り巨きよ大だい化かしていた。その敵の姿に蓮とエリーは驚きよう愕がくする。

「変形した!?」

「だから、何で私がお姉ちゃん。って、やばっ！　メチャクチャ速っ――」

　一秒にも満たない時間で、レイア機が蓮達に肉にく薄はくすると、腕うでの粒子ブレードを振ふり下ろしてきた。

　敵機の巨大化した翼からは、炎のような形となって緑色の粒子が吹ふき荒あれている。

　変形した翼がレイアに爆ばく発はつ的てきな加速を与えて挟み撃ちを避け、ワープのような速度で蓮達の目の前に飛び込むことを可能にした。

「お姉ちゃん！　せっかく妹の私が来たんだからさ、早く本当の自分を思い出してよ。じゃないと、私に殺されちゃうよ？　早く元の自分に進化してよ！　そんなバイザーで顔まで隠すなんて、よっぽど自分のことを忘れたいのかな!?」

　青白い光の粒つぶが静電気の弾けるような音とともに、蓮の目の前で飛び散っている。

「何とか防ぼう御ぎよフィールドが間に合ったけど、これはちょっとやばいかも！」

　エリーはレイアの言葉に答えられる余よ裕ゆうが無いほど、焦あせった声を発した。

　よく見るとレイアは翼だけではなく、全身の装甲がスライドし、機体自体を大型化するように変形していた。

　装甲の隙すき間まから漏もれ出でた粒子が後ろに流れていく様子から、全身で推力を生み出しているのが分かる。

　暴力的とも感じられる圧あつ倒とう的てきな敵の推力に、エリーの機体が徐じよ々じよに押され始めてしまっている。

「くぅっ、振り払えないほど重い！　これはきつい！　お腹減る！」

「エリー！　そのままシールド最大出力で維い持じして！」

　美希の怒鳴り声で蓮が地上に目を向けたときには、粒りゆう子し砲ほうが発射されていた。

「あはっ。なかなか良い攻こう撃げきだね。お姉ちゃんを巻き込むあたりポイント高いよ！」

　不意をついた美希達の攻撃も、レイアはすぐ気付いたらしい。

　レイアは一瞬でエリーを地面に向けて蹴けり飛ばし、ブレードでフィリアの放った粒子砲を弾き飛ばした。

「美希、俺達を殺す気か？」

「防御フィールド展開してるんだから、大丈夫でしょうが！　それよりも、こいつ思ってる以上にやるわよ。あんた達軽装機のくせに近きん距きよ離り武装ないの!?」

「無いからこうやって苦戦してるんだよ！」

「戦争を生き抜いた第一世代フアーストリンクスのくせに、何でそんなバランス悪いのよ！　軽装防御特化って何？　生存能力特化型の進化なの？」

「そんなの知るかよ！　俺達に実戦経験は無いんだ！　くそっ！　また来るぞ！」

「私が撃ち落としてやるわ！　感謝しなさいよ！」

　美希の怒鳴り声にも蓮の言葉にも、エリーは反応しなかった。

　それどころか、蓮が神器を動かそうとしたが、全く動く気配がなかった。

「あれ？　動かない？」

　美希が砲撃で敵の注意を引きつけてくれなければ、一瞬で距離を詰められ、貫つらぬかれている。

　異常事態の発生に気付いた蓮は、慌あわてて後ろにいるエリーに振り向いた。

「エリー！　神経接続リンクが切れたぞ!?」

「システム《ERIE》……。自分の名前なのに何で封じていたのか思い出せない。でも、これを使うとダメな気がする……」

　蓮の言葉が聞こえていないのか、エリーは焦しよう点てんの合わない目で虚こ空くうを見つめてぼそっと呟いた。

「エリー？　どうした？　こんな所で、お腹が空いて動けないとか止めてくれよ!?」

「でも……このままじゃ、蓮が死んじゃう……。助けてくれる人がいないなら……戦わないと……戦って敵を倒さないと……」

「動けエリー！　逃げろ！」

「戦え……。私は……私は蓮と生きるために！　今度は蓮と一緒に戦うんだ！　システム《ERIE》ロック解除！」

　エリーの叫びと共に神器が緑色に輝き、装甲が音を立ててスライドした。

　肩と胸の装甲がスライドした結果、丸みのあったドレスのような機体は刺とげ々とげしい西洋の鎧のような造形に変化した。それだけでなく、頭部にあったエリーの跳はね毛とおそろいだった三日月形の飾かざりが角のような形へと見た目を変える。

　まるで機体の中にもう一つ別の機体があったかのように思える変形を経へて、エリーが叫ぶ。

「限界ハイグラビテ稼働イブーストモード！　起動！」

　そして、背中に付いていた二枚一いつ対ついの翼がそれぞれ三枚に割れて巨大化し、六枚の光の翼へと変形した。

　白き戦神のような神器の姿は天の覇は者しやに相応ふさわしい輝かがやきを放っていた。
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　エリーの機体がレイア機とよく似た変形機構を発動させた。

　エリーの機体からは膨大な粒子が放出され、模擬戦フィールド一帯が粒子の緑の光に包まれている。

　そして、この変形が引き金になったかのように、蓮れんの頭の中に、とある映像が流れた。

　学校では見たことの無い神器アークと戦う映像、そして簡易ベッドしかない牢ろう屋やのような部屋で、灰色のクッキーのような物体が皿に置かれている映像。口の中に入ったクッキーのような物には味が無く、妙みように粉っぽい食感がした。

「今の映像は何だ……？　いや、それよりもこの画面に表示されてる姿……これじゃまるで敵と同じ。って、何かモニタが警告だらけなんだけど、お姉ちゃん大丈夫!?」

　蓮の頭に流れる映像は、鳴なり止やまない警告音で吹き飛んだ。

　蓮が慌てて、後ろを振り向くとエリーは肩を大きく上下させ、苦しそうに呼吸をしている。機体だけじゃなくて、生体であるエリーの方にまで異常が起きていた。

「システム《ERIE》。そうだ思い出した……。だから、流れ込んでくるんだ……レイアの記録も記き憶おくも……。そっか……妹なんだ。でも、私はあの子と違って一人じゃない……」

「お、おいエリー何言ってる!?　汗あせびっしょりじゃないか！」

　まるで、高熱にうなされているようなエリーの様子に、蓮は座席から離はなれ、彼かの女じよの額に右手で触ふれた。

「熱っ！」

「えへへ……蓮は心しん配ぱい性しようだなぁ。お姉ちゃんは大丈夫。ちょっと頭のリミッターを外しただけ……。知ち恵え熱ねつみたいな物だからさ。でも、長くは持たないから急いで」

「大丈夫って、こんな状態でどこが――」

「お姉ちゃんを信じなさい。絶対に蓮は守ってあげる。私は蓮なら負けないって信じてるから。お願い蓮。私を信じて力を貸して」

　エリーは熱で顔を真っ赤にし、肩で息をしながらも、蓮に笑いかけた。

　見るからにやせ我が慢まんだったが、蓮はエリーの言葉と笑顔を信じることにした。

　そして、信じたエリーをすぐに助けるために、レイアを撃げき退たいする決意を新たに胸に刻む。

　こういう時のために、蓮は強くなろうと生きてきたのだから。

「分かった。俺おれが何とかする。武器は？」

「粒子ブレードのプログラムを再構成したよ……。でも、ごめん。ちょっと操作まではできる余裕がないから、蓮に全部任せるよ。私の身体全部蓮に任せる」

「任された。すぐ終わらせてやる。その間、これでも食べて休んでて！」

　蓮はポケットの中から、チョコバーを二本取り出し、エリーの口の中に突っ込むと、座席に座すわり直した。

「神経接続。操作全ぜん般ぱんを俺に。よし、行ける！」

　蓮の思考とリンクするように機体が動き始める。

　緑の光を纏まとった六枚の翼を広げた神器が地面を蹴ると、親指大の大きさで映っていたレイアの機き影えいが一瞬で、視界を覆おおうまでの巨大な神器へと変化した。

「何だこの加速!?　でも目は追いつく！　これなら！」

　覚かく醒せい状態のレイアにも負けないほどの加速性能で、エリーの神器がレイアに肉薄すると、神器のガントレットから緑色の粒子の刃が生まれた。

「くらえっ！」

「アハッ！　やっと本ほん性しようを出したね。やっぱりお姉ちゃんは本物の《ERIE》だっ！」

　蓮が下から刃を振り上げ、レイアが上から剣を振り下ろす。

　白と黒の二機の刃がぶつかり合い、空に緑色の粒子が円上に飛び散った。
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　姿形もそっくりな姉し妹まい機きのような二機は、超ちよう高こう速そくで飛び回り、互たがいに弾はじき合っては距きよ離りを取り、再度加速しながらお互いの剣を交えている。

　その激しさに美み希きは呆ぼう然ぜんとしていた。

「速い……。神器で補助された私の目で追いかけるのがやっとなんて……。如月きさらぎ蓮、エリー、あんた達のその力……なんなの？」

「エリーから膨大な粒子量を計測。この値は……敵機と互角。学園内のどの神器より高い値を示してる。正直反則級。大おお食ぐらいなのは知っていたけど、この出力は想定してなかった」

　美希とフィリアが動きを止めて見とれてしまうほど、二機の戦闘は美しかった。

　心を奪われたのは美希だけでない。避ひ難なんを始めていた生徒達の視線すらも、蓮とエリーの戦いは釘くぎ付づけにしていた。
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　景色が飛ぶほどの速度の斬きり合あいに蓮は必死で食くらいついていた。

「こっちの方が速い！　エリーまだいけるか？」

　後ろを向く余裕が無い蓮の呼びかけに対して、エリーからの返事は無く、荒あらい息づかいが返ってくるだけであった。

　その代わり、モニターにエリーの攻撃意志が現れている。

　砲撃のチャージ完かん了りようの告知と、ロックオンマーカーがレイアを捉とらえていたのだ。

《敵性神器からの部分浸しん食しよくを確かく認にん。システム《ERIE》に不正干かん渉しよう。パイロットは直ちに使用を停止してください。神器強制停止まで残り三十秒》

　エリーにかかっている負担の大きさは尋じん常じようではないらしく、警告表示が赤く点てん滅めつし、戦闘を止めるように指示が出ている。

（エリーの状態を考えると残されたチャンスは恐らく一度きり。エリーの身体を任せられた俺がエリーを助けるんだ。そのために俺は強くなるって決めたんだから！）

　失敗すれば落とされる。

　生きるか死ぬかを決める一いち撃げきとなるはずなのに、蓮の頭の中では不思議と勝つイメージだけが形成されていた。

　大きく息を吸い込んだ蓮は、脳内に見えた勝利のイメージを現実に移すために、敵の動きを見て突とつ撃げきと砲撃するタイミングを冷静に見計らっていた。

「来たっ！　ここだ！」

　離れていたレイアがエリーに向かって加速してくる。

　それと全く同じタイミングで蓮も機体を加速させて、刃やいばをぶつけ合う。

「エリー！　最大出力！」

　蓮の声に応こたえてエリーが速度を上げて、レイアの刃を押し込み始める。

「やるねぇお姉ちゃん！　さすがオリジナルの出力はすごいよ！　それなら私を殺せるかもよ!?」

　負けじと敵のレイアも翼の出力を上げてきた。

　それでも、押し合いはエリーの出力が勝ったようで、レイアと切り結んだまま地面に叩たたきつける。

「これで、終わりだ！」

　蓮はレイアを地面に埋うめ込むと、翼にチャージしてあった砲ほう弾だんを即そく座ざに発射した。

　どんなに素す早ばやい相手でも、地面にはり付けて動きを封ふうじられれば、攻撃は避けられない。

　捨て身とも言える攻撃で、ようやく蓮はレイアに攻撃を直ちよく撃げきさせることが出来た。

「よし、当たった」

　弾けた緑色の粒子の波が蓮の視界を包つつむ。

　攻撃の命中を確認した蓮は飛とび退のくようにして、一気にレイアから距離を離した。

「ごめん……もう、無理……」

　エリーが今にも事切れそうな声を出すと、神器が着地に失敗し、地面に転がり込むように倒れた。

　そして、転てん倒とうによる衝しよう撃げきが収まると、神器が白く発光して粒子となって散ってしまった。

　蓮の座っていたコックピットも消え、地面に投げ出された蓮は尻しり餅もちをついて倒れてしまう。

「いてて……って、お姉ちゃんは!?」

「うぅ……結構痛いなー……もう……」

　蓮がうめき声のする方に振り向くと、同じくコックピットから落ちて、地面にうつぶせになって倒れているエリーを見つけた。

　抱だきかかえたエリーの身体はとても熱く、懐かい炉ろを持っているような熱さがある。

「お姉ちゃん！」

「そんな声出さなくても大丈夫。ちゃんと生きてるよ。蓮の方が傷だらけじゃん。頬ほおに血がついてるよ。落ちた時にぶつけちゃった？」

「俺は大丈夫だから、エリーは自分の心配しろよ。すぐに医務室に連れて行くから」

　声を出すのも辛つらそうなのに、エリーは蓮の心配をしていた。

　そのおかげで、蓮も落ち着きを取り戻し、お姉ちゃんからエリーに呼び方を戻していた。

　お姉ちゃんと呼んだら、エリーはきっとまたお姉ちゃんとして、無理をしかねない。

「えへへ……ごめんね。ちゃんと降ろしてあげられなくて。お姉ちゃん失格だよ」

「んなこと言ってる場合か、喋しやべらないで良いから休んでて！」

「レイア……あの猟犬機は……？　あの子はどうなった？」

「粒子砲は直撃させたはずだから、倒せたと思うんだけど」

「倒したんだ……そっか」

　敵を倒したというのに、どこか寂さびしそうな表情でエリーが笑う。

　その表情に少し引っかかりを覚えた蓮だったが、エリーの体調を考え、急いで彼女を抱きかかえて歩き出した。

　だが、一歩目を踏ふみ出した途と端たん、突然視界が巨大な鳥のような影かげに覆われた。

　まさかと思い、蓮が後ろを振り向くと、所々装甲が欠けたレイア機が背後に立っていて、二人を掴つかもうと手を伸ばしてきていた。

「くそっ！　しつこい！」

　無む駄だだとは分かっているが、走り出さずにはいられなかった。

　少しでもエリーと一緒に生きるために、あがこうとしたのだ。

　相手の狙ねらいであるエリーを捨てれば、逃にげられるかも知れなかった。

　だが、蓮はそれをせず、歯を食いしばってエリーを抱かかえたまま逃げた。

　しかし、人の足で八メートルを超こえる神器から逃げられる訳がない。

　蓮の全力疾しつ走そうも虚むなしく、黒い巨大な手の平が、あっという間に蓮の背中にまで迫って来ていた。

「こんなところで俺は！」

「二人とも伏ふせなさい！」

　蓮が絶望に負けないように叫さけぶと、美希の声と同時に黄色い神器がレイアを体当たりで吹き飛ばしていた。

「美希!?　フィリア!?」

　重じゆう砲ほう撃げき戦せん仕様のフィリアの体当たりには、レイアも耐たえきれず吹き飛ばされたようだ。

　その衝撃はすさまじく、ついでのように蓮とエリーも突とつ風ぷうで身体が宙に浮ういてしまう。

「二人の生存を確認」

「お前らは本当に俺達を殺す気か！」

　フィリアの淡たん々たんとした生存確認に、エリーを抱えて背中から落ちた蓮は、助けられたことに感謝しつつ、あまりの痛みについ怒ど鳴なり返した。

「それだけ元気なら、大丈夫ね。ちぇっ、時間切れか」

　美希の時間切れという言葉に蓮が視界を上に向けると、レイアを取り囲むように空に十機の神器が浮かんでいた。

　それぞれの手には実戦用のライフルが握られ、レイアに銃じゆう口こうが向けられている。

「ここで暴れ回っても面おも白しろいんだけど。それよりも、覚醒したのに、ふぬけたお姉ちゃんの目を覚まさないとダメか。目覚ましは既に仕込んだし、ここは退たい却きやくかな」

　エリーによく似た少女の声が猟犬から聞こえ、蓮はレイアと名乗った敵機の胸むな元もとに目を向けた。

　欠けた装甲の隙間から、エリーにどこか雰ふん囲い気きが似ている銀ぎん髪ぱつの少女が顔を覗のぞかせ、蓮とエリーの姿を見下ろしている。

「……必ずお姉ちゃんの力を手に入れる。《ERIE》はレイア、一人で十分なんだから……」

　少女はエリーを一いち瞥べつし、ぼそっと呟つぶやくと、周りに展開する神器達たちを見み渡わたした。

「え？　エリー……？」
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　蓮は目の錯さつ覚かくかと思って、目を一度こすってから、猟犬機の胸元を見たが、もう彼女の姿を見ることは出来なかった。

　見み間ま違ちがいであって欲しいと思うほど、彼女の姿はエリーとよく似ていた。横に並べられて、エリーの妹と言われたら蓮でも信じてしまうほどだ。

　銀髪の少女が乗った猟犬機は神器十機に向けて粒子砲を乱射し攪かく乱らんすると、中央に陣じん取どっていた機体を一刀のもとで弾はじき飛ばし、一気に突とつ破ぱして空の彼方かなたへと消えてしまった。

「助かった……のか？　さっき見えた子は……。いや、今はそれよりも、エリー、大丈夫か？」

　銀髪の少女とエリーとの関係は気になったが、エリーの息づかいが更さらに荒くなり、それどころではなくなっていた。

「えっとね……蓮。もう、私ダメみたい……」

「え？」

「目がかすんで……頭がくらくらするの……」

「お、おい！　そんなこと言うなよ！」

　エリーが火傷しそうな程ほどの熱を発している。それでも、蓮はエリーが倒れないように力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめた。

「死ぬな！　お姉ちゃんが死んだら僕ぼくは……本当にひとりぼっちになっちゃうじゃないか！」

　守ると言ったのに、守るための力をエリーと一いつ緒しよに手に入れたはずなのに、彼女を守りきれなかった。

　また家族を猟犬に奪われて一人になってしまう。

　蓮は頭の中がぐちゃぐちゃになり、あふれ出そうな涙なみだを必死にこらえていた。

「お腹……空いた……」

「へ？　お腹空いた？」

「さっきのチョコバー二本じゃ満足出来なかった……。何か……食べさせ……て」

「はぁぁぁぁ」

　肺の中の空気を全すべて吐はき出すほどの長いため息をついた蓮は、苦笑いしながらポケットの中に隠かくしていた自分用の四本目のチョコバーをエリーの口に押おし込んだ。

「甘あまくて美お味いしい……。えへ、蓮の味がする」

　エリーはそう言うと静かな寝ね息いきをたてはじめた。

「本当にしょうがないお姉ちゃんだよ。……ありがとう生きていてくれて」

　背中にかかるエリーの重さを支えられるようになった自分を、蓮は誇ほこらしく感じていた。

　一方的に奪われていた幼い自分から、エリーと一緒に生き延びることが出来るまで成長出来たことが嬉うれしかった。

　その後、医務室に運ばれたエリーは、特に大きな異常は無かったものの、大事を取って自分から起きるまで眠ねむらされた。

　その隣となりにずっと付つき添そっていた蓮も、気持ちよさそうなエリーの寝ね顔がおを見ていて、いつのまにか眠ってしまっていた。
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　日が沈しずみかけ、部屋が夕ゆう陽ひで照らされる頃、蓮はようやく目を覚ました。

「あ……しまった。俺まで寝ねてたか。あれ？」

　蓮が目を開けると、座って眠っていたはずなのに天てん井じようが視界に映っていた。

　妙に柔やわらかい感かん触しよくがあるので、床ゆかに落ちている訳でもない。

　だが、何かに掴まれているようで身体は動かなかった。

「んっ……」

　エリーの吐と息いきが耳元にふきかかり、暖かく柔らかな風が蓮の耳をくすぐる。

「へ……？」

　蓮が目を点にしながら真横を向くと、穏おだやかに眠っているエリーの寝顔が映る。

　身体が動かないのも当然で、エリーが腕を回して蓮を抱き枕まくら代わりにしているのだ。

　がっちりホールドされている蓮は、かなり驚おどろいて飛び起きようとしたが、エリーの力が意外と強くて抜け出せなかった。

「……エリー起きてよ」

「うーん……ダメ。それ以上は……止やめて」

「食べられない。ってか。ったく……」

　蓮が声をかけるとより一層強く抱きついたエリーは蓮の胸元に顔を埋めるように押しつけてきた。

　暖かくわずかに湿しめり気けを含ふくんだ吐息が蓮の胸に当たっている。それが妙にくすぐったくて、全身がソワソワしてしまっている。犬や猫ねこはよくベッドに潜もぐり込んでくるというが、猫耳っぽい頭をしているエリーのことを蓮は猫と見ることは出来なかった。さらさらな髪かみやぷにっとした肌はだの感触で蓮の胸の鼓こ動どうが異常に大きくなっていく。

「うぅ……お姉ちゃんだろ……。寝ぼけてないで起きろってエリー」

「ふぇ？　……あ、良かった。夢だったんだ。おはよう蓮」

　蓮は何とか動く手でエリーの背中をぽんぽんと叩くと、エリーが目を覚ました。

　しかし、エリーは離れること無く、埋めた顔をぐりぐりと蓮の胸にこすりつけてくるだけだった。

　猫が身体をこすりつけてくるようなエリーの仕草に、蓮は目を白黒させた。

　エリーがくっついてくるのはいつものことではあるし、姉だから間違いは無いと蓮は思い込んでいるが、女性の身体が密着するとさすがにドキリとするし、エリーにどぎまぎしているのを悟さとられるのも恥はずかしい。その気き恥はずかしさから逃げるように蓮は無愛想な声を出した。

「エリー寝ぼけてないで起きろって」

「起きてるよーだ。でも、もうちょっとだけこうさせて。お願いだからさ」

　エリーの声は珍しく少し震ふるえていて、怯おびえているようにも感じられる。

　それに、涙だろうか。蓮の胸の辺りに濡ぬれた感触が伝わった。

（エリー、泣いてる？）

　何か悲しい夢でも見て涙を流しているのだろうか。

　それとも、先ほどの戦いが不安を生んでいるのか。

　その理由は分からなくても、エリーの不安を消そうと、蓮はそっとエリーの頭を撫なでた。

　そして、エリーが元気になる魔ま法ほうの言葉を口にする。

「俺は構わないけど、晩ご飯が遅くなるぞ」

「それは困る！　ご飯何ど処こ!?」

　蓮の言葉でエリーは勢いよく身体を起こすと頭を左右に振り、周りに食べ物が無いかを確認していた。

「おはよ……。何というかさすがエリーだな」

　エリーの食い意地のすごさを知っている蓮は、食べ物でエリーが釣つれることを良く知っていた。だが、今回はいつも以上に効果を発揮していて、若じやつ干かん引いてしまった。

（でも、エリーらしいか）

　エリーがいつも通りの様子に戻ったのを見て、蓮の中にあった不審感もしぼんでいった。

　どれだけ落ち込んでいても、ご飯と聞いた途端に元気になる能天気な姉が、レイアと同じ敵である訳がない。

　そう思うと、自然と笑えみがこぼれた。

「家に帰るぞエリー。ご飯の準備をしないといけないんだから」

「分かった。すぐ帰ろ。すぐご飯にしよう」

　食事が絡からんだエリーはてきぱきと動き始めて、蓮より先にベッドから飛び降りるとニコッと明るい笑顔を見せた。

「ほら、遅いぞ蓮」

「ったく、仕方無いなぁ……。起こしたの俺なんだけど。でも、無事みたいで本当によかった。いつもの俺が知ってるエリーだ」

「いつもの私の振りちゃんと出来たんだ。……でも、本当の私は」

　その言葉をかみしめるようにエリーが小声で呟いた言葉は、ベッドを直していた蓮の耳には届かなかった。

「あれ？　そう言えば、何で俺もベッドの中にいたんだ？」

「私が一度起きた時、蓮が椅い子すで寝てたから、ベッドの中に移して二に度ど寝ねしたんだよー。蓮の抱き心ごこ地ちが好いから安心して寝られたよ」

「俺は抱き枕かよ」

「大事な人だからね。離れないようにしっかり捕つかまえておきたかったの。さ、行くよ。ご飯が私達たちを待ってるんだよ！」

　エリーが元気良く蓮の手を引っ張って、医務室の扉とびらを開いた。

　繋つないだエリーの手は日だまりのような暖かさで、火傷やけどするような熱はない。

　あの熱と辛そうな表情に原因があるとすれば、間ま違ちがい無なく戦せん闘とう中に見せた神器の変形にある。

　それに比べれば、遥はるかに元気そうな姿だ。

「機体の方は大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。ぐっすり寝たおかげでちゃんと回復したよ。私の手も熱くないでしょ？」

　寝れば機械の身体に生じた異常も治るあたり、神器も生きているということを感じさせる能力だ。

　思っていた以上に元気そうなエリーの様子に、蓮は胸をなで下ろした。

「ちょっと待って！」

　二人が医務室から廊ろう下かに出た瞬しゆん間かん、美希に呼び止められた。

　声がした方に蓮とエリーが振り向くと、扉の横に美希とフィリアが立っていた。

　さすがのエリーも彼かの女じよ達たちがいることを予想していなかったみたいで、目が点になっていた。

「ふぇっ？　美希ちゃん？」

「あ……その、えと……。あんた達、大丈夫？」

「もしかして、私のこと心配して、ずっとここで待っててくれてたの？」

　エリーが少し驚いたように尋たずねると、美希は慌てたように顔をそらした。

　美希の横顔は夕陽に照らされているおかげか、とても赤くなっている。

　どうやら図星のようで、本当にずっと心配して入り口で待ってくれていたのだろう。

「別にっ！　たまたま来ただけだしっ！　ずっとここで出てくるの待ってる訳ないし！」

「ありがとう美希ちゃん。たまたまでも嬉しいよ。美希ちゃんとフィーちゃんのおかげで、助けられちゃった。情けない話だけど、私、お腹なか空いてふらふらだったからさ。最後はハッキリ覚えてないんだ。でも、もう大丈夫。ちょっと休んだら元気になったよ」

「神器乗りとして当然のことをしたまでよ。でも、良かった。大丈夫だって思ってたけど、あんた達の事を撃うったし、その……最後も生体反応はしっかり確認してたけど、万が一もあったかもしれないし……」

「大丈夫大丈夫。気にしないで良いよん。私達には当たらなかったし。おかげで生きている。フィーちゃんもありがとね」

　エリーはニッコリ笑うと、突とつ然ぜん美希とフィリア二人を同時に抱きしめた。

「ちょ、ちょっと!?　何すんのよ!?」

「エリー……苦しい」

「えへへー。二人とも本当にありがとね。自信持って良いよ。二人は二人のやり方で、私と蓮を助けてくれたよ。第一世代フアーストリンクスとか第二世代セカンドリンクスとか関係なくさ。二人は私達の命の恩人」

　戸と惑まどう二人を無視して、エリーは弾はずんだ声でお礼を言いながらぎゅっと彼女達を抱きしめ続けている。身長の小さいフィリアは顔が完全にエリーの胸に埋まっていて、美希は肩かたをガッチリ掴まれている。

「ちょっと痛いってエリー！　蓮、あんた弟なんでしょ。何とかしなさいよ！」

　エリーに拘こう束そくされている美希が、暴れながら蓮に助けを求めた。

　だが、蓮はこうなってしまったエリーを止めることの難しさを知っていたし、エリーを道具扱あつかいした罰ばつにはちょうど良いお仕置きだとも思ったのだ。

　それにこの状じよう況きようなら、怒おこらずに素す直なおにお礼が言える気がした。

「美希、フィリア。ありがとな。二人がいなかったら危なかったよ」

「分かったから、あんたのお姉さんをさっさと何とかしなさいよ！」

「しばらく放っておけば満足するさ」

「苦しいのよ！　放せぇぇ！」

　美希が手足をじたばた動かすもエリーからは逃のがれられず、涙目になっている。

　美希の顔は随ずい分ぶんと赤くなっているし、苦しいのは嘘うそでも無さそうだ。

　蓮は聞きたい言葉も聞けたので、わざとらしくため息をついてから助け船を出した。

「はぁ……仕方無いな。エリー、美希とフィリアを独ひとり占じめするなよ。俺にも二人と仲直りさせてくれ」

「ん？　はーい」

　蓮の一言でエリーはすんなり二人を解放した。

　二人を手放した瞬間、エリーが蓮にウインクを飛ばしてきたのは、蓮の気持ちに整理がついたのに気がついたからだろう。

　そんな蓮にだけ分かる合図で蓮は小さく笑うと、こういう些さ細さいなやりとりで互いの気持ちを把は握あく出来るのも、お姉ちゃんだからね、とでもエリーは言いたげに胸を張っている。一方で、そのことが分からない美希とフィリアは恨うらめしげな表情を浮かべていた。

「ハァハァ……神器の力も、人間の力もメチャクチャね。あんたの姉さん」

「本当に遠えん慮りよが無くてびっくり」

　エリーによって美希とフィリアが蓮の前に押し出されると、二人がぐったりした様子で同時にぼやいた。

　遠慮が無かったり、メチャクチャやったりするエリーの性格が良く分かっていた蓮は、二人のぼやきに共感して苦笑いをすると、改めて美希の前に右手を差し出した。

「俺は二人を誤解していた。美希とフィリアのおかげで、俺おれ達たちは助かった。ありがとう」

「え？　ま、まぁね。蓮も実戦経験が無いくせに、すごい空戦機動だったじゃない。認めてあげるわ。あなたは強い。第一世代なだけあるわ」

　蓮のお礼に美希は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった素そ振ぶりを見せたが、すぐに腕うでを組むと偉えらそうに蓮を讃たたえた。

　性格が悪いのではなく、素直ではない美希に蓮は小さく笑った。妙な上から目線も照てれ隠しだと分かれば、気にせずスルー出来る。

「美希とフィリアもな。だから、もう追いかけ回さないでよ？」

「何言ってるの？　それとこれとは別。今日は邪じや魔まが入ったけど、次勝負したら絶対負けないよ。だから、首を洗って待ってなさい」

　不器用で意地っ張りで負まけず嫌ぎらいな美希らしい返事だった。

　美希は蓮の手を取る代わりに、人差し指で蓮の顔を指さすと犬歯を見せながらニカッと笑った。今度の挑ちよう戦せんは神器の考え方の違ちがいによる勝負ではなく、純じゆん粋すいに力を競きそい合いたいという爽さわやかな物だと蓮は受け取ることにした。

「行くわよ。フィリア」

　美希が身を翻ひるがえし、廊下をツカツカと歩いて行く。その美希を追う前にフィリアは蓮の手をとって短い握あく手しゆをした。

　そんなフィリアの握手に蓮がきょとんとしていると、フィリアは少し寂しそうな眼めを見せた。

「美希は恥ずかしがり屋だから、私が代わりに握手。それと、昼間、エリーの件はごめんなさい。美希の両親は私達の存在に否定的だから、きっと誰だれかに反論して欲ほしかったんだと思う。……私達は人殺しの道具や兵器としか、見られないこともあるから。私達が来たせいで、大切な人が死んだとか」

　フィリアの言う通り、人から見れば地球を襲おそった黒い猟犬ベルドツグと、地球を守った神器は同じ生命体だ。

　同類として神器達を忌いみ嫌きらう人間がいるのも、仕方がないことだった。

　蓮もエリーと一緒に暮らしていなければ、神器を家族と友達の仇かたきとして恨んでいたかもしれない。

「分かってるよ。エリーの受け売りだけど、そうじゃないとリボンも付けないし、何よりあんなに息のあった動きは出来ないさ。神器の力は身体と精神の相あい性しようで何倍にもなるからな。戦ってみて二人の想おもいは伝わったよ」

　それに、蓮がわざわざ要求しなくとも、ちゃんと美希はエリーのことをあんたの姉さんと言ってくれた。

　そんな人間が神器を道具扱いする訳がない。

　エリーを物扱いしたのも、蓮を乗り気にさせるための方便だったと、蓮は既すでに気付いていた。

　にっこりと笑う蓮の対応に、フィリアもホッとしたように小さく笑っていた。

「良かった。あなたは思った通りの人だった。ところで、あなたの学生端たん末まつの連れん絡らく先さきを教えて」

「へ？　構わないけど、どうして？」

「美希のことだから、どうせまた自分の好き勝手なタイミングで、あなたに勝負を挑いどむと思う。だから、事前連れん絡らく出来た方がお互い気が楽だし、準備も出来る」

「はは……お手て柔やわらかに頼たのむ」

　蓮は生徒手帳兼けん、通信装置となっている薄うすいカード型の複合携けい帯たい端たん末まつを取り出すと、自分の生徒番号を表示した。

　一昔前のスマートフォンが進化して、スマートカードに変わったのも神器が来てから起きた技術革新の一つだ。

「ありがとう。その時が来たら、私が直接通信する。私達は奪うばい返かえしたい人がいるから強くなりたい。蓮、これからもよろしく」

　フィリアは蓮の端末番号を一目見て頷うなずくと、廊下を小走りで進み美希を追いかけた。

　その軽かろやかな足取りを見れば、蓮にもフィリアと美希の間にある絆きずなを感じることが出来た。あの二人は持ち主と道具じゃない。ちゃんと対等な相棒として生きている。

　そんな今の二人とならこれからも仲良くなれる。そんな気がした。

「ヌフフ、蓮ってば、人たらしの才能があるのかなぁ？　それに、私も頑がん張ばったのに、お姉ちゃんにはかける言葉がないのー？」

　蓮がフィリアの後ろ姿を見ていると、からかうような声こわ音ねで前まえ屈かがみになったエリーが蓮の胸元をつっついている。

　蓮の顔を見上げるエリーは、どこか意地悪で、からかうのが楽しくて仕方なさそうな笑みだった。

　そんなエリーの仕し掛かけてくる悪いた戯ずらから逃げるように、蓮は顔をエリーからそらした。

「何だよそれ。あー……もう、そんなの当然だろ」

「何が当然なのよー？　言葉にしないとわかんないぞ？」

「怪け我がが無くて良かったよ。……ごめん。俺が猟犬機と戦おうとせずに逃げてれば、苦しい思いをさせなくて良かったのに」

　蓮の口からは感謝より先に謝罪の言葉が出てしまった。

　結果的には無事だったが、エリーに多大な負担をかけたのは間違い無い。

　ともに戦うパイロットとして、自分の力に不ふ甲が斐いなさも感じてしまう。

　そんな蓮の謝罪に対して、エリーは明らかに不ふ機き嫌げんそうな表情を浮かべると、胸元に当てた指をぐりぐり押しつけてきた。

「ほほぉ、美希ちゃんとフィーちゃんとは違って、お姉ちゃんに感謝はしてないと？　ふーん。お姉ちゃんは悲しいなぁ」

「いやっ！　そうじゃなくて、もちろん、一緒に戦ってくれたエリーには感謝してて」

「本当にぃ？　お姉ちゃんお腹空いてるんだけどなー。家に帰るまでにまた倒たおれちゃうかもなー？　みたらし団子とか、たこ焼きとか、でも、私のお小こ遣づかいはもう使いきっちゃったしなー」

　わざとらしそうな声を出して、エリーが食べたい物を主張してくる。蓮が謝罪してしまった時点でこうなることは決まっていただろう。もう、断るための理由が見つからなかった。

「うっ……分かったよ。帰り道で団子でもたこ焼きでも好きな物買えば良いんだろ？」

「さっすが蓮。話が分かるね！　だから、そんな暗い顔しないでよ。それに蓮はちゃんと戦って私を守ってくれた。ちゃんと強くなってたよ。さすが私の自じ慢まんの男の子」

　エリーはぐりぐりと押していた指をひっこめると、腰こしに手を当てて満足そうに頷いた。

　美希の言葉じゃ無いが、本当に遠慮が無くてメチャクチャな人だ。でも、おかげで少し蓮の心が晴れた。代わりに財さい布ふの先行きには暗雲が立ちこめたが。

「長いこと弟やってるからな……。断れないの知ってて頼んだろ。ったく、今月の生活費が……」

「ありゃりゃ、余計暗くなっちゃった」

「誰のせいだ。誰の……」

　いつものこととはいえ、エリーの食い意地に蓮はため息を吐いた。

　義母経由で生活費が振ふり込まれているおかげで、生活に苦労はしていないが、金額は限られている。金銭的な面で余よ裕ゆうは特にないのだ。

「まーまー、良いじゃん。食事は生活の一部だよ。なら、買い食いだって生活の一部なんだよ。さぁ、帰ろう！」

　待ちきれないのと、蓮の反論を断たち切きるため、エリーは言うだけ言って、玄げん関かんに向かって一足先に走り出した。

「色々と投げ出して逃げたな!?　はぁ……まぁ、いつものことだから良いけどさ。待てよエリー！」

　呆あきれながらも蓮は笑え顔がおで、駆かけだしていた。

「そうそう。それで良いの。辛い事は私が引き受けるからさ。ありがとう蓮。私を守ってくれて」

　呆れるほどに明るくて、抜ぬけているようで頼たよりになって、誰よりも自分のことを気にかけてくれる。

　蓮は姉の持つ真の力も、自分が覚かく醒せいの鍵かぎであることもまだ知らなかった。

　そして、妹を名乗る猟犬の目的も。







第四章「世界の秘密」







「義か母あさん!?」

　買い物を終えてマンションに帰った瞬間、蓮れんは驚きの声をあげた。普ふ段だんは家にいないはずの義理の母がいる。

「あら、遅かったわね。おかえり。蓮、エリー」

　しかも、多た忙ぼうな身とは思えないほどリラックスした様子で、リビングの椅子にビール片手で腰こし掛かけていた。

　母というには若すぎる見た目で、二十代の女性にしか見えないが、実じつ年ねん齢れいは三桁けたを超こえているらしい。

　黒く長い髪に、優やさしそうな双そう眸ぼう、ゆったりとしながらも上品さを感じさせるドレスを着ている女性だが、普ふ通つうのビール缶かんがその雰囲気を台無しにしている。

　猟犬機ベルドツグから地球を守った後に、地球側と様々な交こう渉しようをする神器アークの代表・モーテルが、仕事を放ほうり出して家にいるのだ。一ヶか月げつに一度家で見かければ良いぐらいの出現率故ゆえに、突然現れる度に蓮は驚かされていた。

「エリーのことだから、遅くなったのは買い食いでもして寄り道でもしたのかしら？　この前も言ったでしょ？　あんまり蓮を困らせるんじゃないわよー」

　モーテルの鋭するどい指し摘てきに、エリーもまた目を大きく見開いて酷ひどく動どう揺ようした様子を見せた。

「買い食いなんてしてない！　お団子とかたこ焼きは食べてない！」

　エリーが慌あわてた口調で否定すると、咄とつ嗟さに右手に持っていた鯛たい焼やきを背中に隠した。

　そんなエリーの嘘があまりにも下手で、蓮は笑いをこらえるのに必死だった。

　挨あい拶さつよりも先に買い食いの否定をしている時点で、罪を認めているようなものだ。

　そんなモーテルとエリーの様子を見ていたら、普通に母親と子供のやりとりにしか見えなかった。こんな間ま抜ぬけなエリーが世界を侵しん略りやくした猟犬である訳がないと、蓮はまた自分に言い聞かせた。

「んー？　家族に会いに来るのがそんなに変？　それと、エリー。口元に団子のタレ、歯に青のり。あぁ、後クレープも食べたのね。鼻にチョコレートクリームがついているわ」

「嘘？　そんな訳。あっ……」

　エリーが口元を拭ぬぐおうと手を前に出した瞬間、あっ、と声を出して固まった。モーテルに謀はかられたことに気付いたのだろう。

「えぇ、嘘よ。でも、晩ご飯前に随分食べたのは本当みたいね？」

「あ、あはは。大丈夫だよ！　蓮の作るご飯は別腹だから」

「あら？　その食費は全部私が出しているのだけれど？　お小遣い減らすわよ？」

「あはは……やだなぁもう。……冗じよう談だんでしょ？」

　あっさりと隠し事がばれたエリーは、苦笑いで誤ご魔ま化かしている。

　一体どれだけ食べれば気が済むのだろうと、蓮も呆れたように笑ってしまった。

　ちょっと食くいしん坊ぼうで自由気ままな姉と、適当ながらも厳しい母親が帰る家にいる。

　三人とも血は一いつ切さい繋つながっていない義理の家族とは言え、こんな家族のような当たり前の会話が蓮にとっては楽しかった。

「エリーの買い食いはいつものことだから良いけど、義母さん今日は仕事ないの？」

「そんなこと押しつけてきたわよ。それより大切なことがあるんだから。ほら、さっさと二人とも席に座すわりなさい。大事な話があるの」

「そんなことって……ったく、だからいっつも秘書の人は涙目になって来るんだよ」

　今いま頃ごろモーテル捜さがしに奔ほん走そうしているだろう秘書に同情しつつ、蓮は席についた。

　エリーも隠す必要のなくなった鯛焼きを両手で持って、椅子にこしかけた。

「今日の交戦記録を見たわ。エリー、あのシステムを解除したわね？」

「ほぇ？　何のこと？」

　モーテルの問いかけに、鯛焼きにかじりついたままのエリーが、とぼけた様子で返事をした。

「何のことって、覚えてないのか？」

　蓮にとってエリーの返答は意外だった。エリーのサポートが何度か切れたし、知らない機能も次々に追加されていた。

　自分の身体に起きた変化を忘れてしまう程の後こう遺い症しようを、あの暴走状態が残したのだろうか。

　蓮が心配そうにエリーの顔を見つめると、向かい側の席からモーテルの短いため息が聞こえた。

「誤魔化さないで。エリー。自分の身に何が起きたのかは気付いているでしょ？　あなたが言わないのなら、私が蓮に言うわよ？」

　冷たくて厳しい声音で、モーテルの視線がエリーの目を真まっ直すぐ射い貫ぬいた。

「止めて……モーテル」

「ダメよ」

「うー……だって、それじゃ私が……蓮の家族を殺したことが」

「あなたが蓮を傷つけないためには、蓮にも知って貰もらわないとダメ。あなたと蓮が戦えるようになるまで、わざわざあなたは自分の力を封ふう印いんしたのよ？　誰にもあなたが《ERIEエリー》だと知られないために」

「……はい。ちゃんとそれも思い出しています……。自分達の身を守るために、私が蓮と暮らすためのルールでした……」

　ヘッドセットがぺたんと倒れるほど、しゅんとしたエリーの様子に、モーテルはため息をついた。

　そんなエリーの頭の上にモーテルが手をそっと置く。すると、何かに怯えているようにエリーの肩が小さく震えた。

「ちょっとは信じてあげなさい。あなたは蓮の《お姉ちゃん》なんでしょ？」

　モーテルはそれだけ言うと、エリーの頭から手を離はなし、蓮と向き合った。

「蓮、エリーは普通の神器とはちょっと違うのよ」

「へ？　でも、他の神器と同じように見えるけど」

　特とく徴ちよう的てきなヘッドセットと赤い瞳ひとみは、まぎれもなく神器の特徴で、クラスにいた彼かれらも全く同じ特徴を有していた。

　長年一緒に暮らしていた蓮ですら、外観で違いを見つけることは出来なかった。

「見た目は同じよ。エリーはね。猟犬部隊の元エースだったのよ。それと今日戦った戦闘用の量産神器システムエリーデュプリケイト、通称生体モデルSE-Dシードの元となったプロトタイプよ。ま、量産型は中身まで同じって訳じゃなくて、エリーの外装と能力を真ま似ねしているだけだから安心して」

「……母さん。笑えない冗談は止めてくれ。だって、それじゃあ、エリーが……」

　モーテルの言葉に蓮は心当たりがあった。

　必死に自分を誤魔化そうとしていたけど、どこかで引っかかり続けていたことがある。

　覚醒状態になったエリーの姿があまりにも敵の姿に似ていた。その上、敵にお姉ちゃんと呼ばれていたのだ。思い過ごしか聞き間違いであって欲しかった。

　ただ、どうしても自分の家族であるエリーが、世界の敵となっている猟犬達たちの仲間や姉妹だとは信じたくなかった。ましてや自分の全てを奪った相手だと。

「嘘だよな……？　エリーが……そんな……」

「そうね。エリーはこの星に住む人々の敵になるわね。でも、今のエリーは敵じゃ無い。それは蓮、あなたが一番よく知っているでしょう？」

「猟犬機って何なんだ……？　エリーに昔何があったんだよ。何でエリーが悪いみたいになってんだ!?」

　蓮はモーテルの問いに即そく答とう出来なかった。頭が酷く混乱してしまったせいもあったが、昔のエリーに何があったのか、そして、何な故ぜエリーが蓮の家族を殺した原因だと言うのか、その理由をどうしても知りたかったからだ。

「それを知るには、ちょっとした昔話から始める必要があるわ。神器が作られた理由からね」

　モーテルはビールを一いつ瞬しゆんで飲み干すと、長いため息を吐いてからゆっくり話を始めた。

「私達の神器は遠い遠い宇宙の向こうにある別の星で、惑わく星せい開かい拓たくに耐たえるために作られた身体だったの。それが、どう転んだか、戦いの道具になっちゃったのよねー。はい、ここで蓮に問題。神器を作ったのはどこのどういう組織だったでしょう？」

「全ぜん天てん開かい拓たく府ふと呼ばれている組織だよな」

「正解。増えすぎた人に住む場所を与あたえるのが、本来の神器計画だった。広い宇宙をさまようための身体、あらゆる環かん境きように耐えうる強い身体、そんな身体を手に入れて、人が住める星を作っていく。全ての天に浮うかぶ星を開拓し、全ての人間に自由な生活を与える。なんて、そんな笑っちゃうような壮そう大だいな計画よ」

　蓮の答えに、モーテルは自じ嘲ちよう気味に言葉を続けた。

「でも、実体はただの棄き民みん政策だった。宇宙に捨てられた私達は、新たな生き場所を作りあげたら、そこに新しい人が送り込まれた。私達神器は生きて戻もどれると信じた母星には帰ることが出来ず、家族とは離れ離ばなれのまま、新たな星を開拓する。それでも、人類のため、新たな世界を開拓する人として、誇りを持てた。利権を手に入れるための開拓戦争が起きるまではね。その戦争が起きてから神器は全天開拓府によって、武器を持たされた兵器になったのよ」

　全天開拓府の統治に反発を抱いだいた人達が反旗を翻した戦争があったせいで、神器は開拓から、兵器へと主眼が置おき換かわった。

「人に付き従い、圧あつ倒とう的てきな火力と機動力、そして隠おん密みつ性を有する兵器としてね。私達が呼び出す機械の身体は、各個人の遺伝子に反応する金属生命体で作られていて、この身体に同化している。だから、自分の意思で出し入れ自在。敵の中ちゆう枢すうに侵しん入にゆうして奇き襲しゆうとかはお手のもの。歩兵としての万ばん能のう性せいと、兵器としての制圧力。両方を兼かね備そなえた戦術兵器。傷つけられても、あくまで肉体だから休めば治るっていう驚きよう異いの再生力。兵器としての説明はそんな感じね。その力で全天開拓府は反旗を翻した星々を制圧した」

　特に何の感かん慨がいもないといった様子で、モーテルは淡たん々たんと神器の有用性を提示していく。

「そして皮肉なことに、多くの戦果を残したせいで神器は、人間から兵器としての道具に成り下がった。だから、神器はパイロットとの二人乗りなの。蓮、どうしてか分かる？」

　モーテルの質問に、蓮は苦い表情を浮かべた。

　その質問の意味と答えは、想像して気分の良い物では無かったからだ。

「人と神器が一いつ緒しよにいないと、全すべての機能が使えないからだよな？」

「正解。神器が敵になることを想定していた天府は、初めから神器の戦闘システムには、人間がいないと全ての機能を使えないという制限をかけた。それが同乗する人間の能力を拡張する力。元々神器として生きるための身体能力強化を、強制的に普通の人間に与える仕組みね。蓮にも覚えがあるでしょ？」

「俺おれの場合は反射と視覚の増ぞう幅ふくだっけ？」

「そうね。今のエリーが一人で戦おうとしたら、その視界と反射神経無しで戦うことになるわ。自分の速度に振り回されて、きっと目を回すし、相手の攻こう撃げきを見て避よけることも出来ない。人間である蓮がいるから、神器の機能欠損を補える」

　蓮の得た情報が神経を通じてエリーと共有されることで、エリーは目を回さずに機体を動かすことが出来る。

　フィリアと美み希きも、美希がいるからこそ複雑な火器管制が出来ている。

「ま、簡単に言えば、人に管理されない野良神器は簡単に殺せるのよ。随分と管理しやすかったでしょうね」

　人間の神経器官を神器に繋げなければ、戦闘能力は作業用のロボットと変わらない。

　全天開拓府は神器の力を管理する方法を編み出していたおかげで、神器を人から道具に落とすことが出来た。いわば、人を機械化して出来た奴ど隷れい制度だ。

「手に入れた力も封ふうじられた私達は、恋れん愛あいをする自由、家族を作る自由といった他人の繋がりを奪われ全天開拓府に管理された。そして、道具として管理された私達は、食事をする自由や趣しゆ味みといった娯ご楽らくも奪われた。食事は宇宙に散らばっていたデブリを砕くだいた物だったわねー」

　モーテルの説明に蓮は胸が締しめ付つけられた。

　人間と同じかそれ以上に感情豊かなエリー達が、そこまで虐しいたげられていたとは思っていなかった。

　蓮の知っているエリーなら一日も耐えきれずに暴れ出すだろう。

　いくらお腹が空いても、袋ふくろまでは食べない姉なのだ。だが、何故か思い出したのは牢ろう獄ごくのような小部屋と味気ない粉っぽいクッキーだった。エリーもそんな生活だったのだろうか。

「それでも、普通の人間相手なら負けないんじゃ？　だったら、反旗を翻すことだって」

「そうね。普通の人間には負けない。でも、人が乗った神器には絶対と言って良いほど敵わない。だから、首輪付きの猟犬部隊ベルドツグが設立されたの。反はん抗こう的てきな神器を破は壊かいするためにね」

　猟犬部隊の名がモーテルの口から出ると、蓮の身体が強こわばった。

　家族や友達を奪った者達と共にエリーが戦った。

　エリーはそんな人じゃない。

　蓮は自分に何度も言い聞かせたが、不安は膨ふくれあがるばかりだった。

「何で虐げられるって分かってるのに、神器が全天開拓府に従うんだよ？」

「様々な自由を奪われ、兵器として成り下がった神器だったけど、唯ゆい一いつ人間と同等の自由を保証される場所があったの。猟犬部隊に所しよ属ぞくしている神器は、人間と同じように食事が出来て、文化や娯楽に触ふれられる。与えられた自由でも、多くの神器がその自由を求めて、彼らを利用する人間と組み、私達みたいに人としての権利を全て取り戻そうとする神器達と戦った」

　モーテルはそこまで言うと一いつ旦たん言葉を句切り、エリーに視線を向けた。

「人として生きられる権利という鎖くさりで全天開拓府に従わせた神器達に、エリーの遺伝子を持つ細さい胞ぼうと神器因子を融ゆう合ごうさせて作った外装を装備したのが、今日戦った猟犬機よ」

　その言葉を聞いた蓮は、猟犬機の赤い首輪は彼らが人間に支配されていることを、忘れさせないための装そう飾しよくのように思えた。

　同時に胸の中に怒いかりと嫌けん悪お感がわき上がっている。

「ふざけてる……」

「そうね。ふざけてるわ」

　蓮の呟つぶやきにモーテルは晴れない顔で小さく頷いた。

「人間の味方を持たない私達は戦いに負けて、地球に逃にげ隠かくれた。そして、私達と遺伝子構成が近いこの星の人達で、戦力を蓄たくわえることを企くわだてたの。それに全天開拓府にはまだこの星のことが知られていなかったしね。だから、エリーをこの星に連れてきたのよ」

「え……？」

　突然、ここでエリーの名前が出たことに蓮は戸惑いの声をあげた。

「システム《ERIE》。この星で一番近い言語で説明すると、環境（Environment）と情報（Information）に応答（Reaction）して進化（Evolve）する。その単語の頭かしら文も字じをとって《ERIE》。広大な宇宙と星の環境に耐えるため開発された神器は、生殖活動が無くても単独で進化出来るように設計されていた。そのシステムを唯ゆい一いつ搭とう載さいしているのが、エリーよ」

「ちょっと待って。神器のために作られたシステムが何でエリーだけしか持ってないんだ？」

「人が恐おそれたからよ。金属生命体としての強きよう靱じんな身体、人としての知性と感情、あらゆる環境と状況に応じて、生き延びる力を個で生み出すことが出来る柔じゆう軟なん性せい。人だけでない生物を超こえた存在、神の器を作ってしまった。ってね。捨てるべき人間や、いつか牙きばを向けてくる人達が、自分達、残る人間よりも高次元の存在になること、それがどうしても許容出来なかったのじゃないかしら。システム開発者は暗殺されて、システム自体が無かったことにされたわ」

　モーテルはため息をつきながら肩をすくめると、二本目のビールを開けて話を続けた。

「そんな封印されたはずのシステムを、私達と通じていた一人の科学者が復活させた。様々な戦せん闘とう状じよう況きようで、最適な武器を自動で選せん択たくする画期的な新システムだと偽いつわってね。今日見せた武器も、変形した姿も、昔のエリーが作り出した力」

「あれがエリーの力……」

　蓮は自分の姉のことを何も知らなかったんだと、改めて気付かされてしまった。

　モーテルとエリーが生きてきた世界を、蓮はこの時初めて知らされたのだ。

「母さん、後は私が話す……」

「そうね。そうしなさい」

　エリーの言葉にモーテルは優しく頷いた。

「このシステムを完成させるために、私は猟犬として多くの人と戦ってきた……。許されることではないことも知ってる……。でも、それでも、私はこのシステムを使って、強くならないといけなかった。神器のみんなを救うために」

「みんなを救う？」

「みんなの身体に同化してしまった神器の因子を、取り除いて人に戻すこと。それが私の生まれた意味。私はみんなの希望だから、絶対に殺されちゃいけない。自分の身を守れるように誰よりも強くならないといけなかった……。だから、最強の神器になるために、私は……」

　エリーは言葉に詰つまり俯うつむいてしまった。

　今日蓮がエリーの中で見た戦いの映像と、牢ろう屋やのような部屋はエリーの昔の記き憶おくだったのだろう。

　たった一人その身に神器を救う使命を背せ負おわされ、孤こ独どくに戦って来たエリーに、蓮はなんと声をかけて良いか分からなかった。

　それでも、伝えたい気持ちがある。

　蓮は自分の気持ちを言葉にせず、エリーの頭に右手を置いた。

「止めて……。私に優しくしないで……」

　エリーは拒きよ絶ぜつの言葉を口にすると、俯いたまま頭を横にふった。

「そうやって兵器として完成された私が、この星に来たから、蓮の家族は死んじゃったんだから……」

「……え？」

　エリーの告白に蓮は背中が凍こおり付くような寒気を感じた。

　エリーが自分の家族を殺した原因だという言葉が、胸を締め付けてくる。

「私が人として生活して、人になりたいと願うことで、自己進化が起きるの。そして、その仕組みをみんなに使わせて神器を人に戻すことが出来る。だから、私はこの星に隠されて、人と接することで人を学んでいた。でも、私がこの星に来たから、猟犬部隊は私を追って攻せめてきた……。だから、私がいなければ……」

「エリー！」

　蓮が珍めずらしく大声を上げると、エリーはビクッと身体を震ふるわせて顔をあげた。

　エリーはいつもの笑顔と余裕が嘘のような、今にも泣き出しそうな顔をしている。

　それを見た蓮は寂さびしさや悲しみといった色々な気持ちを、たった一言に詰め込んだ。

「……エリーのバカ」

「うぅ……ごめんなさい」

　蓮の小さな罵ば倒とうに、エリーはもう一度顔を伏ふせて謝あやまった。

　こんなにもエリーの姿が小さく見えたのは、初めてなんじゃないだろうか。

　蓮がそう感じるほど、エリーは縮こまっていた。

「エリーは本当にバカだな……」

　蓮はもう一度呆あきれたように言うと、エリーの身体をそっと自分に抱き寄よせた。

　昼間にエリーが抱きかかえてくれたように、今度は蓮がエリーを抱きかかえている。

「それでも……俺のお姉ちゃんになってくれて、今日も俺を守ってくれた」

「ふぇ……？」

「家族がいなくなったのはエリーのせいじゃないよ。全天開拓府の奴やつらがエリーの力をねたんだからだ。それに、家族を奪われた俺に、家族をくれたのはエリーだよ。それだけじゃない。今俺が生きているのは、あの時エリーが助けてくれたからだ」

「蓮……？」

　消え入りそうなエリーの呼びかけに、蓮はエリーの頭を優しくなでた。

　エリーが自分の意志で蓮の家族を奪った訳ではなかった。

　蓮を騙だまして、また誰かの大切な人達たちを奪おうとしている訳でもなかった。

「もう一度言うよ。エリーが俺の家族を殺したんじゃない。エリーは俺と一緒で、巻き込まれただけだ」

　優しくて明るくて大好きなエリーが敵ではないことに確信を持てて、蓮の不安はようやく吹ふき飛とんだ。

　ちゃんと説明されればいくらでも力になったのに、エリーに怯おびえられたせいで感じた寂しさを、蓮は冗談めかしてぶつけてみた。

「ったく、ちょっとは俺を信じて説明してよ。エリーのバカ。エリーが変な言い方するから、自分の手でみんなを殺したとか思って最初ビックリしたよ」

「バカって何よ。蓮のばかああああ！　でも、大好き！　うぁ、うわああ、蓮のバカぁ！　大好きっ！」

「うわっ!?　止めろ暴れるな！　分かった分かったから！」

「だって、だって！　また一人に戻るのが怖こわかったんだからぁ！　蓮がいなくなっちゃうと思ったら！　うわあああん！」

　泣なき喚わめいているせいで、もはや何を言っているのか分からないエリーが、蓮の胸むな元もとで勢いよく暴れている。

　バランスを保てなくなった蓮はそのまま椅い子すから落ちて、エリーと一緒に倒れてしまった。

「あらあら、うふふ、仲が良いわねぇ。お母さん妬やけちゃうわ。まぁ、猟犬達と一度刃やいばを交えたおかげで、地球の人達との交渉はスムーズに進んだし、エリーはあまり負い目に感じないでね。あなたは私達の希望だもの」

　モーテルは何が面おも白しろいのか、手を口にあててからかうように笑っている。こういう悪戯好きな感じはエリーに実によく似ていた。

「笑ってないで、助けてよ！　あぁ、もうエリー、これじゃあ、ご飯作れないだろ？」

　蓮はその笑顔を見て、助けを求めても無む駄だだと気付くと、エリーに対して必殺の一言を放った。

「うん、何かスッキリしたらお腹なか空いちゃった。蓮、ご飯作って！　あ、私はいつもより大盛りで！」

「ったく、本当にもうこのバカ姉は。……いつも通りだ。よかった」

　先ほどまで泣いていたのが嘘うそのような笑顔を振りまいて起きるエリーを見て、蓮はただ苦笑いするしかなかった。

「えー、バカ姉じゃなくて、エリーお姉ちゃんって昔みたいに呼んでも良いんだよ？　あ、それともエリーって名前で呼ぶのは、私を一人の女として意識してるから？」

「あぁっ、もうっ！」

　どちらで答えても辱はずかしめられる自分の不甲斐なさに蓮は絶ぜつ叫きようした。




　○




　蓮はモーテルが家にいる度たびに、秘書に心の中でごめんなさいと謝っていた。

　そして、今回も謝って良かったとモーテルと秘書官とのやりとりを見て思った。

　食事が済んだちょうどのタイミングで、モーテルの秘書が血相を変えて家に飛び込んできたのだ。

　モーテルは無断で仕事を抜け出したらしく、秘書に泣かれながら文句を言われている。

　ただ、当の本人は何ど処こ吹ふく風かぜと意に介かいしている様子はなかった。

　そのまま居残るのではないかと思えたモーテルだったが、秘書のとある一言で顔色を変えた。

「見つけたんですよ。全天開拓府の輸送艇てい！　しかも、輸送艇ということは、パイロット付きです！　十年前、五年前にあった神器の単独偵てい察さつどころの騒さわぎじゃありません！」

「なら、さっさと防衛隊に登録した人に連絡しなさいよ。そのために、私達はこの星の人達と組んで、戦力を整えたんでしょ」

「もうしたんです！　第一世代フアーストリンクスと第二世代セカンドリンクスの皆みな様さまに連絡後、準備も言われた通りにやりました。それで空いた時間分はお説教させてもらっても良いじゃ無いですか！　相手は月周回軌き道どう上から侵しん攻こうを開始、数は三十機。さぁ、モーテル様早く行きますよ！」

　かなり強ごう引いんに引っ張られたモーテルは、押おし込められるように車に乗せられて、運ばれていった。

「蓮とエリーは心配しなくて良いからね。みんな強い子ばかりだから、安心しておやすみなさい」

　その様子を見て、蓮は果たしてどっちに同情したものかと苦笑いしながら眺ながめていた。

　猟犬機ベルドツグの輸送艇が見つかったことに一いち抹まつの不安を覚えながらも、既に動き出して迎げい撃げきに向かう準備が出来ていることに、少し安心していた。

（義か母あさんの言う通り、一度世界を救った精せい鋭えいが行くんだから、きっと大だい丈じよう夫ぶだよな……。今日のあの敵にだって苦戦しないはず……）

　蓮はそう自分を無む理り矢や理り安心させると、風ふ呂ろを済ませ自室に戻り、ベッドに身を投げ出した。

「ふぅ……今日は疲つかれたし、早く寝ねよ……」

　ベッドに倒れて気が抜けた途と端たん、一気に疲れがどっと溢あふれてきた。初めての実戦で身も心も思っていた以上に疲れていたようだ。

　蓮のまぶたが自然と落ちてまどろんでいると、誰だれかが部屋に入る音がした。

　足音は次し第だいに蓮に近づいていき、足音の主がベッドの隣となりで立ち止まった。そして、蓮に被かぶさっている布ふ団とんがめくられると、蓮の眠ねむる隣に腰を下ろしたようだ。

　ベッドが軋きしむ音とともに、少しだけ身体が揺ゆれる。

「……寒いだろ。エリー」

「あら、良く分かったねー」

「他に誰もいないから。で、どうしたんだよ？　あぁ、えっと、エリーそれは……？」

　蓮が目を開くとエリーが枕まくらを抱かかえてちょこんと隣に座っている。

　服装もパジャマ姿で、完全に寝る準備は出来ているようだった。

「ねー、蓮。お願いがあるんだ」

「一応、聞くよ。どうした？」

「一緒に寝よ？」

「……パジャマ姿で枕持ってきたら、それぐらいしかないよな」

「おー、さすが蓮だね。んじゃ、お邪じや魔ましまーす」

「まだ良いって言って――。ったく、お構いなしだな」

　エリーは有う無むを言わせず枕を蓮の横に置くと、蓮が止める間も無く、ふとんの中に潜もぐり込んだ。

　こうなったエリーは言うことを聞かない。それを知っていた蓮は仕方無さそうにベッドの端はしに身体を寄せて、エリーのためのスペースを広げた。

（全く、こういう気ままなところ、血は繋つながってないのに義母さんによく似てるよ……）

　しかし、せっかく蓮が空けたスペースを、エリーは蓮の背中に手が触れるくらいまでつめてきた。

「……狭せまいよ」

　蓮の言葉に応じたエリーが額を背中に押し当あててくる。

「……ごめんね」

「何にだよ？　ベッドが狭いのは俺のせいじゃないぞ」

「蓮が小さい時は、二人でも狭くなかったのにね」

　謝られる理由が分からなかった。

　しおらしい声で謝罪したエリーの様子に、蓮は困って目が覚めてしまった。

「何に謝ったの？」

「謝りたいことは色々……かな？」

「そんなんじゃ分かんないよ」

「自分の昔のことを思い出したのは、本当に今日だったの。……でも、すぐ言えなかった。誤魔化そうともした……。お母さんの手前見み栄え張っちゃったけど、やっぱり不安なんだ。神器のみんなに恨うらまれる私は、本当にみんなの希望なのか分からなくて。誰かの希望になっても良い、世界を恨んで壊こわしても良い。心のままに自分で選べ。それが君の手に入れた自由だ。って言われただけだから……。後さ……いや、やっぱり何でも無い」

「言っただろ。エリーは悪くないって」

　蓮の言葉にエリーは小さくうんと呟くと、蓮の背中を掴つかんでしばしの間、無言でいた。

　その後、意を決したのかエリーは蓮の背中を握にぎる手に力を入れると、ゆっくり静かに言葉を発した。

「私が辛つらいことから逃げなければ、この星に逃げなければ、あの街に逃げなければ、蓮の住んでいた所は、あんなことにはならなかった。……それに、今日のあの子だって。だから、ごめんなさい」

　エリーの言葉で、あの日の出来事が蓮の脳のう裏りに蘇よみがえった。

　マンションは吹き飛ばされ、瓦が礫れきとガラスが飛び散り、赤い炎ほのおに街は包まれていた。

　蓮が生き残っていたのは奇き跡せき的てきであった。

　エリーが蓮をモーテルのもとへ運んでいなければ、重度の火傷やけどと怪け我がによって息絶えていただろう。

　家族や友人は軽傷だったためそのまま猟犬に連れ去られたが、重傷を負った蓮はすぐに死ぬと判断され、回収されなかったらしい。

　その時の光景がフラッシュバックした蓮は、すぐに声を出すことが出来なくなった。

「蓮に会わなければ……。ううん、やっぱり、部屋に戻るね。おやすみ蓮」

　エリーは小さな声でそう言うと、そっと布団から抜け出てベッドから立ち上がった。

　俯いたまま力無い足取りで一歩踏ふみ出したエリーの手に、蓮が手を伸のばす。

「え？」

　手を掴まれたエリーがゆっくり顔をあげて、蓮を振ふり向むいた。

　彼かの女じよは蓮の手をほどこうと軽く腕うでを振ったが、蓮は手をしっかり握って放さなかった。放してしまったらエリーがどこか遠くへ離れていきそうで、どうしても放してはいけない気がしたのだ。

「エリー……お願いがあるんだけど……」

　蓮が勇気を出してお願いを言おうとした瞬しゆん間かん、エリーと蓮の目が合った。

　そのせいで、お互たがいに言葉を発さず見つめ合ってしまい、蓮は恥はずかしそうに顔をそらした。だが、手だけは強く繋げたままだ。何か言わないといけない。でも、言葉がうまくでてこないもどかしさで、蓮は手に力を込めてしまった。

「蓮、痛い……」

「あ……ごめん」

　エリーの不快そうな言葉を聞いて、蓮は反射的に手を放してしまった。

　だが、蓮が手を放した瞬間、エリーは蓮に背中を向けて扉とびらの方を向いてしまう。

「戻るね……？　二人じゃベッドも狭くなるほど大きくなったし、もう一人でも大丈夫だよね？」

　背を向けたエリーの言葉に、蓮は何かを言おうと口を開けたが、言葉が出なかった。

　エリーが足を踏み出すと、言葉なく足音だけが部屋に響ひびく。

　そして、ドアノブに手がかけられ、ガチャリとドアノブが回る音がした。

　開いた扉から見えた廊ろう下かは電気が落ちて薄うす暗ぐらく、気を付けなければ壁かべにぶつかってしまいそうだ。

「おやすみ。蓮」

　エリーが扉を閉じる音が部屋の中に響く。そして、扉とびら越ごしに聞こえる足音が遠ざかっていった。

　その音が聞こえなくなった時、蓮はようやく声を出した。

「待って！」

　蓮は扉を開いて、電気もつけずに月明かりに照らされる暗い廊下でエリーに駆かけ寄ると、もう一度エリーの手を握った。

　姉の笑え顔がおを取り戻すためには何を言えば良いのだろうか。蓮はその答えを持ち合わせていなかったが、答えを出すまでの時間を作ろうとした。

「エリー、ちょっと待って」

「何……？」

「その……えっと……」

　蓮は頬ほおをかき、目を左右に動かしながら言葉を必死に探した。見つけた言葉も言うには恥ずかしくて、他の言葉が無いか考えていたのだ。

　そんな煮にえきらない蓮の態度に、エリーは小さく嘆たん息そくする。

「明日も早いんだから早く寝なさい。お姉ちゃん命令だぞ」

　エリーが少し不ふ機き嫌げんそうな声を出して、蓮の唇くちびるを人差し指で指さした。

　全く姉という生き物は弟の行動を全て管理出来るとでも思っているのか。何で命令するんだよと聞いたら、お姉ちゃんだからね。と言い返されるのがオチだ。

　それならばと思った蓮は大きく深呼吸をして心を落ち着かせると、意を決したように頭をあげて、エリーと目線を合わせた。

「うん、その……明日も早いからさ……」

「うん。だから、早く――」

「一緒に……その、寝てくれ」

「へ？」

　蓮が勇気を出して頼たのんだお願いに、エリーは目を丸くした。

「蓮……今なんて言ったの？　もう一度言って貰って良い？」

　エリーは戸と惑まどった顔を鼻と鼻が触れそうになるくらいまで蓮に近づけて、尋たずねてきた。

「……昔のこと思い出しちゃったら、一人で寝られなくなったんだよ！　恥ずかしいから二度も言わせなるなよ？」

　自や棄けになった蓮は真っ赤な顔をして、早口でまくし立てながら自室の入り口に連つれ戻すと、エリーに背を向けるようにベッドの中で横になった。

　顔が熱くなっているのが自分でもハッキリ分かるくらい、蓮は恥ずかしくなっている。

　顔から本当に火が出そうだ。神器だったら粒りゆう子しでもどばっと出るのだろうかと、訳の分からないことを考えるほど、蓮はあたふたしている。

「良いいの？」

「……良いよ。昔と違ちがってちょっと狭いけど」

　短い言葉のやりとりが終わると、エリーは静かに蓮が横になっているベッドに近づいてきた。

　背中越ごしに聞こえてくる足音が近づいて来ていることに、蓮は無言のままホッと息をついた。断られなかったことで、心臓の鼓こ動どうも少し落ち着き始めている。

「お邪魔します」

　エリーもベッドに入ると蓮に背中を向けて、横になった。

　二人の間には、ちょっとした隙すき間まが空いている。一緒に仰あお向むけになれば腕が触れあうほどのわずかな間だが、お互いに背中を向けたまま壁を見つめていた。

「なぁ、エリー」

「なに？　蓮」

「……ありがとな」

「え？」

　お互いの顔が見えないまま、蓮は感謝の言葉を口にした。

「何で私感謝されたの？」

「色々と」

「なにそれ」

　エリーが小さく笑う声が聞こえた蓮は、自然と頬が緩ゆるんでいた。

　全く同じ言い方で謝られたなら、全く同じ言い方で感謝する。

　それが蓮の探し出したエリーに気持ちを伝える一番の手段だった。

「本当に色々だよ。俺を助けてくれて、一緒にいてくれて、家族になってくれて、今日も助けて貰って、信じて本当のことを言って貰えて。感謝したらキリがないぐらい俺はエリーに感謝してる」

　背中を向けて顔を見ていないせいか、夜中のテンションのせいか、蓮は心に浮かぶまま言葉を声にしていた。

　確かにエリーの言葉に蓮は一度動どう揺ようした。

　でも、それを聞いても、蓮の中でエリーに対する気持ちは変わらなかった。

　蓮の中ではとっくに答えは決まっていた。

　家族を奪うばった遠因かも知れないけど、家族と命をくれた最大の恩人でもある。

　もうエリーがいない生活は考えられなかった。それほど蓮はエリーを好きになっている。

　でも、直接好きだというには恥ずかしくて、蓮は自分を精せい一いつ杯ぱい誤ご魔ま化かした。

「俺と家族になってくれてありがとう。お姉ちゃん」

　普ふ段だんの蓮なら他人から姉に甘あまえているとか、シスコンだと思われないようにエリーと呼んでいるのに、この時だけはエリーと言うのが恥ずかしかった。家族じゃなくて一人の女性として意識しかけたせいだ。精一杯の照てれ隠しをエリーはからかってくるだろうか。

　異性として見ているかなんて聞かれたら、今なら勢い余って、うん。と答えてしまうかもしれない。

「私の方こそありがとう。家族って言ってくれて。えへへ、やっぱり蓮と一緒にいるとあったかいや。蓮のお姉ちゃんになれて良かった」

　エリーの声こわ音ねは穏おだやかで、安心しきったような声だった。

　壁に顔を向けていた蓮は、エリーの顔を見ることが出来なかった。それでも、エリーの声を聞いただけで安心出来た。

　神経をつないでいなくても、蓮のことは分かる。エリーはそう言ったことがあるが、蓮も同じ気持ちを抱いた。神経をつないでいなくても、エリーのことは何となく分かった。

　エリーは今の関係を受け入れて、楽しんでくれている。

「ねぇ、蓮。私には猟犬として生き続ける道もあった。でも、……私は自分の望まない物を押しつけられて、いつ死ぬかも分からない殺し合いを続けるのが嫌いやで、そこから逃げた」

　エリーの口ぶりは辛い過去を思い出しているはずなのに、辛そうな印象は受けないほど落ち着いている。

「せっかく逃げたら、今度はみんなが私のことを希望だと言って頼たよってきた。多くの同どう胞ほうの命を捧ささげたのだから、神器の研究成果だけでなく、戦力としても相応の結果を期待する、ってさ。その言葉には明らかに恨みがこもってて……。結局、私は何ど処こに行っても受け入れて貰もらえないんだなー、と思って公園でいじけていた。そんな時、声をかけてくれたのが蓮だったんだよ」

「そう……だったのか」

「お姉ちゃん元気ないの？　僕ぼくのチョコレートあげるから元気出して、って言ってくれたのがすごく嬉うれしかった。色々美お味いしい物を支給されていたはずなのに、私はあの時初めて食べ物が美味しいって思えた」

「確かビックリしてブランコからジャンプしたよな」

「そうそう。私が甘い物好きになったのは蓮のせいなんだからね。ちゃんと責任とってよ？」

「ハハ。十分とってるだろ。どんだけおやつ買ったと思ってる？　俺の分まで食ってるくせに」

　エリーの照れ隠しっぽい言い方に蓮は笑って答えた。顔が見えないから蓮も照れずに昔のことを思い出せる。

　小さい頃ころ、蓮は自分が乗りたいブランコに乗っていた見慣れない少女のことが、気になって仕方がなくて声をかけた。

　ボンヤリとしていて、元気が無さそうだった上に、すごいお腹の音が鳴っていたから、子供心に心配になってチョコレートをあげたのだ。

　それがエリーと蓮の最初の出会いだった。

「そう言えばあの時、蓮は何で私と遊ぼうって言ってくれたの？」

「エリーの手に触れた時、何となく感じたんだよ。寂しいって。だから、美味しい物食べて、一緒に遊べば元気になるんじゃないかなって思ったんだ」

　子供の時は何な故ぜ寂しいと感じたか分からなかったが、今なら分かる。

　手を触れた時に神経接続リンクが起きて、孤独に戦って生きたエリーの記憶に触れたからだ。

　そして、そのことがきっかけで蓮はエリーと一緒にほぼ毎日遊ぶ仲になった。

「えへへ。やっぱり蓮は私の運命の男の子だね。大好き」

　背中をぎゅっと掴むエリーから好意を直球でぶつけられて、蓮は恥ずかしさで笑うしか出来なかった。

　せっかく落ち着いてきた心臓の鼓動がまた高鳴り、顔が熱くなってくる。

「蓮は私に戦えって命令しないし、早く人間に戻もどせとも言わない。私のせいで誰が死んだとも責めなかった。その代わりに一緒に色々な物を見て、遊んで、私が一番私らしく自由でいられる場所をくれたんだ」

「今も……そう思う？　また戦うことになったのに……」

　昔のことを思い出したからこそ、エリーの言葉に蓮は少し後ろめたさを感じていた。

　せっかく戦いから逃げたエリーを、また戦いに巻き込んでしまった。

　もしかしたら、エリーは自分のために無理をしているのではないか？　そんな想おもいが蓮の頭をよぎる。

「うん。もちろん。だから私は蓮を守るために戦うって決めたんだから。もともとは元軍人さんとか色々な人が私と組む候補になっていたけど、私は私に私らしさをくれた蓮と一緒にいたかった。私は十年前に自分の意志で蓮と一緒に戦うことを決めたからさ。それに……あはは。ちょっと恥ずかしくなってきた」

「なんだよそれ。気になるって」

　エリーが言葉を途と中ちゆうで切ったせいで、蓮はその先に続く言葉が気になった。

　もうお互いに十分恥ずかしいことを言っている。

　これ以上何を言われても変わらないと蓮は思っていた。

「蓮との身体の相性が良いってすぐ分かったから、成長して一いつ緒しよになれる日をすごく楽しみにしてたんだよ」

「色っぽく言うな……。神器の性能を最大限に発揮出来るって意味だろ？」

「あはは。背中越しでも今のはドキっとしたのが分かったよ。ちゃんと正解してるけど、必死に照れ隠ししてる蓮かわいい。私で何を想像したのかな？」

　いたずらっぽいエリーの笑い声が、蓮の動どう悸きをさらに速くしていく。

　だが、エリーのからかいは長くは続かなかった。

　蓮の背中に長いエリーのため息があたる。その感覚で蓮は、エリーが何かを隠していると、直感的に悟さとった。

「でもね。出来ないって分かっているけど、戦いなんてせずに、こうやって静かに蓮と一緒に生きていられるのなら、そっちの方が良い。ねぇ、蓮。もし私に何かあっても、ワガママな私を見捨てずに、蓮は助けてくれる？」

「助けるよ。絶対に。それにエリーのワガママは聞き慣れてる。俺おれはこれからもエリーと一緒にいるんだから」

「……そっか。ありがとう。私は一人じゃなくて、蓮がいてくれるんだ」

　エリーの願いを蓮は素す直なおに受け止めた。

　自分だけに弱みを見せてくれるほどの信しん頼らいを受けて嬉しかったし、裏切るわけにもいかなかった。

　それに、蓮も一人になる幼少期のトラウマは消えていない。

　エリーがいなかったら、孤独の恐きよう怖ふに耐たえられないだろう。背中に感じる温ぬくもりや、胸に広がる安心感は紛まぎれもなく彼女がくれたものだった。

「おやすみ。エリー」

「ふふ、おやすみ。蓮」

　お互いまた無言に戻ると、あっという間に二人は静かな寝ね息いきを立てて、眠りに落ちてしまった。




　○




　翌朝エリーが目を覚ますと、彼女は真上を向いていた。

　悪い夢も見なかったし、蓮と出会った時の幸せな夢も見られた。

　ふと、エリーが横を見ると、蓮も仰向けになっていて、二人の腕が触れあっていた。

　蓮の安心しきった穏やかな寝ね顔がおは、どこか幼い頃の面おも影かげが見えて、懐なつかしささえ感じる。

　枕まくら元もとに置かれた時計を見れば、いつもの起きる時間より三十分程度早い。

　エリーは数秒間思案すると、そのままベッドの上にいることを選んだ。

「あの子は、こんな気持ちになったことあるのかな……許されたことも、逃げ出したことも無いんだろうな。私も猟犬部隊にいた時はそうだったし。……レイア、あなたは私と同じなのに、私には蓮がいて私だけが幸せになってる。私のせいで生まれて、今も私の代わりに戦わされている。あなたは私の妹で、もう一人の自分だ」

　エリーはもう一度目を閉じて、指を蓮の指にからませた。

「ふふ、男の子の手だ。……うん、私はお姉ちゃんなんだもん。私がレイアのことも何とかしないとな。だから今はもう少しだけ……甘えさせて蓮。私が私でいられる間に……」

　意外としっかりとして少し硬かたい蓮の指の感かん触しよくに、エリーは満足そうな微笑ほほえみを浮うかべて、また眠りに落ちた。

　ここまでしっかり育った蓮なら一人でも大丈夫だと信じられたからこそ、浮かべられた笑えみだった。




　○




　気持ちの良い眠りから蓮が目を覚まし、時計を見ると一いつ瞬しゆんで眠ねむ気けを吹き飛ばされた。

　何でこうなったんだ？　という理由を考える暇ひまも余よ裕ゆうも蓮には無かった。

　時計は既すでに一限が始まる時刻を過ぎていて、遅ち刻こくが確定していたのだ。

「エリー……。遅刻だな……」

「あははー……そうだねー」

　ベッドの上で仲良く寝っ転ころがりながら、二人は苦笑いを浮かべている。

「エリー、今日の一限の授業って何だっけ？」

「神器の飛行訓練」

「飛行訓練ならそれとなく交じれば……」

「誤ご魔ま化かせるかな？」

　蓮とエリーは顔を見合わせてお互いの意思を確かく認にんし、頷うなずき合うと一気にベッドから飛び起きた。

「急ぐぞ！」

「うん！」

　さすがにさぼる訳にはいかず、二人は大急ぎで朝の支し度たくを済ませると、窓から外に向かって飛び出した。

「通学でマンションの最上階から飛び降りる高校生なんて俺おれ達たちくらいじゃないか!?」

「下まで降りて、走って行くより、飛び降りて飛んだ方が速いからね！　しっかり掴まってて！」

　蓮はしっかりとエリーの手を掴み、エリーも蓮の手を握り返す。

　そして、二人は同時にベランダから空に向かって飛び降りた。

　猫ねこ耳みみ型のヘッドセットが輝かがやき、二人を白い神器が取り込む。

　変形したはずの機体はもとの形に戻っていて、白いドレスを着込んだような造形をしている。いつも通りの見慣れた機体の様子に蓮は胸をなでおろしていた。

（良かった。機体も直ってる）

「神経接続。全システム正常起動確認。蓮いけるよ！」

「了りよう解かい！　全速力でいこう！」

　マンションの屋上より少し高い位置を飛んでみると、翼つばさが異常音を発することもない。

　蓮が速度を上げていっても、警告は一いつ切さい出ない。

　どうやら一晩休んで完全に修復出来たようだ。寝れば直ると言っていたけど、本当に直っていた。機械の身体も身体の一部だからこその修復力だろう。

「学校到とう達たつ予定時刻まで、後一分」

「レーダーに神器の反応多数……。って、パートナー決めが終わって、もう空中機動訓練が始まってるのか」

　学校の訓練場の上空には既に神器化した神器達たちが空を駆けていた。それぞれ個体毎ごとに違う色を持った鳥の群れが空を舞まっているような光景に、蓮は息を呑んだ。

　人とともに戦った情報をもとに、新しく生まれてくる神器は常に改良されている。

　全く同じ神器は一切いない。同じような装備をしていても、細部が異なっていて個体として判別出来る。メリットデメリットがあるとは言え、生物の持つ多様性を持つことが神器の兵器としての強みだった。

　その多様性を一個体で産みだし、最強へと進化したと言われるエリーだったが、蓮から見るとあくまで多種多様な神器の中の一人にしか感じられなかった。人間で言えば顔の見た目や肌はだの色といった個体差がある程度の感覚だった。

（こうやって見るとエリーだけが特別だとは思えないけどなぁ）

　蓮がそんな疑問を浮かべながら、飛んでいる群れを見ていると、その中で一ひと際きわ速い神器が群れから飛び出した。

　飛び出した青い神器は一直線にこちらへ近づいてくる。

　蒼あおい細身の神器に四枚の巨きよ大だいな翼。流線型を基調とした戦せん闘とう機きのような神器だ。

「ふぇ？　誰か来たよ？」

「速っ！　エリー避よけるぞ！」

　横に回るように回かい避ひしたエリーの隣スレスレを、蒼い四枚羽根の神器が通り過ぎていく。

　すれ違い様に神器を見れば、翼は背中にある四枚だけではなかった。腕と脚あしにも補ほ助じよ翼よくがついている。

　見た目だけで高機動型だと分かる神器だ。

　エリーを通り過ぎた蒼い神器は、空中で上下逆さまになるよう反転し一度止まると、四枚羽根の後ろに四つの蒼い粒子の輪を形成し始めた。

　超ちよう加か速そくの準備をしている神器は、蓮達を見み逃のがす気はないらしく、またつっこんでくる気配を漂ただよわせていた。

「どこの誰が追い回してくるんだ？」

　蓮が疑問の声をあげるより早く、再度蒼い神器の背後で粒子の輪が破は裂れつし、エリーを追いかけてきた。

　速度が速いだけでは無い。切り返しも速く、小回りが利く機動力がある。

　左右に逃にげるエリーを追いかけるように、蒼い神器が後ろをピッタリと張り付いて来ていた。

「ん？　通信だ。はいはーい。私を追いかけ回す子はだーれかな？」

　エリーが鬼おにごっこでもしているかのような軽いノリで通信を開くと、聞き覚えのある声が返ってきた。

「遅刻だぜ如月きさらぎペア！」

「へ？　武たけちゃん？」

「そうそう。昨日のあんな姿見せられて、張り合うんだったら、お前達じゃないとって思ったんだよ。俺にも強くならないといけない理由があるからさ！」

　楽しそうな声で宣戦布告した武たけ雄おに続いて、彼かれの乗る神器の主が声を出した。

「神器のハルトです。武雄君の言うとおり、僕もあのスピードを見せられたら、高速機として張り合いたくなりました。エリーさん、蓮さん、御お相あい手てお願いします」

　落ち着いた声音のハルトの姿がモニターに映る。

　紺色の髪は綺麗に一直線に切りそろえられ、狐きつね耳みみのような尖とがったヘッドセットがつけられている。切れ長な目は赤い瞳ひとみを宿していて、アイドルでも通用しそうな好青年だ。

　そのクールな見た目だけでなく、執しつ事じのような振る舞いと気き遣づかいの細かさで、クラスの男女ともに人気がある神器だ。

「紳しん士しで人気なハルト君らしくないね。そのメチャクチャなスピードと、挑ちよう戦せん的てきな所。それで、まだ本気じゃないんでしょ？　蓮、止まりなさい」
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　エリーは少し嫌みっぽく、そして、挑ちよう発はつ的てきな声音でハルトを評価すると、不ふ機き嫌げんそうな声で神器を停止させるよう、蓮に言った。

（あれ？　機嫌でも悪いのか？）

　その言い方に少し疑問を感じた蓮だったが、聞き返す間も無くハルトが声をかけてくる。

「フフ、さすがエリーさんだ。塔とうでＵターンして訓練場到とう着ちやくがゴールでどうでしょう？」

　ハルトも神器を止めて隣に並ぶと、お互い静かに宙に浮かんだまま向き合った。

　ハルトが提示したルートがエリーに送られてきて、レーダー場にルートが表示された。

　それを見たエリーはニヤリと笑ったが、蓮は何かが引っかかるような顔をして、疑ぎ問もん符ふを浮かべている。

「授業中なんじゃなかったか？　こんな風に抜ぬけ出して、怒おこられるんじゃ」

「教室のパネルからの通信で、先生が最初に提示した課題は三年の先せん輩ぱいと合同で自由に飛んでみなさい、でした。問題ありません。いわゆる自習という物です。僕ぼく達たちのペアはすでに先輩から合格点を貰いましたしね」

（一限目から自習？　先生達も第一世代と第二世代だし、作戦に参加しているからいないのか。最初から避ひ難なん勧かん告こくを出さずに、裏でひっそり片付けるのは混乱を抑おさえるためかな？　神器がいるから襲おそわれるって考える世論もあるし……）

　蓮の疑問を露つゆほども知らないハルトは、何の問題も無いというような落ち着いた様子で頷いている。

　それに続いて、興奮気味に武雄が言葉を続けた。

「ってことだ。蓮！　エリー！　競争しようぜ！　コースは海上都市のセントラルタワーと学校までを一周」

　東京の沖おき合あいに浮かぶ人工島の中心には、アジア圏けんの各都市へと情報を送るための巨大な円柱状の塔がそびえ立っている。

　セントラルタワーには各国の領事館が入っており、モーテルが地球との交こう渉しよう事を取り仕切っている場所でもある。

　政治的施し設せつであるセントラルタワーを中心に、商業施設が建ち並んでいる。

　人間の信頼を得るために、あえて神器の拠きよ点てん周りを観光地化しているらしい。

　そして、郊こう外がいは神器と人の居住区となっていて、高層住宅が等とう間かん隔かくで並べられていた。

　学校は海に飛び出るようにして建てられていて、長い滑かつ走そう路ろのような道路と訓練用のグラウンドのおかげで空港のような見た目をしていた。

「距きよ離りはザッと六十キロか」

　距離としては大したこと無かったが、激戦のあった昨日の今日だ。蓮はエリーに無理をさせたくなかった。

　蓮は体調を理由に勝負を断ろうとしたが、武雄がその前に魔ま法ほうの言葉を口にしてしまった。

「負けた方が昼飯をおごるってことでどうだ？」

　武雄がビシッと指さすと同時に、神器の方も全く同じ動きで蓮達を指さした。

　神器の動きの制せい御ぎよは武雄とリンクしているらしい。

　蓮は武雄の自信満々な提案に、ため息をつきながら後ろを振り向いた。

　案の定、エリーが昼飯という単語に反応し、目を輝かせている。

「今、昼ご飯おごるって言ったね!?」

「あー……朝ご飯ろくに食べなかったから、エリーがすげー反応してる……。でも、それにしても、過か剰じよう反応し過ぎなような？」

　元はといえば寝ね坊ぼうしたのがいけないのだが、二人の朝食はかなり軽かった。

　お腹なかが空いているエリーにとって、ご飯という単語は釣つり餌えとしては最高の言葉だったらしい。エリーが獲え物ものを前にするヤマネコのような鋭するどい目でお腹をぐうぐうと鳴らしている。

「蓮、絶対勝つよ！　これに勝ったら早弁してもお昼にもう一回食べれる！」

　美希とフィリアが勝負を持ちかけてきた時に見せた、思し慮りよ深ぶかさは微み塵じんも感じられない。

　食欲に直結したエリーの回答に蓮はため息をついた。

「はぁ……ったく、仕方無いなぁ……」

「よっしゃ。乗ったな二人とも！　カウント始めるぜ！」

　エリーの参戦表明を仕方無く受け入れた蓮の言葉で、武雄はガッツポーズをとった。

　モニターに数字が現れ、カウントが始まる。

　カウントが進むにつれて、二機の翼のうなり声が高くなり、粒子の光が輪っか状に収束し始めた。

「なぁ、エリー今いま更さらだけど、このコースを飛べる分の元気は残ってるのか？」

「ギリギリで大だい丈じよう夫ぶ」

「なら、良いけどさ。昨日のこともあるし、あんま無理するなよ」

　エリーに対して覚えるちょっとした違い和わ感かんを払ふつ拭しよくするために、蓮は目を瞑つぶって深呼吸をすると、操そう縦じゆう桿かんを握り直した。

　目を開けると残り時間は一秒を切っていて、まもなくゼロになるところだった。

「行くぞ！」

　二機の翼に集まっていた粒子が破裂し、爆ばく発はつ的てきな加速力が生まれる。

　目の前に見える建物が一瞬にして後ろに流れていき、瞬まばたきをすれば世界が変わる。

　二機の出だしはほぼ互ご角かく。若じやつ干かんスタートが速かったエリーの方が少しだけ前に出ている。

　翼が空を切り、白い雲の軌き跡せきを残していく。

「やりますね。大型とはいえ、重力制せい御ぎよ翼よくが二枚とはとても思えない速度です」

　ハルトがニッコリ笑いながら、余裕を感じさせるコメントをした。

　神器の飛ぶ速度は、重力を操あやつる重力制御翼によって大きく左右される。大型であればあるほど、数が多ければ多いほど、出力が上がり速度も上がる。

　四枚の大型重力制御翼を持つハルトの蒼い神器は見た目通りの速度を有していた。

「この速度たまんねぇな！　いやっほぅ！」

　武雄がはしゃいでいるのか、蒼いハルトの神器が一回転している。

　競争をしていなければ、ひたすらアクロバット飛行をしていそうなほどの、興奮っぷりだ。

　逆に言えば、アクロバット飛行をしていてもエリーに負けないほどの機動力を持っているということにもなる。

「武雄、興奮し過ぎて目を回すなよ？」

「ハッ！　言ってろ！　蓮こそ、昼飯の心配をしとくんだな！　俺とハルトは負ける気ないぜ！　最後の直線で目に物見せてやる！」

　蓮は敢あえて挑ちよう発はつすることによって、武雄に無む駄だな動きをさせようと企たくらんだ。

　わずか数メートルの差を維い持じしたまま飛行していると、蓮の目にＵターン目的地である塔がハッキリと映った。横よこ幅はばはかなり広く、千メートルは軽く超こえている。

　コースで言えば、いわゆるカーブにあたる領域に二機は突とつ入にゆうした。

　そこで初めて二機に差が生じ始める。

「あれ？　何かハルト君の方が速い？」

「直線の最高速度は同じくらいだったはずなんだけど」

　徐じよ々じよに差が広がっていることに気がついた頃にはもう遅おそかった。

「ハッハッハ！　油断したな！　如月ペア！」

「なっ、騙だましたな？」

　武雄が最後の直線で、と言ったのは、このコーナリングを意識させないためだった。

　まんまとはめられたことに蓮が気付いた頃には遅かった。

　ハルトの腕と足にある翼からも粒子が溢あふれ出ている。先ほどまでは本気じゃなかったらしい。

「フフ、お先に行かせて貰いますよ」

　余裕の笑みを残して、ハルトの蒼い神器が青い軌跡を描えがきながら空を滑すべっていく。

　その後ろ姿を見て、蓮は舌打ちをした。

「くっ、さすが大型制御翼を四枚も付けているだけある。それに、小型の制御翼も全すべて速度に回したら、エリーでも追いつけないのか」

「むっ、ずるい！　私だって負けないんだから！　私は負けちゃいけないんだ！」

「ずるいも何も、そういう風に生まれたんだからって――、エリーどうしたんだよ!?」

　翼の出力が限界値を超えて、警告音が発せられている。

　神器の過か負ふ荷かを知らせる映像が点てん滅めつするにも拘かかわらず、エリーは更さらに出力を上げ続けた。

「負けてたまるもんか！」

「お、おい！　エリーどうしたんだ？　何か変だぞ？」

　蓮が慌あわてて後ろを振り向くと、エリーは肩かたで大きく息をしていて、歯を食いしばって何かに耐えている様子だった。

　昨日レイアと戦った時に見せたリミッターを外した状態にそっくりだ。

　エリー本人がおかしいだけでなく、神器の方も装そう甲こうが軋きしみ、翼が今にも吹ふき飛とびそうになるくらいに震ふるえている。

「負けない……。私は……ERIE……。全ての神器の最上位個体……。私は最強の猟りよう犬けん……敗北は許されない……。私に許された道は勝利のみっ！」

　全天モニターのほとんどが埋うめ尽つくされそうになるほどの警告表示が現れる。

　SYSTEM《ERIE》。神器のあるべき姿を生み出すプログラムが発動し、あろうことか決別したはずの猟犬と言ってしまった。

　そのせいでエリーから情報が逆流しているのか、蓮の頭にもエリーの戦せん闘とう映像が流れている。

　蓮は昨夜分かり合えたと思っていた。エリーは猟犬ではなく、蓮とともに生きる道を選んでくれたはずだった。その選せん択たくを真っ向から否定しだしたエリーに、蓮は酷ひどく慌てた。

「エリーお姉ちゃん！　落ち着いて！」

　蓮はコックピットから立ち上がると、エリーの両りよう肩かたを掴つかんで必死に声をあげた。

　恥はずかしさは必死さによってかき消され、小さい時の呼び方に戻っていることすら気がつかなかった。

「ふぇっ!?　あれ？　蓮？　私……どうしてたの？　確か、武ちゃんとハルト君に会って、何か急に気分が悪くなって」

　我に返ったようにエリーがハッと顔をあげると、警告表示も頭に流れていた映像も全て消えてしまった。

　限界値を超えていた出力も急激に低下し、塔の裏手でエリーの神器は完全に動きを止める。溢れ出ていた粒子が拡散したのを確認して、蓮は長い息をついた。

「それじゃぁ、武雄が悪いみたいだな……」

「いやー、実際追いかけ回してきて、むかついたんだけどさ。その後が何かボンヤリしてるんだよね。あれ？　今って競争してるんだっけ？」

「……大丈夫か？　調子が悪いのなら、すぐ降りて休んだ方が」

「ううん、大丈夫……。って言いたい所だけど、やっぱり降りるよ。お腹空いたし……。朝ご飯もっと食べとけば良かった」

　エリーの腹の虫が鳴いて、コックピット内に間の抜けた空気が帰ってきた。

「んー……、何か大事なこと忘れている気がするけど何だろ？　ご飯に関かかわることだったような気がするんだけど」

「ハハ……ハハハ……」

　賭かけのことをすっかり忘れた様子のエリーを見て、蓮は乾かわいた笑いが出た。学食で二人分の支し払はらいが増えることは、もう避けようが無い。

　その原因となったエリーがこうもとぼけていては、もう笑うしか無かった。

「おーい、如月ペアどうした？　何かトラブルでもあったか？」

　武雄が追いかけてこないエリーに気付いて、心配してくれている。いくらハルトがカーブで速かったとは言っても、後ろから追ってくる気配が無くて不思議に思ったのだろう。

「悪い武雄。エリーが調子悪そうだから、ちょっと休んでくる」

「へ？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「多分な。ちょっとお腹が空いただけだと思うから」

　蓮はそれだけ言うと、通信機能を落として、エリーに振ふり返かえった。

　これからの会話を誰だれかに聞かれる訳にはいかない。

　蓮の不安が的中すれば、皆みながエリーに敵意を向けてしまうと思ったからだ。

「……通信は切ったから、本当のことを言っても大丈夫だぞ」

「蓮、何言ってんのさ。私はお腹が空いただけだって――」

　エリーが困ったような笑え顔がおで頭をかいている。その顔を蓮は真まっ直すぐ見つめた。

「さっき自分が言った言葉覚えてるか？」

　蓮の問いにエリーはすぐ答えることが出来ず、笑って誤魔化そうとしていたが、蓮は決して視線をエリーの目から外さなかった。

「……私なんて言ったの？」

　数秒間見つめられてエリーはようやく観念したのか、戸と惑まどうように蓮に聞き返してきた。

「覚えて……ないか。自分のことを最強の猟犬って言ったんだよ。それに多分……その猟犬時代の記き憶おくが俺にも見えた」

「……そっか」

　ゆっくり地面に向かって降下していく中、エリーは青い空を見上げて、どこか悟ったような口ぶりで蓮の言葉を受け入れてくれた。今にも全てを捨ててどこかに飛んで行きそうなエリーの表情に、不安になった蓮はエリーの手をそっと掴んだ。

「義母さんに話した方が良いんじゃないか？」

「今いま頃ごろ戦せん闘とうの指揮を執とっているだろうから、無理だよ」

「……なら、俺には言ってくれよ」

　蓮は何を言われても受け入れる気でいた。そして、自分に出来ることなら力になろうと覚かく悟ごもしていた。

　その気持ちを伝えようと蓮はエリーの目を見て、一切視線をぶれさせなかった。

　そんな蓮の気持ちが伝わったのか、エリーは小さく頷いた。

　そして、エリーは弱々しい笑顔を蓮に向けると、いたずらされて困ったような口くち振ぶりで何が起きたのかを口にした。

「私の記憶の中に、昨日の猟犬機、《レイア》の記憶が流れ込んできたの。あの子は……私の最初の妹……初めて私の遺伝子を組み込んだ私のレプリカ。えっとクローンみたいな物かな？」

「え？」

「毎日のように戦って、最強の猟犬になったのに、逃げた私のかわりに作られた開発コード《レプリカエリー》、個体名《レイア》。私と同じシステム《ERIE》を搭とう載さいしてる。量産型兵器となるSE-Dシードの完成と、更なる進化を促うながすために生まれてきた子が、昨日の子」

「それと、エリーの調子がおかしいのと何の関係があるんだよ？　妹って言っても別人だろ？」

　エリーが猟犬の下もとにいたと聞かされていた蓮は、相手がエリーの妹だということを聞いて驚おどろきはしたが、それとエリーの不調がどうしても結びつかなかった。

　そんな蓮の疑問にエリーは小さく首を横に振る。

「普ふ通つうの量産型は神器の生体金属だけ私の遺伝子をコピーして、中身は別物なんだ。でも、レイアは肉体の方も私と同じ。そのせいで私達は神器を介かいして同調できる。昨日あの子と会った時、レイアの神器の一部が私に埋め込まれて、レイアの情報が私に流れ込んできた。あの子の記憶と記録を私のシステム《ERIE》が取り込んだせいで、あの子の執しゆう念ねんに私の意識が乗っ取られたんだと思う」

「執念……？」

「うん……。執念というより思い出かな。勝ち続けて、奪うばい続けないと、生きることすら出来なかったあの子の記憶が、神器を通じて私の中に広がって記憶がごちゃ混ぜになったの。私も同じ事をされたからかな。何かすごくむかついて……。それで気がついたら、頭ボーッとしてて……」

「同じ事をされた？　俺に見えていたのは、牢ろう屋やみたいな部屋と神器と戦う映像だったんだけど、あれはエリーの記憶じゃないの？」

　蓮は自分が見た映像をかいつまんで説明すると、エリーは困ったような笑みを浮かべた。

「声が聞こえていないなら私の記憶だね。レイアは私より酷い目にあってるから」

「って、さらっとスルーしたけど記憶が混ざるって、エリーは大丈夫なのか？」

「神器を展開してない時は大丈夫だし、展開していても今みたいに落ち着いている時は大丈夫。でも、ちょっとでも負けないとか、戦うって気持ちが入ると、急に意識を乗っ取られるというか何というか……」

　地面に着地したエリーは先に神器から蓮を降ろすと、金属の巨きよ体たいを粒りゆう子し化して地面にふわりと降り立った。

　ただ、足あし下もとがおぼつかないのか、地面に接した途と端たん、エリーが前のめりに倒たおれそうになる。

「危ないな。大丈夫か？」

　ギリギリで蓮がエリーを抱だき支えると、エリーは弱々しく笑った。

「えへへ……ありがと。あんまり大丈夫じゃ無いかな……特にお腹が」

「お腹痛いのか？」

「お腹空いちゃって……。お願い蓮。助けて」

「やっぱそっちかよ……」

　蓮に身体を任せたエリーは完全に身体の力を抜いているのか、ぐったりしている。

　降下中に操作不能にならずによく耐えたものだと、蓮は労ねぎらいの意を込めて、エリーの頭をそっと後ろから撫なでた。

「ありがと。頼ってくれて。何食べたい？」

「食べられる物なら、今は何でも美味しいと思えるくらいお腹空いた……。あ、でも、さすがにゴミは嫌いやだからね。って、まいったな……。神器を解除しても、レイアの記憶が混ざってるや。ゴミの味とか知っても全然嬉しくない……。味のない加工済みデブリの方がマシとか……。うぇぇ……」

「もうちょっと我が慢まんしてくれ。すぐ食べる物買ってあげるから」

　蓮はそのまま腕うでをエリーの肩に回して、彼かの女じよの身体を支えるようにしながら、ゆっくりと歩き始めた。

　ゴミを食べさせられたという思い出に、蓮は胸が痛くなった。

　もし、まだエリーが猟犬に属ぞくしていたら、同じ目に遭あっていたのだろうか。

　もう二度とそんな目に遭わせる訳にはいかない。と蓮は辺りを見み渡わたした。

　塔の周辺は商業区でお土産みやげ屋やが目立つ中、飲食店もある。

　蓮はその中からコンビニを見つけると、真っ直ぐそこに向かった。

　今は食べ物が出るまでの少しの待ち時間すらも惜おしい。

「それにしても、義母さんも無む茶ちやするよな。みんなに黙だまって戦いをするなんてさ」

　少しでもエリーの気をそらすために、蓮は学校側の対応について話を振った。

　先輩との合同授業ということは、学校の教師である第一世代または第二世代はほとんど宇そ宙らに上がったということだろう。

「下手に知らせて世界規模でパニックになるよりは。ってことだと思うよ。みんなまだ最初の戦争のトラウマが残ってるんだよ。沢たく山さんの人が奪われたから。私達は救世主って言われる一方で、戦いの火種を持ち込んだ物って言う人もいるからさ……」

　言われた通りだと思って蓮は頷いた。自分自身、まだ火に呑まれた街の光景が消えずに心に残っている。あの悪夢にまた襲われると思うと気が重くなる。

　蓮が空を見上げると、雲一つ無い青い空が広がっていた。

　小鳥たちも気持ちよさそうに飛んでいる。

　この空の遥はるか上で、世界の命運をかけた戦争をしているとは、とても思えない。

「戦いなんて起こってないと思えるくらい、平和だよ。だから、今は楽しいことだけ考えて」

　エリーが辛つらい記憶に飲み込まれないように。今という時間が平和であることを印象づけようと、蓮は必死に言葉を探した。

　今日は一日学校をさぼって、エリーと一緒に空のゲームをしたり、映画を見たりして、気晴らしをさせてあげたい。

　蓮が何とかしてエリーを元気づけようと画策していると、地の底から鳴なり響ひびくような低い音が隣となりで鳴った。

「……平和なのは分かったから、蓮、早くご飯食べさせて……」

「やっぱりエリーはエリーだったよ」

　蓮はエリーの腕を肩にかけ直して、少し歩く速度を上げた。

　コンビニまで後数十メートル。何事も無ければ、一分程度で到達するような距離でしかない。

　その間に何かが起こるとは、一切考えつかなかった。

（お姉ちゃん。今会いに行くよ）

「レイア!?」

　エリーのおでこが蓮に触ふれた途端、レイアの声が蓮の頭で響いた。

　同時に、目の前の道に巨大な人型の影かげが現れた。四枚の黒い翼を広げた姿が徐々に大きくなっていく。

　まさか、このタイミングで来るとは蓮は予想していなかった。

　いつ狙ねらわれても良いようにと、モーテルに言われたはずだったのに、この可能性を見落としていた。

　エリーが一番弱る時を狙うのであれば、お腹を空すかせている時を狙うのが、最も効果的だろう。神器を展開するのにも、操るのにも、体力を使うからだ。

　今、完全にお腹を空かせてダウンしているエリーには、神器を展開する余裕すらない。

（くそっ！　こんな時にどこから!?　まさか突とつ破ぱされたのか？）

　蓮が悔くやしがって振り向いて見上げた空には、空と同じ色をした青い神器が浮かんでいた。

「おーい、蓮、エリーの方は大丈夫か？」

　そして、聞き覚えのある声が神器から発せられて、蓮は気の抜けたため息をついた。

「はぁー……。なんだ……武雄とハルトか良かった」

「どうかなされたんですか？　すごく驚かれたようですが」

　ハルトはしっかり蓮の独り言を聞き取っていて、神器越ごしに心配してくれている。

　理由を喋しやべってしまえば、無用な混乱を生むと思った蓮は、何でも無いと手を上げて応こたえた。

　それでも、ハルトは神器を一いつ旦たん光の粒子に戻もどすと、武雄とともにゆっくり地面に着地し、蓮とエリーのもとへと駆かけ寄よった。

「おいおい、蓮とエリーはどこへ行くんだよ？　こっちに病院は無いぜ？」

「今からご飯買いにコンビニ行くんだよ。エリーがお腹なか空すかせて目を回してるから」

「ん？　んじゃ、俺達もそうするか。さぼりはみんなでやれば怖こわくない。ってな、ハルト？」

「たまには、こういう経験も悪くないですね。ドキドキします。それに、エリーさんが体調を崩くずしたのも僕達が競争に誘さそってしまったからでしょうし。先に行って、欲ほしい物を買ってきますよ」

　ハルトの申し出にエリーは頭をあげると、ぎこちない笑みを浮かべた。

「ありがと……二人とも。何でも良いから、まずはおにぎり持ってきて……。後、チョコバーを十本……」

「オッケー！　んじゃ、ひとっ走り行くぜハルト！」

「はい。武雄君」

　地上に降りても二人は全速力で走り出した。初めて一いつ緒しよに組んだと言っていたのに、相あい性しようはとても良さそうだ。

　エリーの心配をしてくれた武雄とハルトの背中に、蓮がありがとうと呟つぶやいた瞬しゆん間かん、携けい帯たいに着信が入った。

　通常の電話回線では無く、神器の通信能力を使った高速通信による呼び出しに、蓮は首をかしげた。

　今このタイミングで呼び出すはずの無い人物の名前が映っている。

　呼び出しの相手は今、空の上で戦っているはずのモーテルだった。

「義母さん、どうしたんだ？」

「蓮！　エリー！　二人とも無事!?　今すぐシェルターに避ひ難なんしなさい！」

「へ？　そんなこと急に言われても」

「輸送艇ていは囮おとり。こっちは一機しかいなかったから、本隊は既に人化して潜せん伏ぷくしていたようね。しかも、地上からの情報だと敵は全てエリーの因子を埋め込まれた、レプリカエリータイプSE-Dシードよ！」

　空を見上げると流れ星のように、赤い炎ほのおに包まれた物体が降り注いでいた。

　黒い翼の生えた巨きよ人じんが次々に姿を現している。

「あれ全部……昨日のレイアなのか？」

「すぐに戻るから、それまで逃げなさい。あなたを死なせる訳にはいかないのエリー！」

　安息を得た世界に、死を運ぶ猟犬の群れが、再度飛来した。

　今度の獲物は世界では無い。

（お姉ちゃん。目が覚めたら私が殺してあげるね）

　蓮の頭の中にまたレイアの声が流れる。

　彼女の敵意はたった一人に向けられていた。







第五章「死を運ぶ鳥」







　蓮れんは空を呆ぼう然ぜんとした顔で見上げていた。

　目の前の光景を信じられず、動くことが出来なかったのだ。

「ほい。お待たせー」

　ビニール袋ぶくろ片手に武たけ雄おが戻ってくると能天気な声をかけてきたが、蓮は返事をすることが出来なかった。

「ん？　口開けっ放しで空なんて見上げてどうしたんだよ？　って、なんだありゃ!?」

　釣られて武雄とハルトが空を見上げると、武雄が叫さけび、ハルトは顎あごに手を当て小さくふむ、と呟いた。

　黒い六枚羽根の神器が訓練生を追いかけ回し、赤いホーミングレーザーがしつこくつきまわっている。

（レイアがあんなにも!?）

　多くが逃げ回る中、応戦している神器は上級生の乗る物だろう。

　街の方でも緊きん急きゆう事態を告げるサイレンが鳴り、人々が我先にと走り出して、シェルターに向かっている。

「武雄君、蓮さん、エリーさん、どうやら僕達も逃げた方が良さそうです。地下のシェルターへ案内します」

　武雄とは真逆でハルトは落ち着いた様子で、逃げることを提案した。

　ハルトの判断は妥だ当とうだと蓮も思った。

　エリーは身体の調子が悪く戦える状じよう況きようじゃない。

　ハルトと武雄は空を自由に動き回れるくらいの腕があるが、パイロット共々訓練生でしかない。

　戦うには圧あつ倒とう的てきに経験が足りていない。武雄もそのことは良く分かっていたらしく、ハルトの判断に従ってシェルターに向かって走り出した。

　だが、武雄はたった数歩走ると、突とつ然ぜん蓮の目の前で足を止めた。

「なぁ、あそこにいる黄色い神器って……フィリア？　まさか……美み希きのやつあれと戦ってるのか？」

　武雄の指さした方に蓮が視線を向けると、逃げ回る訓練生の中に、一機だけ応戦している黄色い神器を見つけた。

　黄色い砲ほう撃げき機が逃げること無く、猟犬機に向けて緑色の粒子の塊かたまりを発射している。武雄の言った通りあの神器の造形と戦い方は美希とフィリアの物だった。

　フィリアの後ろにはフラフラと飛ぶ神器がいて、明らかに飛び慣れていない未熟な動きをしている。美希とフィリアはどうやら二人だけで、みんなを守ろうとしているらしい。

「ハルト！　行くぞ！」

　武雄は食料の入った袋を蓮に押おしつけてくると、いきなり気合いの入った声を出した。

　武雄の指は真っ直ぐフィリアの神器をさしている。その言葉に蓮は耳を疑ったが、ハルトは冷静に武雄の目を見ている。

「武雄君、行くってまさか。あの中に飛び込むんですか？」

「あぁ、その通りだ！　美希とフィリアのやつを引っ張ってでも逃げるんだよ！」

　後ろ向きな言葉を言っている割に、武雄からは鬼き気き迫せまる物が感じられた。

　だが、ハルトは首を横に振り、武雄の肩に手を置く。

「武雄君。友人を助けたい気持ちは分かります。ですが、それは蛮ばん勇ゆうという物。僕達が飛び込んで戦ったところで、勝ち目があるとは思いません。死にに行くような物です」

「分かってるさ……。俺おれ達たちに勝ち目が無いことくらい。俺おれはまだあの人に比べて弱い」

　無駄だと、死にに行くようなことだとハルトに諭さとされ、武雄はうなだれてしまう。

　彼の声こわ音ねは本当に悔しそうで、苛いら立だっているようだった。

　その気持ちを蓮も同じように感じていた。

　美希とは色々あったけど、仲良くなる切きっ掛かけを掴めたばかりだった。それにレイアから命を助けてくれた恩人でもある。そんな相手を見殺しにすることはしたくなかった。エリーが万ばん全ぜんなら真っ先に飛び込んで行きたい。

　だが、蓮はその思いを口にすることは出来なかった。少しでもその思いを言葉にしたら、エリーは自分の身体が壊こわれても蓮の力になると言い出してしまう。

「辛いかも知れませんが、受け入れてくれてありがとうございます。皆さん、行きましょう」

　ハルトは恭うやうやしく武雄に一礼すると、その場から離はなれようと足を踏ふみ出した。

　だが、武雄はその場から一歩も動かなかった。

「待てよハルト。俺は勝ち目なんて無いって言っただけだ。勝つ必要なんて無い。死ななければそれで十分だ」

　拳こぶしをきつく握にぎり締しめ、額に冷ひや汗あせを垂らしながら、武雄は引きつった笑えみを浮うかべていた。

　武雄は不安と緊きん張ちようを、必死にかみ殺そうとしているようだ。

「頼たのむ。美希を死なせたくない」

「その目……。武雄君。あなたが僕達たち神器と戦うことを選んだ理由は何ですか？」

「あいつの兄貴に、俺は助けられたんだよ。五年前、美希の兄貴は敵に捕つかまりそうになった俺を庇かばって、連れ去られた。俺のせいで、美希とフィリアは……兄貴を亡なくしたんだ」

　武雄は手短に五年前の出来事を告げた。

　美希の兄である拓たく也やは、もともとフィリアとコンビを組んでいた。

　そして、拓也は敵の放った砲撃から武雄を守りきったが、フィリアは損傷で倒れ、拓也も敵の神器に回収されて連れ去られてしまったらしい。

「だから、あいつの両親はフィリアを役立たずの兵器だ、って恨うらんでいるし、美希も兄貴を取り戻すチャンスがある前線に立つために、無理して頑がん張ばってるんだ……。全部俺のせいなのに、謝あやまらせてもくれない」

　美希とフィリアが強くなりたい理由は、兄を取り戻すことだった。

　蓮は武雄の語った過去を聞いて、フィリアが言った「取り返したい人がいる」という言葉を思い出した。二人のぎくしゃくした関係は、全て一人の兄が原因だったらしい。

「だから、俺は拓也さんを奪い返す。そして、それまで美希達は死なせない。それが俺の戦う理由だ」

　武雄の表情から引きつった笑みは消えていた。

　おちゃらけた様子はまるで感じさせない。覚悟を決めた男の顔をしている。

「だから、頼む。ここで逃にげたら俺は二度と前を向いて生きられない」

　だめ押しとでも言わんばかりに、武雄が頭を思いっきり下げた。

　その誠意に対して、ハルトは長いため息をついて制服の襟えりを正すと、人差し指をピンと立てた。

「分かりました。ですが、僕ぼくも死にたくはありませんから本気を出しますよ。目を回さない自信はありますか？」

「望むところだ。お前の全速力だろうがなんだろうが、俺は乗りこなしてみせるぜ！　それぐらい出来ないと、拓也さんを取り戻せないからな」

　ハルトが提案を受け入れた途端、顔を上げた武雄が拳を前に突つきだした。

　武雄の変わり身の速さにハルトは苦笑いすると、武雄の拳に自らの拳を打ち付けた。

「武雄君、この戦いに勝利はありません。生きるために逃げ切るのが僕達の目的です」

「あぁ、行くぞ！」

　ハルトの狐きつね耳みみ型のヘッドセットが輝かがやき、放出される粒子が青い四枚羽根の神器を形作る。

　武雄はその神器の手の平の上に飛び乗ると、蓮の顔を見て親指を立てた。

「ってことで、ちょっくら美希の奴を連れて逃げてくるわ。蓮、お前らは早く逃げろ」

「お、おい武雄！」

「帰ったら、おにぎりとチョコレートの金、ちゃんと返してもらうからな。千五百円税込み価格だ。忘れるなよ！」

　武雄はそう言い残すと、即そく座ざに神器の胸むな元もとに空いた穴に飛び込み、青い空へと飛び上がって行ってしまった。

「バカ野や郎ろう！　そういう台詞せりふは死亡フラグだって知っとけよ！」

　後に残された蓮は急いでおにぎりの封ふうを切ると、目を回して伸のびていたエリーの口に押し込んだ。

「むぐっ！　……ほにぎりあ！」

「食べながら喋るなよ……」

　エリーは一個目をあっという間に平らげると、少し元気を取り戻したのか顔をあげて、蓮の目を真っ直ぐ見つめた。

「蓮っ……！」

　少し苦しそうでありながら、色っぽい声でエリーが蓮の名前を呼ぶ。

　口を少し開けて、頬ほおを紅潮させ、熱のこもった視線が蓮を少しドキリとさせた。

（何でこんな時に、急に色っぽい声出すんだよ!?）

「蓮っ！」

「はい！」

「おかわりっ！」

「だろうと思ったよ！」

　元気よくハッキリとした声で、エリーが蓮に対しておかわりを要求した。

　少しでもドキリとした自分のことが恥ずかしくなった蓮は、思わず大声を出し、真っ赤になった顔でいそいそとおにぎりの封を切っていく。

「ほら、開けたから」

　そして、ぶっきらぼうにエリーの前に突き出すが、エリーは手を出さなかった。

「まだ力が入らないから、あーんして」

「あぁ、もう分かったよ。ほれ、あーん」

「あーん」

　目の前の空を見上げれば猟犬機と神器が戦闘をしていて、級友達が巻き込まれているというのに、助けに行けない自分に蓮はもどかしさを感じていた。

　そして、もどかしさだけではない。もう一つの暗い感情が胸を支配している。

　エリーは二個目のおにぎりを飲み込むと、三つ目を自分で開けて、必死に食くらいついた。

　続けての四つ目も丸ごと一気に口の中に頬ほお張ばり、五つ目の封を開けている。

　そして、最後の一つも丸まる呑のみにするかと思いきや、突然蓮の頭の上に手を乗せた。

「蓮、口開けて」

「食べ終わったなら、急いで行こう！」

「良いから開ける！」

「分かった――むぐっ!?」

　蓮の口の中にノリの香かおりが広がり、梅干しの強い酸味と塩気が舌を刺し激げきした。

　エリーは最後の一つを自分の口の中では無く、蓮の口の中へと詰つめ込んで来たのだ。こんな時に何をするんだと蓮は苛立ったが、エリーの真しん剣けんな眼まな差ざしで言葉を失った。

「腹が減っては戦いくさが出来ぬ。地球最高の格言だよ。そーんな暗くて思い詰めたような顔してたら、出来る物も出来ないし、したいことも出来ないよ？」

　エリーの行動によって、頭が冷えた蓮に、レイアの言葉が突き刺ささる。

　目を覚ましたお姉ちゃんを殺してあげる。

　命がかかっていない先ほどの競争でさえ、エリーは暴走状態になりかけた。

　実戦となれば、暴走してしまう可能性は百パーセントだろう。

　そして、暴走すれば自力で動くことが出来なくなるほど、消しよう耗もうしてしまう。

　そうなれば確実に殺される。初めてレイアと戦った時も、先ほどのハルトの時も、蓮一人でエリーを抱かかえて逃げ切ることは出来なかったからだ。

　友達は守りたい。しかし、そのためにエリーを危険にさらすことは出来ない。

　蓮にとっての戦う最大の理由は家族であるエリーを守るためなのだから。

　蓮はそんな矛む盾じゆんした考えをまとめることが出来ずに、声にならない声を出すしかなかった。

「ちょっと、情けない顔しないでよー。可愛かわいい顔が台無しだよ。ねぇ、蓮。逃げるんじゃ無くて、みんなを助けたいんでしょ？」

「何でそんなことが分かるんだよ……」

「お姉ちゃんだからね。ずっと一緒に暮らしてきたんだから、蓮が悩んでる顔したら、何となく分かるよ」

「レイアはエリーを殺しに来てるんだぞ？　それに、暴走したのだってレイアの仕業なんだろ？　それなのに、レイアと戦ったら絶対に――」

「大だい丈じよう夫ぶ。もうレイアに飲み込まれないから。私には蓮がいる。あの子達とは違ちがって、私は幸せに生きてきた。だから、あんな悲しい記憶にだけは飲み込まれないよ。私には蓮との記憶があるから」

　優しげな笑みを浮かべて、エリーが胸をはっている。

　それでも、蓮は首を縦に振ることが出来なかった。

　エリーが消えてしまい、一人になってしまうのが怖くて仕方無かったせいだ。

「む？　お姉ちゃんを信じてないな？」

「そういう訳じゃ無いけど、エリーが倒れたらどうするんだよ？　さっきだって、俺はエリーが苦しんでいるのを止められなかった。俺は……怖いんだ。エリーがエリーじゃなくなるのが。僕が忘れられちゃうのが……」

　ここで、嘘うそをついても仕方が無い。怒おこられるのも嫌われるのも覚悟で、蓮は隠かくさず正直に心の内を話した。エリーと出会った頃ころのように、僕と言ってしまうほど不安だった。

「蓮のばーか」

　エリーは蓮の言葉を聞くと、蓮の頭を両手で軽く挟んで、エリーのおでこと蓮のおでこを軽くくっつけるように、蓮の頭を引っ張った。

　エリーと額がくっついた途端、蓮の頭には春の日なたのような暖かさとともに、自分の顔だけでなく、美希や武雄達たちの顔が浮かび上がってきた。

　どれもこれも、蓮とエリーが出会ってから出来た楽しい思い出だ。

「そうならないための蓮でしょ？　神経で繋つながってるからじゃなくて、私と蓮は心で繋がってるから、私が私じゃ無くなっても、この楽しい思い出をくれた蓮なら、私を見つけてくれるって信じてる。ねぇ、蓮。今度は私がみんなと蓮を守りたい。十年前に逃げて出来なかったことを、五年前にただ守られるだけで出来なかったことを今、私がしたい」

　目に映るエリーの赤い瞳ひとみには迷いが無かった。

「蓮と後こう悔かいなく生きることが、私の戦う理由だよ。今逃げたらきっと私も蓮も後悔するからさ。友達も居場所も新しく出来たものは奪われたくないでしょ？　だから、蓮。私に力を貸して」

　蓮はエリーの言葉を一つ一つ噛み締めて、自分の言葉を思い出した。

　守られるだけじゃなくて、守りたいと願ったはずだ。

「何でエリーはそんなに自信満々なんだよ？」

「お姉ちゃんだからね」

　エリーの回答はいつも通りまともな理由になっていない。

　でも、今回は少しだけ違いがあった。その言葉の裏に隠している不安は、エリーから蓮に身体を通じて伝わってきている。

「俺はエリーの相棒だぞ。信じろよ」

「……うん。私が最強の猟犬ベルドツグに戻っても見捨てないで。みんな私が敵だったことを知れば、恨むかもしれないけど……昔みたいに私を一人にしないで」

　真顔で答えたエリーに、蓮は息を呑んだ。

　ずっと一緒に暮らしていたせいか、随ずい分ぶんとエリーと似てしまったらしい。そう思って、ようやく蓮の胸の中で何かがすとんと落ちた。エリーも蓮と同じかそれ以上に一人になってしまうことを不安に感じていて、自分のせいで友達が失われてしまうのを恐おそれている。

「見捨てるもんか」

　そんなエリーの安らげる場所に蓮はなれたから、エリーは蓮のために戦ってくれている。

　今のエリーは一人で無茶をしかねない。最悪贖しよく罪ざいのつもりで、自分を犠牲に敵を全すべて倒すつもりかもしれない。

（そんなこと絶対にさせない。エリーに救って貰もらった俺がエリーを絶対に守る。エリーを一人ぼっちには絶対させない）

　ようやく覚悟が決まった蓮は、エリーの目を見つめ返し、力強く宣言した。

「エリーのフォローが出来るのは俺だけだ。だから、レイアの情報は全部俺に任せてくれ。神経が繋がっているんだし、さっきみたいにエリーの記憶情報も俺に送れたんだから、出来るよな？」

「何言ってるの？　確かに蓮になら神経を通じてレイアが私に送り込んでくる情報を分散出来るけど、これは私の問題で、蓮を苦しめることなんて――」

　蓮の一言に驚いたのか、エリーが蓮から頭を離して、首を横に振る。

　しかし、蓮はエリーが言葉を終える前に、彼女の両りよう肩かたに手を置き、真っ直ぐ彼女の目を見て、優やさしく微笑ほほえんだ。

「エリーお願いだ。俺にみんなを助ける力を貸してくれ。代わりに俺はエリーを守るために全力を尽くす。俺はエリーとずっと一緒にいるって言ったんだ。エリーの背負った物は一緒に背負うよ」

「きゃぁー！　蓮が格好いいことを格好つけながら言ってる！　私、プロポーズされちゃった！」

　エリーは蓮をからかうように、飛び跳はねながら笑っている。

　蓮にとっては全く予想外のリアクションに、蓮は思わず恥はずかしくなった。

　照てれ隠しの意味も込めて、蓮は頭をかきむしると、手を大げさに振って抗こう議ぎした。

「せっかくの覚悟を茶化すなよ……恥ずかしいなもう！」

　恥ずかしさのあまり、真っ直ぐエリーを見られなくなった蓮だったが、突とつ然ぜん柔やわらかくて温かい感覚が頭と顔を包んだ。

　自分と同じ石けんと洗剤を使っているはずなのに、はるかに甘あまい匂いが鼻腔をくすぐる。

「ありがと蓮。頼たよりにしてるからね。蓮は私の自じ慢まんの男の子で最高のパートナーだよ」

　エリーは胸元に蓮の頭を抱き寄せて、蓮の頭の上に顎を軽く乗せて感謝すると、エリーと蓮の身体が光に包まれ、代わりに白い神器がその場に現れた。

　コックピットの中から、二人が空を駆ける黒い鳥を睨にらみ付ける。

　先ほどまで、興奮気味だった蓮の心も良い具合に落ち着いて集中出来ていた。

「やれるな？　エリー」

「もちろん。最初から全力全開でいくよ」

「あぁ、絶対にみんなで生きて帰るぞ！」

　蓮とエリーの叫びに応こたえて、神器が空へと吼ほえた。

　緑色の粒子が翼つばさを含めた全身の装そう甲こうの割れ目から漏れ出すと、膨ふくれあがる力の渦うずに耐たえきれなくなったのか、装甲がギリギリと音を立てながら一気にスライドした。

　エリーの神器の装甲がトゲトゲしくなり、スカートのように腰こしもとについていた装甲が全て背中へ回り、尾羽のように変化する。

　その変化はドレスを破り、戦いくさ装しよう束ぞくに着替えた戦姫を思わせた。

「限界ハイグラビテ稼働イブースト起動！　私はもう首輪に縛られた猟犬じゃない。私の意志で、誰だれかを助けるために、もう一度牙きばを手にしてみせる。それが私に与えられた自由だから！」

　エリーの叫びに応えて、あふれ出した緑色の粒子が街を飲み込み、海中都市のような幻想的な景色を作り上げる。

「行くよ蓮！」

　エリーの叫びで、緑に輝く光の海に荒々しい波が立つ。それと同時にエリーの神器が空へと弾だん丸がんのような速度で飛び上がった。

　勇敢で不器用な武雄達を助けたいと願う祈りとともに。




　○




　先に飛び立った武雄は、美希の通信を聞いて思わず舌打ちをした。

　まさかここまで彼女が本気で戦おうとしているとは思っていなかった。

「私が食い止めるから、みんなは早く逃げなさい！」

　フィリアと美希は陣形を組む先せん輩ぱいとは独立して、単機で訓練生の撤退を援護していた。通信を聞く限り、小隊を組むように要請されても全部蹴けっているらしい。

　同じ学生のはずなのに単機で無茶をしている美希に、武雄は慌あわてて通信を繋いだ。

「よう、砲撃コンビ！　今すぐ尻尾しつぽ巻いて逃げる気あるか？」

「武雄？　あんた何してんの!?」

「逃げるんだよ。お前らを連れてな！」

「邪じや魔ましないで！　みんなが逃げるまでは第二世代セカンドリンクスの私が頑張らないと！　お兄ちゃんだったらそうしたはず！　フィリアは役立たずなんかじゃない！　これぐらい出来ないとお兄ちゃんを助け出すなんて夢のまた夢だから！」

「そう言うと思ったよ。ハルト！　ワイヤーアンカー射出！」

　武雄が指示を出すと、青い神器の腰元から先せん端たんに鳥の足のような三つ叉またのかぎ爪がついたワイヤーが射出された。

「了りよう解かいです。フィリアさんと美希さんの撤退を援護します」

　武雄の狙いはフィリアの黄色い神器ではなく、フラフラと飛んで逃げている訓練機達だった。

　訓練機はアンカーに掴つかまれて慌てているが、ハルトと武雄は強ごう引いんに訓練機を引っ張って一気に地面まで降下させた。

　地面に降りれば、後は避難経路に従って走って逃げるだけだ。空に浮かんで的になるより、ずっと安全に逃げ切れる。

　武雄は美希とフィリアが無茶をする原因を解消しようと、ハルトの機動力を活いかして訓練機を降ろしていった。

「美希、もうちょっとだけ持たせろ。次で終わらせるから！」

「あんたにだけは……お礼は言わないわよ？」

「俺が勝手にやってることだ。お前の兄貴ならきっとこうしてくれると思ってさ」

「ふん……好きにしてよ」

　幼なじみの会話にしてはぎこちないやりとりに、武雄は長い長い息を吐はいた。

　生き残ってしまった罪悪感を誤ご魔ま化かすために、へらへら笑う仮面の効果はこの状態において意味がない。

　弱い振ふりをする理由より、強くならなくてはならない理由が出来た。

　ここでふざけたり、手を抜ぬいたりすることがあれば、何のために神器のパイロットになろうとしたか分からない。

　武雄はそう思うと、大きく息を吸って雄お叫たけびを上げた。

「やるぞ。ハルト！」

「了解です。武雄君」

　地上に降り立った武雄は、アンカーを地上から上空に射出して、残りの訓練機を掴む。

　そして、アンカーを一気に引っ張り、乱暴ながらも地上へ訓練機を落とした。

「みなさん、このまま真まっ直すぐ行けば、シェルターです。さぁ、早く！」

　訓練生のパイロット達は、口々にお礼を述べて、地上をダッシュしながらシェルター区画に向けて逃げていく。

「さてと、逃げたか。よし！　俺達も逃げるぞ美希！」

　武雄とハルトの活躍によって、ようやく美希が逃げられない理由が消えた。

　先せん輩ぱい達たちやわずかに残っていた教官も戦線に参加しているため、後を任せて逃げるのが最上の選せん択たく肢しだった。

　武雄は今すぐにでも逃げだそうと、空に背を向けた。

　だが、返ってきたのは武雄にとって意外な言葉だった。

「武雄、あんたは逃げなさい！」

「よーし、分かった。俺は逃げるぜ。って、今なんつった？　お前を逃がすために、わざわざ来たんだぜ？」

　完全に逃げるつもりでいた武雄とハルトにとって、美希の言葉は寝ね耳みみに水だった。

　ハルト機の翼に形成されていた加速用の青い粒りゆう子しの輪が霧散し、武雄は口を開けたまま、後ろへ振り向いた。

「今、ここで街を守ることが出来れば、第二世代を見る目が変えられるし、フィリアがみんなを守った友達だって、妹だって、私を守ってくれる大事な子だって、お父さんにもお母さんにも言い切れる！　私達なら、お兄ちゃんを連れ戻せるって言うんだ！」

「ったく、この家出娘め！　お前は昔っから頑固で強情で素す直なおじゃなくて！　ご近所の俺ですら心配したんだ！　親が子供を一人だけじゃなくて二人も奪うばわれたらって、心配するのは当然だろうが！」

　武雄が神器を動かして、フィリアの神器を指す。

　そして、青い神器で地団駄を踏むと、武雄が肺の中身を空っぽにする勢いで雄叫びをあげた。

「だああああ！　くそったれ！　ハルトすまねぇ！」

　機体の粒子放出の出力を上げ、武雄が地面を蹴らせると、青い神器が灰色の地面から一気に青い空へと舞い戻った。

　全速力で上昇したハルトの機体は、フィリア機の肩かたを掴むと、地面に向かって彼かの女じよを放り投げた。

「何すんのよ!?」

　美希が憎々しげに武雄に対して叫んだ刹せつ那な、二機の間に赤い粒子の塊かたまりが割って入った。

「周りをちゃんと見るんだな！　いくらフィリアが頑がん丈じようと言っても、何度も食らって良い攻こう撃げきじゃないはずだぜ！」

　いつの間にか敵に包囲されていたことに気付いた武雄は、美希を救うために弾だん幕まくの中へとつっこんだ。

　そして、逃げるための突破口を作るために、自慢の高速機動で敵陣を攪かく乱らんしようと、飛び回り始めた。

「で、美希。勝つための算段はついてるのか？」

「そんなもん決まってるでしょ？」

「お、ちゃんと決めてたか。やっぱ守りが薄うすい南側を突破するか？」

「目の前に映った敵は全て撃うち落とす！　サーチ＆デストロイよ！」

「おいぃぃぃぃ！　算段無しじゃねぇか！」

　武雄が神器を宙返りさせながら、絶ぜつ叫きようする。端はたから見れば、盛大にずっこけているようにも見えただろう。

「ハハハ……僕もまさかそう来るとは思っていませんでした。フィリアさんそれで良いんですか？」

「私は美希に従うだけ」

「そうですか。さて、武雄君どうしましょうか？」

　フィリアの返事に呆あきれたようにハルトは笑うと、遊びに行く予定でも立てるかのような声こわ色いろで、武雄に尋たずねてきた。

「どうするって、お前！　ここまで来て、やれることって言ったら一つしかねぇけど、それは――」

　武雄は身体をひねって、ギリギリレーザーを避よけると、何かを言いたそうにハルトを見上げた。

　しかし、その続きを言えない悔しさに武雄は口を一文字に結んだ。

「頑張りましょうか。最後まで」

「へ？」

「武雄君の肉体を解かい析せきしたところ、計算上耐えることが出来そうなので、僕も本気を出します。ブリッツフォームへ移行しますよ」

　青い神器の脚きやく部ぶが前に突き出され機首になり、翼が背後に展開する。

　ただでさえ、戦せん闘とう機きだったようなフォルムが完全に戦闘機の形に変化した。

　高速形態に変化した途と端たん、神器がさらに加速し、敵陣のど真ん中から、ハルト機が一気に上空へ飛び出した。

「さてと、フィリアさん挟み込みますよ？　ロック情報を共有してください」

「ハルトお前!?」

「武雄君もそうしたかったんじゃないですか？」

「ったく、ナイスな相棒だよお前は！」

　雲の中で武雄は神器を地上に向けて反転させると、フィリアのロックマーカーがついた敵に向けて急降下させた。

「ジャミングアンカー射出します」

　ハルトが叫ぶと、神器の下側からアンカーが射出された。

　ハルトの射出したアンカーは牽けん引いん用ではなく、敵機に取り付いた瞬間、高圧電流とハッキングプログラムを流し込み神器の機能を麻ま痺ひさせる物だ。

　だが、猟犬機はハルトの射出したアンカーをブレードでなぎ払い、逆に突進をかけてきた。

「なめるなよ地球人が！」

　怒いかりを帯びた敵のパイロットの台詞せりふとともに、猟犬機がハルトのアンカーよりも早くハルトの懐に飛び込んだ。

「やりますね。でも、まだあります」

　ゼロ距きよ離りを取られ、追い詰められるハルトだったが、残されていた左側のアンカーを射出する。

「猟犬をなめるなと言ったばかりだ！」

　しかし、その瞬しゆん間かんに機体を蹴られ、あらぬ方向へとアンカーが射出された。

「ハルト、まだあるか？」

「すみません。無いです。ですが、時間は稼げました」

　高速機体らしく、瞬しゆん時じにハルトが急きゆう上じよう昇しようしてその場から逃げると、緑色の光が猟犬を飲み込んだ。

「ナイス囮おとりよ。ハルト」

　美希がハルトを讃えると、黒こく煙えんを吐き出した猟犬が地面に墜落していった。

　不意打ちで一機を撃げき墜ついすることに成功したが、そのせいで武雄達は全ての敵から目をつけられてしまった。

「ハルト！　上から来てる！」

「武雄君迎げい撃げき頼めますか？　僕の方はアンカーのタイミングを計ります」

「任せとけ。これでも武道と格闘術は一通りやったんだ」

「了解。通常形態に移行します」

　ハルトは戦闘機のような形状から人型へと神器を変形させると、腕うでの翼に粒子を纏わせる。ハルトの持つ特とく殊しゆ能力、全身に備えられた翼を刃やいばにして格闘戦に特化する技を発動させたのだ。

「ウイングトンファー展開。武雄君！」

「おっしゃ。任された！」

　猟犬機が振り下ろした刃に向けて、ハルト機が逆手に構えた刀を思わせるようなトンファーを振って受け止めた。

「俺達を！」

　そして、すかさず粒子放出により加速させた回し蹴りを、猟犬機の脇腹へと叩き込んだ。武雄の持つ格闘のイメージ通りに神器が追従している。人機一体という言葉を体現するかのような動きだ。

「地球人をなめんなよ！」

　衝しよう撃げきを与える力は速度と重さによって計算される。

　ハルトの高速機としての速度を、武雄は一いつ瞬しゆんの攻撃に込めて威い力りよくを最大限まで引き出して、敵を撃破した。

「っしゃあ！　一機撃墜ってか！」

　初めての戦果に武雄は全身が身震いするほど興奮した。

　戦える。いや、この勢いに乗れば勝てる。

　そう武雄に思わせるほどの、確かな手応えを感じられる攻撃だった。

「武雄君、背後から砲撃です！」

「なっ!?」

　反射的に武雄が身体を反らすと、目の前を赤い光の塊が通り過ぎていった。

　初撃墜を喜ぶ暇ひまもないまま、気付けば五機もの敵が周りを囲んでいる。

　接近戦であれば武雄にも勝機があった。

　敵もそのことに気付いたのだろう。射しや撃げき戦せんを軸に攻撃を展開してきた。

「ちっ、次から次へと！」

　あらゆる方向から粒子の矢が迫せまってくる。それを回かい避ひするので精せい一いつ杯ぱいで敵に近づくことが出来ない。

　ハルトの牽けん制せい射しや撃げきも上手くいなされてしまっている。

「後方四時の方角から砲撃来ます」

「避けても避けてもキリがねぇ！　これが拓也さんのいた実戦かよ！　でも、まだだ！　接近さえ出来れば俺達ならやれるはずだ！」

　ホーミングレーザーを何とかトンファーで弾はじきながら、武雄が文句を漏もらしつつ自らに活を入れる。

　何とか目の前の敵の隙すきを作り出そうとしていたが、せっかく出来た隙も、他の猟犬機達に潰つぶされてしまう。

　武雄達の最大のミス。それは、一対多で戦ってしまったことだった。

「武雄君、美希さんとフィリアさんが完全に囲まれています」

「さっきから、ずっと囲まれてるだろ。俺達だって、色んな所から撃たれてるんだから！」

「いえ、ほぼゼロ距離で囲まれています」

「なっ!?」

　武雄が驚おどろいてレーダーを確かく認にんすると、フィリアの周りに十機は猟犬機が群がっている。

　助けに行こうにも、助けに行けば、今相手にしている四、五機の猟犬機を引き連れていくことになり、敵に援軍を送るような物になってしまう。

　先輩や教員達も自分の相手で精一杯のようで、助けに来てくれそうに無かった。

「美希大丈夫か!?」

　武雄が大声で叫さけぶが、美希からの返事はこない。

「通信機能が攻撃によって破損しているのかもしれません。あっ、武雄君、上から新手です！　さすがにこれ以上の攻撃に晒さらされたら、武雄君でも避よけきれません」

「くそっ！　このクソ忙しい時に新手かよ!?　追加注文をした覚えはないぜ！　受け取り拒きよ否ひだくそったれ！」

　軽口を叩きながらも、武雄は歯を食いしばって神器を動かし、粒子の雨の中を動き回っている。

「クーリングオフ制度が欲ほしくなりますね。まったく。全機全天開かい拓たく府に着払いで送り返したい所です」

　武雄の軽口に応じながら、ハルトが火器を制せい御ぎよし、重力制せい御ぎよ翼よくから粒子の矢を発射している。

　戦せん況きようは圧あつ倒とう的てきに武雄とハルトが不利だった。

　本気で足あ掻がく武雄達に対して、猟犬機達は安定的な戦い方を続けている。

「武雄君、状じよう況きようは最悪です。賭かけになりますが、エリーさんが昨日見せた戦術機動。あれを僕ぼく達たちなりに真ま似ねます。出来ますか？」

「あれか。大体分かる」

「さすがです。では機体の制御は任せます。粒りゆう子し砲ほう撃うちますよ」

　先導する細い四本の粒子の矢とともに、武雄が猟犬機に向かって突っ込んだ。

　だが、せっかく放った粒子の矢は猟犬機の胸元に現れた薄い青い壁かべに阻はばまれ、空に散って防がれた。

「今です！　武雄君！」

　ハルトの合図が来る。粒子の矢はあくまで目隠しだ。

「砕け散れ！」

　武雄は背中に隠した腕のトンファーブレードで、壁をめくり上げるように振り抜いた。

　青い壁が砕け、無防備な黒い装甲が目の間に現れる。

「ちっ、浅かったか！」

「ちょこまかと素す早ばやいだけの神器が！　見えてるんだよ！」

　武雄の奇き襲しゆうは後一歩届かなかった。

　猟犬機がブレードを振り下ろし、武雄の剣けん戟げきをギリギリで受け止めていたのだ。

「でも、本命は俺おれじゃないんだよな。ハルト！」

「ナイス目くらましです。ジャミングアンカー刺さりました」

　敵の動きを止めたおかげで、ハルトのアンカーが敵に突き刺さっていた。

　そして、アンカーの作動で、青い火花が敵の全身から飛び散った。

　駆動系を一時的に麻痺させることによって、敵を一機無力化した。

　これでようやく二機目の敵を止めたことになる。

「まだだ。まだ終わらねえ！」

　機能停止させてもなお、武雄は敵機にアンカーを繋げたまま一気に上昇した。

　そして、アンカーの最大距離になるまで離はなれると、突とつ然ぜん制止した。

　ジャミングによる麻痺はあくまで一時的な物で、周りの敵によって解除される恐れがある。確実に仕留めて敵を減らさないと、助けに行くどころか生き残れない。

「翼式高密ウイングバス圧縮砲ターカノン起動。全エネルギーラインをチャンバーに直結。粒子高濃度加圧。発射まで、残り五秒」

　ハルトのカウントダウンで、背中の翼がスライドし、四枚の翼が肩の上と腰から機体の前方に向けられた。

「ちっ、敵がアンカーを外そうと集まってるな。ハルト急げ！」

「僕の計算上、敵が接触するのと同時に発射可能です」

「なら、まとめて仕留めてやれ！」

　上下二枚の翼の間に、青い火花を激しく散らす光の弾たまが圧縮されて形成され始めた。

　ハルトの最大の武器である機動力を捨てることによって、全てのエネルギーを攻撃に転換する。

　守りが弱い軽量神器にとって、足を止めるリスクはかなり大きいが、リスクを軽減するためのジャミングだ。

　動けない敵はただの的だ。防ぼう御ぎよは考えず、撃ち貫ぬくことのみを考えれば良い。武雄は既すでにどうやって美希達たちを助けるかを考えていた。

「美希！　フィリア！　こいつらを片付けて、今すぐ行くから待ってろ！」

「エネルギー充填率百パーセント。発射圧係数最大。撃ちます！」

　四枚の翼に青白い電流が走り、間に形成されていた粒子の砲ほう弾だんが発射された。

　球形だった砲弾は、翼を離れた瞬間に拡散し光の柱となって、アンカーの先にいる猟犬ベルドツグ達に襲いかかった。

　粒子の通った後には、静電気のような青白い火花が所々で散っていて、地上の様子は白い煙で見えなくなっている。

「よし、やったな。美希、フィリア、今そっちに行くから、もう少しだけ我が慢まんしろ！」

　爆ばく発はつを確認した武雄は、神器を美希とフィリアに急いで向けた。

「武雄君待って下さい。爆発の余波で撃墜の確認がまだです。それに、空中で発生する白い煙はもしかすると」

「んなこと言ってる暇は――。マジかよ!?」

　砂嵐がかかっていたレーダーの中から、猟犬機の反応が二機飛び出してきていた。

「やはり、生きていましたか。そうなると、下の方では……」

　ハルトの言葉で武雄が地表に目を向けると、二機が翼を前方に展開し、青い火花を散らしているのが見えた。

　先ほど自分達が発射したのと同じ砲ほう撃げき態勢に、武雄は背筋が冷たくなるのを感じた。

「何が起きたんだよ？　狙ねらいは完璧だったはずだ！」

「恐らく敵も同じように翼式圧縮砲を発射して、こちらの砲撃を相そう殺さいしてきたんです。チャージ時間は短くても、四機も揃そろえば、相殺ぐらいは出来ま――。くっ！」

　何が起きたのかをハルトが説明していると、機体が激しく揺れた。

　飛び出してきた二機の射しや撃げきを避けきれず、初めての被ひ弾だんを脚あしに食らったのだ。

「すまんハルト。当たっちまった。まだ動けるか？」

「こういう時は頑丈な人が羨うらやましくなりますね。急いでダメージコントロールをしています。機動力だけは奪うばわせません。武雄君うまく逃にげてください」

　背後と下の二方向からロックオンされているせいか、コックピット内が警報音で酷ひどく賑にぎやかになっていた。

　後ろからはしつこく追い回してくるホーミングレーザーが、下からは大火力の圧縮砲がハルトと武雄を狙っている。

　ここで機動力を奪われれば、間ま違ちがい無なく落とされる。そして、落とされた後に待ち受ける運命は敵がハッキリ口にした。

「殺しはしないぞ地球人。俺の特別ボーナスのために、連れ帰ってお前達も神器の素材にしてやる！」

「まだだ。まだやられてたまるかよ！」

　状況は絶望的でも、武雄はまだ諦あきらめていなかった。

　だが、地表の猟犬機は既に発射態勢に入っている。

　肩かた越ごしに空へ向けられた左右三枚の翼の間に、青白い火花を散らす粒子の砲弾が作られていた。

「まずい！」

　ハルトが気付いてくれた頃には遅おそかった。

　二機による合計四発の圧縮砲が放たれ、武雄とハルトの視界が緑の光に包まれた。

　そのあまりの眩まぶしさに、致命的なダメージを覚かく悟ごして武雄は目を瞑つぶった。

「ちぇっ。ここまでか。まだ死にたくねぇんだけどなぁ。あぁ、でも、連れ去られたら拓也さんに一瞬でも会えて謝あやまることが出来るかも」

　神器の内部が激しく揺れて、武雄の身体が吹ふき飛とばされるような感覚に襲おそわれる。

　だが、決して熱くはなかったし、身体に痛みが走る訳でもなかった。

　その状態が五秒も続くと、さすがに武雄も不思議に思って目を開けた。

　真っ暗だった視界に、青い稲妻を帯びた白い鳥が映る。

　神の使いかと思うほど神こう々ごうしい姿に、武雄は驚きの声をあげた。

「なっ!?　エリーと蓮か!?」

「武雄、まだ生きてるな!?」

　コックピットのモニターには、必死な顔をして呼びかけてくる蓮の顔が映っている。

　そのおかげで、武雄の心にもう一度火が点ついた。

「死ぬかと思ったけど、生きてるぜ。でも、俺のことより、美希とフィリアを頼たのむ」

「でも、お前も――」

「ハルトが優秀なんでな。足の速さはあんまり落ちて無いんだ。逃げるだけなら、何とかなるさ。一瞬死んでも良いと思ったけど、やっぱまだ死にたくねぇわ」

　被弾したとは言え、機動力はそこまで落ちていない。ハルトが諦めずにダメージコントロールをしていた結果、逃げ回る力は残されていた。

　一方でフィリアの方は防御に集中し、反はん撃げき出来なくなるほど追い詰つめられている。

　一瞬の時間も惜おしい上に、助けに行くエリーと蓮に敵を押おしつけたくない。

　今、ここで美希とフィリアを助けることが出来る人間は、蓮とエリー以外にいない。

　武雄は自分の情けなさも全部飲み込んで、力いっぱい叫んだ。

「行け！　蓮！　時間がない！　美希とフィリアを助けてくれ！　俺とあいつの兄貴のためにも！」

「分かった。すぐ片付けてくるから、それまで死ぬなよ！」

　エリーがハルトの神器を離すと、武雄は深呼吸をして猟犬機に向かい直した。

　手が僅わずかに震ふるえている。その震えが武雄に生を実感させていた。まだ生きている。生きて、拓也に近づくことが出来る。そう思ったら、勝手に口元が笑っていた。

「今の俺、ちょっと格好良くなかったか？」

「正直、色々きついんですけど、仕方無いですね。それに、格好付けるのは嫌きらいじゃありませんし。最後まで付き合いますよ」

「さすがだぜ相棒。ヒーローはあいつに譲るとして、俺おれ達たちは俺達で格好付けるとしますか！　とにかく逃げ回るぞ！」

「はい。頑がん張ばって時間を稼かせぐとしましょう」

　ブリッツフォームへ変形した二人は攻撃を一いつ切さい捨てて、蓮とエリーが救きゆう援えんに集中出来るよう、もう一度猟犬機ベルドツグの中へと突っ込んだ。







第六章「白と黒の姉妹」







　武たけ雄おとハルトを残した蓮れんは、二人を残したことによる罪悪感に頭を振った。

　武雄の言う通り、レーダーを見ると、美み希きとフィリアはかなり危険な状態にある。

　だが、危険な状態なのは美希達だけではない。エリーと蓮もかなり危険な状態にあった。

　リミッターを外したことにより、エリーが苦しそうに息を吐いている。

　そして、蓮自身もエリーの負担を一部肩代わりしているせいで、高熱を出しているかのような酷い頭痛と吐き気に襲われていた。

　目の奥にも痛みが走り、神経が焼き切れそうだと思えるほどの苦痛だ。

　そんな痛みを吹き飛ばすかのように、蓮は思いっきり叫んだ。

「ブレード展開！」

　砲撃に必要な各種演算もエネルギー供給も、今のエリーにとっては重い負担になってしまう。

　だから、蓮はエリーにとって一番負担の少ない、蓮の操作出来る近接攻撃を選択した。

　蓮の言葉にエリーが無言で応じ、ガントレットから緑の光刃が伸のびる。

　戦せん闘とう準備が出来たことで、蓮は一気に神器アークを加速させた。

「フィリアと美希から、離れろおおおお！」

　まるで一筋の雷光になったエリーの神器が、フィリアの前にいた猟犬機ベルドツグ三機を貫つらぬき、翼をもいだ。

　翼をもがれた猟犬機達は重力に抗うことが出来ずに落下し、地面に叩たたきつけられている。

　そのわずか一瞬の出来事に、危険を察知した他の猟犬達は一気にフィリアから距離を離した。

　そうして生まれた空間へ、フィリアをかばうように蓮が飛び込んだ。

「危ないじゃない！　私達まで切る気だったでしょ!?」

「防御フィールドは張ってただろ？　それに、当たらないように距離も計算した。倒たおすのは敵だけだ」

「せめて、声くらいかけなさいよ！　新しい敵が来たと思って、死ぬかと思ったじゃない！」

「だったら、次はお前も声かけてくれよ！　お前が俺に同じ事をした時の台詞せりふと全く同じだぞ！」

　目に涙なみだを溜めた美希がモニター越ごしに喚わめき散らし、蓮が大声で怒鳴った。

　すると美希は言葉を失い、沈痛な面持ちで「だって」と小さく呟つぶやくだけになった。

　気丈な彼女が涙を浮うかべていたのも無理は無いほど、フィリアの神器はボロボロになっている。手足の装甲には穴が空き、胴体も一部の装甲がめくられ、中のパーツが見えている。

　もう少し遅かったら、間違い無く神器が消失し、美希達は連れ去られていた。その映像が妙みように血なまぐさく鮮明に頭に浮かんだ蓮はたまらず頭を振って、イメージを振り切った。

「蓮。人の服の中身を見るなんて、変態」

「フィリアって、そこに恥はずかしさを感じるのか!?」

「冗じよう談だん。助かった。あなたの口が悪くなっていたからびっくりしただけ。試してみたけどやっぱり昨日より口が悪い」

「ごめん。って、何で助けに来た俺が謝ってるんだろ？　まぁ、良いや。時間が無い。フィリアと美希は早く離脱しろ。俺がこいつらを全すべて落とす」

「了解。この場は任せる」

　あっさりと受け入れたフィリアは神器を翻ひるがえし、地上に降りていった。




　○




　機体が勝手に動いたせいで、美希は不満の声をあげた。

「ちょっ、フィリア！　何を勝手に」

　そして、苛いら立だちに任せて美希が振り返ると、息が止まるほど驚いた。

　フィリアが苦しそうに目を瞑りながら呼吸している。

　神器の欠損やダメージは直接本人にはリンクしない。

　それでも、損傷した部分を回復するために体力を奪われて、疲労という形で本人に症状が現れてしまう。

　美希が今までやってきた訓練では、これほどまでにフィリアが疲労したところを見たことが無かった。

　実戦だという実感が薄かった。昨日蓮と戦った時も勝てたし、訓練通りにやればやれるはずと、美希は思い込みすぎていた。

　一歩間違えれば死んでいた。ということにようやく気付いた美希は、その自分の未熟さに歯ぎしりし、膝に拳こぶしを叩きつけた。

「美希、落ち着いて。心しん拍ぱくと呼吸が……乱れてる。私は全て美希に捧げてる。でも、今は守れる自信がない。美希まで奪われたら私はこの世界にいられない」

　ボロボロになりながらも、心配してくれるフィリアに、美希は何も言うことが出来ず、ただ黙だまって、近づいてくる地上の景色を見るしか無かった。

　第一世代で英えい雄ゆうとして、皆みなから慕われていた兄と違ちがって、なんて自分は不ふ甲が斐いないのだろうか。

　美希はその悔しさに声を出すことが出来ず、謝罪の言葉すら出せなかった。

　それでも、せめてもの気持ちを伝えようと、美希は必死に口を動かした。

「フィリア……私……もっと……もっと」

「うん。もっと強くなろう美希。だから、今は生きるためにみんなに任せよ」

　フィリアは美希の前で小さく笑うと、空を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る白い翼つばさを指さした。




　○




　蓮は目の前に立ちはだかる敵の位置を確認し、剣を構えた。

「この数……やるしかないよな」

　フィリアが離脱したことで、蓮とエリーは敵に囲まれてしまっている。
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「ターゲットを確認。あれが撃破対象か。レイア投入は合図まで待て」

　敵機の一言で、猟犬達はその戦力の大半を蓮とエリーに向けてきた。

　二十八機の黒い猟犬に囲まれるも、蓮は落ち着いていた。

「狙いはもともと俺達で、他の奴やつらはついでってことか。エリー大だい丈じよう夫ぶか？」

「えへへ……そこら中熱くて痛くて、お腹なかも空くけど、蓮のおかげで意識がハッキリしてるだけマシかな」

「もうちょっと我慢してろよ。すぐ片付けるから。俺も何か幻聴が聞こえてきたし……」

「うん……。任せたよ……。蓮なら大丈夫。レイアの声にも負けないはずだから」

　蓮は幻聴を振り払はらうため、目を瞑って大きく息を吸いんだ。

（戦え。私の全てを使って戦え。私はERIE）

　蓮の頭の中に少女の声と思われる幻聴と、色々な戦い方が浮かんでは消えていく。

　何な故ぜか不安は感じない。それどころか、蓮の意識が神器と一体化していくのを感じていた。

　静かに、そして、冷たくなっていく心に比例して、神器に蒼い粒子が渦を巻きながらまとわりついていく。

「行くぞ！」

　蓮の感情とともに粒子の渦が爆発し、神器が甲かん高だかいうなり声をあげながら、猟犬機に肉にく薄はくする。

「まずは一機落とす！」

　しかし、猟犬機も人が乗っていて、でくの坊ではない。

　エリーから派生した一つの個体として戦う生体兵器だ。

　蓮の放つ攻撃に対して、ブレードを振ふって反撃してきた。

　だが、蓮とエリーは敵機よりも遥はるかに速く動いた。

「甘あまい！」

「なっ!?　速い!?」

　敵が驚いた時には、既に蓮の攻撃が決まっていた。

　蓮は振り下ろされたブレードを弾はじき飛ばし、猟犬機の胴体を蹴けって吹き飛ばすと、相手が吹き飛ぶより速く飛び、後ろに回り込んだ。

「んでもって、遅いっ！」

　蓮が叫びながら敵の六枚の翼を一刀で切り落とすと、近くにいる別の敵機に向けて、背中を蹴り飛ばした。

　破損した猟犬機を盾たてに、敵の攻撃をやり過ごし、そのまま敵同士をぶつけて体勢を崩くずす。

　そして、その二機の上から円を描えがくように回り込み、上下逆さまになりながらブレードを振り抜ぬいた。

「これで二機！　あと二十六機！」

　蓮は自分を鼓こ舞ぶするように敵の数を叫んだ。

　絶望的な数だが、やるしかない。生き延びたければ、戦って勝つしかないのだ。

　足を止めれば、一瞬で殺される映像が何度も蓮の頭の中で繰り返され、心がくじけそうになる。

　しかし、その度たびに、必ず蓮自身の声とレイアの声、そして、聞いたことのない男性の三つの声が蓮の頭の中で鳴り響ひびいた。

（戦え！　一機残らず、敵を全て切り落とせ！　相手を殺して生き残れ！）

　怖おじ気けづきそうな心を奮い立たせる言葉が、蓮の頭を支配し、生きるための闘争本能を呼び覚まそうとしている。

（敵を食らえ。力を奪え。生き残るのはエリーではない。お前だけだ）

「うおおおおおお！」

　神経で繋つながった神器が、蓮の叫びに応こたえて粒りゆう子しと翼の共鳴音で叫び返している。

　その様子は人類の敵である猟犬機と同じように、獣けもののようだった。

「……蓮」

　エリーが声をかけるが、興奮している蓮の耳には届かない。

　蓮の頭の中では脅迫するような声までもが、鳴り響いていたのだから。

（倒さなければ、君を廃はい棄きし、代わりの素体に《ERIE》を埋うめ込む。君が苦しむのは、全て不完全であるシステム《ERIE》しか持たないレイア、君のせいだ）

「次はお前かあああああ！」

　蒼い光刃を振りかぶりながら、蓮が次のターゲットに向けて神器を飛ばす。

「プロトタイプエリーの想定戦闘力を更新。全機、ハイグラビティブーストモードへ移行。狩かり殺すぞ。コンバットパターンＦ」

「了りよう解かい。リミッター解除。ハイグラビティブーストモードへ移行。コンバットパターンＦ」

　猟犬達の声が空に響き、彼かれらの装そう甲こうが粒子の噴ふん射しやとともに一いつ斉せいに割れて変形する。

　ただでさえ大きい六枚の翼が、更さらに一回り巨きよ大だい化かし、黒い鳥が翼を大きく広げているように見えた。

　空に散っている緑の粒子が、光を曲げているのか、世界が陽かげ炎ろうのように歪ゆがんでいる。

（私がお姉ちゃんを殺して、ERIEを奪えば、私は自由だ。だから、目の前の敵を全部殺さないと。私の命は奪うばわせない）

　幻想的な景色の中で、幻聴はまだ蓮の頭の中で鳴り響いている。

　幻聴がよりハッキリするに従って、蓮の記き憶おくの中に映るエリーの姿が赤い血で塗り潰されていく。

（違う。こんなのは俺の記憶じゃない！）

　蓮は必死に塗り替えられていく記憶を否定しようとしたが、声が出なかった。

　そして、最後には公園でエリーと初めて会った記憶までもが改変され、血まみれのエリーの前にニッコリ笑うレイアが立っていた。

（これはレイアの見せる幻覚だ。俺もエリーも生きている）

「俺の大事な人はもう奪わせない！」

　自らの意志に反し蓮の身体が勝手に叫ぶ。

　機体がブレードを構えると、エリーの神器を中心に粒子の波が発生した。

　一瞬の加速で粒子の波を機体が追い抜くと、猟犬機に向けて突とつ撃げきしていた。

　そして懐に飛び込むと、一振りで敵の胴体と脚部を二つに切り離す。

（そうだ。殺し尽くせ！　エリーに対する恨うらみの全てをぶつけろ！　後に残る《ERIE》はただ一人！　お前だレイア！）

（この声……そうか。お前か。お前がエリーとレイアをこんな関係にした元げん凶きようか！）

　声とともに頭にちらつき始めた四角い眼鏡めがねをかけた白衣の男に対して、蓮は叫んだ。

　エリーを殺すために、全天開拓府がレイアを洗脳したのだ。

　その洗脳を蓮も今受けてしまっているせいで、蓮の意識が狂くるって身体を奪われそうになっている。

「プロトタイプエリーだろうが、一機だ！　全機攻こう撃げきを合わせろ！」

　敵の一声で空が赤い粒りゆう子し砲ほうで埋め尽つくされ、一瞬で機体が囲まれた。

　三百六十度どこを向いても、敵の攻撃が迫ってきている。

「どんな攻撃だろうと見えてるんだよ！」

　針の隙すき間まを縫うように、機体を操り、敵の作った粒子の牢ろうから脱出する。

（本物のシステム《ERIE》を奪え。そうすれば、お前の望みは全て叶う。死にたくなければ、己の意志を捨てて戦え）

（違う！　俺はそんな力が欲しいんじゃない！）

　蓮は幻聴に抗あらがい続けていたが、身体の自由は消えていた。

　代わりに幽体離脱したように、コックピットの中が見え始める。

「殺す！　俺の大切な物を奪った敵は全て殺してやる！　俺の命は奪わせない！」

　蓮は勝手に叫んでいる自分の顔を見て、戸と惑まどいを覚えた。

　左目は赤く染まり、顔の半分が銀色の液体に覆おおわれ始めていたのだ。

　その目は人の物では無く、エリー達と同じ、神器が持つ宝石のような赤い瞳ひとみになっている。

　肉体が神器化している。蓮はそう直感的に判断した。

「蓮……？　神器因子の生体金属に浸しん食しよくされてる？　ダメ。レイアに飲み込まれたら、蓮の人格が消えちゃう……蓮が神器になっちゃうっ……」

　自分の身体の向こう側で、蓮に向けてエリーが苦しそうに手を伸ばしていた。

　その手を蓮の身体は気にも留めていないようだった。

「俺は戦うために生まれた。全てを排除するために生きている！　俺は進化して、俺が静かに生きる世界を取とり戻もどす！　《ERIE》は俺だけの物だ！」

　蓮の振るう刃が相手の腕を切り落とし攻撃を封ふうじる。続けて動きを封じるために翼を切り落とした。

　蓮の身体が浸食されればされるほど、機体の動きが鋭くなり、敵を次々に切り伏ふせていった。

　敵の動きが手に取るように分かり、どのように動けば仕留められるかすぐに分かる。神器によって拡張されていく能力は、ちょっとした未来視のようになり、機体はその通りに動かせて敵を倒していく。その感覚は全てを見透かす神にでもなったような物だった。神器というのは神経を繋ぐ器ではなく、神になるための器だったのではないかと、蓮が直感的に思うほどの万ばん能のう感だ。

「絶対に……私の……蓮は飲み込ませないっ……！　私が倒れてもいい。私の大事な人を奪わせるものか！　ジェネレーター強制解放プレスブロウ！」

　エリーの悲痛な叫びとともに神器を中心に大爆発が発生し、緑に輝く光の奔流が辺り一帯を包み込んだ。その光の中、優やさしい声だけが蓮の耳に届く。

「蓮……もう大丈夫……だから」

　自分のエネルギーを一瞬で全て放出する自爆技を使ったエリーは、程ほどなくして意識を失い前のめりに倒れた。

　モニターにはエネルギー切れを知らせる警告が現れ、コックピット内部が警告音で騒がしくなる。

　その騒々しい音が幻聴を消してくれたのか、蓮の頭の中の声も段々とかすれ始めていた。

（君の望む自由な未来は君のクローンであり、姉であるエリーを殺した先にある。君がオリジナルのシステム《ERIE》を手に入れることが出来れば、我々には君の生活を保障する用意がある）

「違う！　エリーはそんな与あたえられる未来を望んでなんていない！　お前がエリーと同じだって言うのなら、お前もそうだろうレイア！　お前は神様になろうとなんてしてないじゃないか！」

　蓮が力の限り言葉に抗うと、いつのまにか視界は自分の身体に戻っていた。

　蓮の頭の中に流れていたイメージと言葉は完全に消えている。

　蓮はレイアの呪のろいに何とか打ち勝った。

「エリーはこれに耐たえていたんだ」

　エリーが言っていた《むかついてくる》という言葉の意味が、ようやく蓮にも理解出来た。

　相手を倒すことだけが頭を支配する。

　その際に使われるのが、レイアの戦いの記憶だ。殺されるという感情を植え付け、身を守るための本能を呼び起こす。

　全天開拓府の人間は様々なトラウマと叶えることのない希望という幻想で、レイアを洗脳したのだ。

　蓮の中には猟犬機に全てを奪われたトラウマと憎しみがあった。

　エリーを失い、孤こ独どくになりたくないという恐きよう怖ふもあった。

　レイアの暗い記憶で自分の記憶を塗り替えられ、神器によって恐怖の感情が増強された。

　そして、気がつけば自我を失い、ただ戦うことだけに頭を飲み込まれる。

　心を失って、神器と一体化し、まるで新たな生物になったかのような感覚は、気分が良い物ではなかった。

　エリーが自分の身に何が起きたか分からず、ぼんやりしていたのも、納なつ得とくしてしまうほどの洗脳プログラムだ。打ち勝つことは出来たが、二度とごめんだと蓮は思った。

　背中は汗あせのせいで服がべったりとはりつき、呼吸も全力疾しつ走そうしたかのように乱れている。

　痛む頭を押さえながら前を見ると、モニターが真っ暗になり、警告音すら消えていた。

　不気味なほど静かになったコックピットの中で、蓮が恐る恐る後ろを振り向く。

「エリー……？」

　蓮の呼びかけに、エリーは目を瞑ったまま応じなかった。

　蓮はエリーの呼吸を確認するために、口元に指を近づけた。すると、わずかに暖かい息がかかる感覚があった。

「良かった。生きてる……。またお腹が空いて、動けないとかか？」

　冗談のつもりで、軽く笑いながら声をかけてみるが、一切の反応が返ってこない。

「おい！　エリー！　目を覚ませよ！」

　蓮がエリーの肩かたをゆさぶるが、エリーの首が力無く前後に揺ゆれるだけで、起きる気配を見せなかった。

「冗談だよな？　だって、息はしてたし、神器は消えてないし……。一体どうなったんだ……？」

　蓮が思わずたじろいで、後ろに下がると、モニターに頭をぶつけた。

　その瞬しゆん間かん、重たい金属音とともに、神器が大きく揺れた。

　突然の揺れに蓮は戸惑うが、エリーは相変わらず意識を失ったままだ。

　暗いモニターのせいで、何が起きたのか理解出来ない蓮に、胸ポケットに入っていた学生端たん末まつに着信が入った。

「フィリア、蓮と繋がったの!?」

「うん。蓮の学生端末が破は壊かいされていなければ繋がっているはず」

　学生端末越ごしに美希とフィリアの声が聞こえる。

「美希とフィリアか!?」

「蓮、エリー！　どうしたのよ!?　神器間の通信にも答えないし、早く逃げなさい！」

「逃げろ？　ごめん、まず先に何が起きてるか教えて貰もらって良いか？　モニターが真っ暗なんだ」

「何!?　あんた達何が起きたのか分かってないの？　吹き飛ばした敵がまだ生きていて、今あんた達を囲んでいるのよ！」

　美希が言うには、動きが止まったエリーに対して、生き残った猟犬機の群れが取り囲み、砲撃の準備を整えているということだった。

　わざわざ生け捕りにする必要などない。

　システム《ERIE》を恐おそれた彼らの目的は、エリーごとシステムを消滅させることだと、蓮は気付いた。

　このまま、エリーが目を覚まさなければ、間違い無く二人はここで死んでしまう。

「エリー起きろ！　起きろってば！　お姉ちゃん！」

「蓮……」

　蓮の叫さけびに、虚うつろな目を見開いて、ぼんやりとした口調でエリーが呟く。

「良かった……。目を覚ました」

　ようやく意識の戻ったエリーを見て、蓮は長いため息を吐きながら、全身が脱力するのを感じた。

「……死なせない。……全部、私が片を付ける……。システム《ERIE》再起動……」

「エリー？」

　虚ろな目のまま、エリーがぶつぶつと呟くと、画面に明かりが灯り、小さな数字がモニター上で何重にも並び巨きよ大だいな円を描いていた。

「……エネルギー残量ゼロ。……補給手段経口摂取は不可能。……敵性個体多数」

「お、おい!?」

「ジェネレータープログラム、機関反転、零点回帰ゼロシフト起動……」

　数字が消えると、モニターが復活し、外の映像が映し出された。

　どの敵機も最大火力を撃うち込もうとしているのか、蒼い稲妻のような光が至るところで火花を散らしていた。

　もう、間に合わない。蓮がそう思った瞬間だった。

「全員っ……落とす！」

　エリーの目が炎を灯したかのように輝かがやき、力強い雄お叫たけびをあげた。

「粒子が集まってくる？」

　蓮は自分の目を疑った。

　水を吸い寄せる渦の中心にいるかのように、エリー一点に向かって粒子が集まってくる。

　その勢いがあまりにも強く、全敵機が空中で体勢を崩していた。

「エネルギーが回復してる……」
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　蓮も思わずその光景に息を呑んだ。

　ゼロだと表示されていたエネルギー残量がみるみるうちに回復し、限界を突とつ破ぱしている。

　食事も無しに再起動したエリーは、汗びっしょりになりながらも笑っていた。

「あはは……良かった。蓮は無事だったんだ」

「エリー大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん。大丈夫。だから、後もう一頑張りしよ。ターゲットマルチロック。砲撃準備は出来てるよ」

　エリーが前を震えながら指さすと、体勢を立て直した全ての猟犬達にロックオンマーカーが現れていた。

　エリーはまだ自我を保っているように思えたが、顔色は良くない。

　蓮はその顔を見て、少しでもエリーの不安を取り除けるよう精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを作ってみせた。

「分かった。この後、一いつ緒しよにたくさんご飯を食べよう」

「えへへ。楽しみだな……出来ればみんなで一緒に……」

　消え入るようなエリーの声に、蓮は急いで自分の席に戻るとトリガーを引いた。

　打ち上げられた光の束が分散し、敵機へと降り注ぐ。

　全てを滅ぼすような光の雨が猟犬機ベルドツグ達たちの装甲を食い破り、次々と機体を砕くだいていく。

　機体を砕かれた猟犬達は元の姿を現し、その場へとばたばた倒れていった。エリーとは見た目が全然違っていて、男性型も交じっている。

　敵パイロットの人間の方は状じよう況きようが全く理解出来ていないのか、ぽかんとその場に立ち尽くしていた。

「勝った……」

　立ち上がり、襲いかかってくる敵はもう一機もいない。

　機械の肉体を失い、動かなくなった猟犬達を見て、蓮は自分達の勝利を確信した。

「やったぞエリー。俺達の勝ちだ」

　蓮が振り返ると、エリーは目を閉じて前まえ屈かがみになるよう座すわっていた。

「……そっか。勝てたんだ。ね？　言ったでしょ？　蓮がいれば私は大丈夫って。レイアに飲み込まれなかったよ」

「うん。だから、早く休めよ。もう良いんだ。レイアと違って、エリーは自分の意志を決められる自由があるんだから……。無理しないで」

「私はお姉ちゃん……だからね。大事な人のためならこれぐらい――」

　エリーの言葉の途と中ちゆうで、機体がぐらりと前のめりに倒れた。

　蓮の目の前が一いつ瞬しゆん真っ白な光に包まれると、身体の上にエリーが覆い被さるように倒れていた。

　機体を展開する力すら、エリーにはもう残されていなかったようだ。

「ごめん……限界。でも、良かった。蓮はちゃんと人間のままだ。神器に取り込まれてない……」

　弱々しい笑みを浮かべ、蓮の目を真まっ直すぐ見つめているエリーが消え入りそうな声で喜んでくれている。

　エリーは動くことも出来ないほど消しよう耗もうしているようで、蓮の上で全く動こうとしなかった。

「ありがとう。エリー。俺おれを人間のままにしてくれて」

「お姉ちゃん。だからね」

　エリーの優しさと強さに蓮は感謝しきれず言葉を失った。

　蓮が神器と同化するのを防ぎ、蓮の意識を取り戻したのはエリーのおかげだ。

　お姉ちゃんだから。という言葉で片付けるには無理をし過ぎている。

　蓮は感謝の言葉の代わりに、思いっきりエリーの身体を抱だきしめた。

「痛いよ。蓮」

「生きててくれてありがとう……。守ってくれてありがとう。エリー」

「ううん。一緒にいてくれた蓮のおかげ。私の方こそありがとう」

　二人で生き残る。

　誓いを守れた蓮もエリーの笑顔につられて、安あん堵どの笑みを浮かべた。

　チョコバーを取り出した蓮は袋ふくろを破ると、エリーの目の前に持っていった。

「ほら、口開けて」

「さすが蓮……私のこと良く分かってるね」

　エリーが小さく口を開けた所に、蓮がそっとチョコバーを入れた。

　よほど疲つかれているのか、顎あごの動きが随ずい分ぶんとゆっくりだ。

　でも、時間は十分にある。

　ゆっくりお菓か子しを食べて休める程度の戦果を二人はあげたのだ。







第七章「オリジナル＆レプリカ」







　苦労をもう一度労ねぎらおうと、蓮れんの手がエリーの頭に触ふれた瞬間、目の前で火花のような光が散った。

（アハハ。さーすがお姉ちゃん。やっぱり因子を移植だけじゃ勝てないよね！　それに、思ったよりパイロットの人間が頑張っちゃった？　まさか、私の神経介入ハツキングに耐えきるなんて）

　一瞬の閃せん光こうと同時に、蓮の頭の中にレイアの声がこだました。

「レイアの声……？」

「させないっ！」

　エリーの声が聞こえた瞬間には、蓮は神器アークのコックピットの中にいた。

　目の前では赤い光の柱が地面に突き刺さり、オレンジ色の爆風が機体を飲み込んでいる。

「さすがお姉ちゃん。今のを避よけるんだ。偽物レプリカ達より反応が良いよ」

　無邪気な少女の声が戦場に響き渡る。

　その声に蓮が上を向くと、赤い炎の膜に包まれた黒い鳥が降ってきているのが見えた。

　モーテルは宇宙にいた敵は一機だけだと言った。モーテル達の代わりに敵が来たということは、モーテル達に何かがあったということだ。

　背筋が凍るほどの悪寒を覚えた蓮は、慌あわててモーテルに通信を繋いだ。

「義か母あさん！　大丈夫か!?」

「ごめん蓮。みんな生きているけど、追いかけられる力は残ってないわ……翼が回復するまで動けそうに無い。相手が完全複製機フアーストレプリカなんて聞いてないわよ。精せい鋭えい五十人が一瞬で壊かい滅めつしたわ……」

　エリーも一機で三十機弱の敵機を殲せん滅めつしたが、レイアの方も一機で五十機の精鋭を落としていた。エリーを殺すために作られたレイアは外殻だけを模した量産型SE-Dより遥かに強いらしい。

「蓮、レイアと全盛期のエリーの力は互ご角かく。いえ、進化速度からすればレイアの方がより戦闘に適したスペックに進化しているかもしれない。ブランクのあるエリーを守れるのはあなただけ。逃にげてと言った手前申し訳ないけど、みんなを守るために戦って」

「……分かった。こっちは任せてくれ」

　モーテルとの通信を切ると、蓮はレイアの機体を睨にらみ付つけた。

　黒いエリー。蓮が受けたレイアの第一印象だ。彼かの女じよの記憶に触れた蓮はレイアの目的が何かを知っていた。

　エリーの代替品レプリカとして作られたレイアはエリーから全てを奪うことで、エリーに成り代わろうとしている。

　だが、それでレイアが救われる訳がないということを蓮は知っていた。

「止めろレイア！　その選せん択たくでお前が手にするのは今のエリーと同じ生き方じゃない！」

「どっちがエリーに相応ふさわしいか殺し合おう。お姉ちゃん！　勝った方がエリーだよ！」

　蓮の叫びはレイアの声と翼の駆動音でかき消された。

　レイアの機体は円状に広がる衝しよう撃げき波とともにさらに加速し、エリーのもとへと近づいて来ている。

「あ……。やば……。やっぱり身体の調子が悪いと意識が……。神器に意識が引っ張られる。蓮……ごめん。お姉ちゃんダメ……かも……」

　エリーの機体もすかさず反応すると、神器がブレードを構えて急きゆう上じよう昇しようをかけた。

　二つの白い衝撃波の輪が、近づいていき衝しよう突とつする。

「神器が勝手に動く!?」

　そこに蓮の意志は介在していなかった。

　エリーが己の意志だけで稼か働どうさせているのだろうか？

　だが、エリーの身体は気絶したようにぴくりとも動いていない。

「レイアアアアア！」

　それにエリーの声も人間の身体の方では無く、機内のマイクから聞こえてくる。

　コックピットには《SYSTEM ERIE operating》と赤い文字が表示されていた。

　その様子から蓮は一つの仮説を立てた。

　自分が経験した意識同化の更に先。エリーは戦いのために己を進化させ、完全に肉体と神器を同一化させようとしているのではないか。そうしてエリーを人工の神にして、レイアと殺し合う。レイアを生み出して、エリーを狙ねらう全ぜん天てん開かい拓たく府は、この神の力を欲ほつしているのではないだろうかと。

「プロトタイプエリー！　お姉ちゃんの全てを奪い取る！」

「私の物は何一つ奪わせない！」

　憎しみと怒いかりのこもった姉妹の叫び声が空でぶつかり、二機が光こう刃じんで切り結んだ。

　衝突した二機は互たがいの神器を押おし込もうと、出力を上げた翼が甲高い声をあげて大量の粒子を放出している。

「私もお姉ちゃんの記憶を見たよ。神器達たちの仇かたきの癖くせに救世主として期待されて、人間とも絆きずなが出来て、心を許せる人達がいる。お姉ちゃんの代わりに作られた私には、持っていない物がたくさんある」

　ほぼ密着している状態で、レイアは肩の上と下から翼の先せん端たんを回転させ、エリーに向ける。

　エリーに突きつけられたレイアの翼には青い電流が走り、赤い輝きを放っていた。

「それを全て私が貰うから！　今度こそ私は自由になる！　私を大事にしてくれる世界を手に入れてみせる！　私を虐しいたげる毎日を今日で終わらせてやるんだ！」

　レイアの執しゆう念ねんを感じさせるような叫び声とともに、粒子砲ほうの圧縮が進んでいく。

「エリー、避よけろ！」

「私は死なない……！　私も蓮も、武たけ雄おもハルトも、美み希きもフィリアも、お母さんも、学校のみんなも、お前なんかに殺させはしない！」

　圧縮砲に出力を持って行かれているレイアを、エリーが両りよう腕うでのブレードを振り抜いて弾はじき飛ばした。

　エリーは続けて両腕を前に突き出し、レイアの粒子圧縮弾だんに刃を突き刺した。

　制せい御ぎよを乱した粒子の塊かたまりが弾け、散弾のように飛び散り、エリーとレイアの神器に襲おそいかかる。







[image: ]







「アーハッハッハ！　痛いよ！　良いよお姉ちゃん！　楽しいね！　次はどうやってお姉ちゃんを殺そうか。新しい武器が欲ほしいのか。考えるのがすごく楽しい！　私の身体が突とつ然ぜん変異を繰くり返かえして疼うずいてるよ！」

　両機ともに装甲が焼きただれ、溶とけていた。

　それでも、レイアは狂きよう気きに満ちた笑い声をあげて、襲いかかってくる。

　エリーの方も虚ろな目を前に向けたまま、レイアに応戦していた。

　エリーが動かない代わりに蓮の前にあるモニターでは、様々な戦術パターンが構築され、膨ぼう大だいな数の枝分かれをしては、消えていった。

　その枝の先端には《神器Soul in着床planted》と表示されている。

「着床……。身体の方は反応が無いし、やっぱり神器と同化したんだ」

　蓮の手助け無しで、エリーが神器の全すべての能力を使って戦っている。

　エリーが神器と同化していなければ、なし得ない芸当だ。

　エリーはレイアと戦うために、肉体を捨て神器と同化する進化を選んだらしい。

　機械天使のさらに上、人工の神にエリーの存在が昇華している。その進化に対して蓮は拳を握にぎりしめた。

「ダメだエリー！　レイアに意識を持って行かれるな！　そんな進化を俺は望んでいない！　エリーだって望んでいないはずだ！」

　名実共に最強の生体兵器となったエリーだったが、蓮はエリーの進化を否定した。

　蓮は自分が味わった自我の無くなる感覚と、神しん化かする恐怖を知っているからだ。

　エリーが勝って生き延びても、エリーの意志が消えていたら、蓮の知っているエリーは奪われてしまう。

　エリーがいなくなれば、蓮はまた大事な家族を失って、一人ぼっちだ。

　力のなかった小さい頃ころと違って、エリーと共に戦う力を得た。それなのに、大事なところで力になることが出来ず、一番守りたいものを失ってしまうかもしれない。

（そんなことがあってたまるか！　俺はエリーを守るために戦うって決めたんだから！）

　今、神器と神経を繋げば、エリーを飲み込んだ情報が再度自分にも襲いかかるかも知れない。

　それでも蓮は恐れず座席に座り、エリーとの接続を要求した。

　エリーが何度も言ってくれた心で繋がっているという言葉を、一緒にいればお互いの心は失われることがないと信じて。

「神経接続リンク。エリー戻ってこい！」

　蓮が神器との接続を要求すると、コックピット内が赤く光り、画面に警告が表示されてしまった。

《警告。神器因子の覚かく醒せいにより、神器保因者の同化もしくは取り込みを確かく認にん。パイロットは汚染防止のため神経接続を直ちに解除し、自爆シーケンスを起動せよ》

　今のエリーは神器の構造を常に変化させていて、蓮を神器のパーツとして飲み込む可能性がある。

　神経接続をしようとしたら警告が発せられたのは、人間を守るための防衛機構だろう。

　エリーを助けるために、彼女と繋がろうとすれば人間として戻れる保証はない。

　きっと、この警告もエリーが残してくれた、彼女なりの優しさだ。

　そう思って蓮が後ろを向くと、虚ろな目をした人形となったエリーがいた。

　いつもの明るい活発なエリーからはかけ離はなれている姿を見て、蓮は拳こぶしを強く握る。

　こんな状態になっても、エリーは蓮を守ってくれようとしていた。

「言っただろ。俺がエリーをフォローするって。エリーは見つけてくれるって、俺を信じるって。エリー待ってろ。今度は俺が助ける番だ」

　蓮は意を決すると、警告を無視して神器に要求した。

「神経接続要請。エリーと俺を繋げろ！」

（蓮……どこ？）

　エリーの声が蓮の頭の中に響くと同時に、雷が落ちたかのように目の前が光った。

　目を閉じていたはずなのに、目の前が真っ白になるほどの衝撃で、ハッとして目を開けた。

「今のは……エリーの声？　でも、拒きよ絶ぜつされた？」

「レイア……。あなたを今度こそ殺す！　私の手で、この下らない進化の幻想を終わらせる！」

　接続を拒きよ否ひしたエリーは、やはり身体からではなく、マイクを通じて叫んでいる。

（人間に私の邪じや魔まはさせない！　お姉ちゃんの完全な《ERIE》は私が奪うんだから！　私が本物の神器になるんだから！）

「レイアの声？」

　エリーの代わりに蓮の脳内に響いた声はレイアの物だった。

　レイアがエリーを浸食しているのなら、蓮とエリーの神経接続を邪魔されてもおかしくはない。

「レイア！　あなたにオリジナルの私は倒せない！」

　叫ぶエリーが右腕うでのブレードを神器の前に構え、左腕のブレードを神器の陰かげに隠かくすように後ろへ構えた。

　そして、六枚の翼つばさから六本の粒子砲を発射し、粒子の矢とともに、エリーが神器を急上昇させた。

「昨日やったやつだね！　来なよお姉ちゃん！　私も出来るんだからさ！」

　まるで、鏡のように、レイアも同じ構えで、同じように光の矢を伴って急降下する。

　白と黒、家族の絆は一いつ切さいないとは言え、同じ神器構造とシステム《ERIE》を埋められた姉と妹だ。

　蓮から見ても、力量はほぼ互角で戦い方もよく似ていた。

「だから、もうお姉ちゃんはいらないんだよ！　私に自由を渡して消えてよ！　今度は私が幸せになる番なんだから！」

「私の物は奪わせない！　街も蓮も友達も何一つ！　残るのは私だけだ！」

　光の矢が衝突し、光刃が切り結ばれる。

　エリーが上から攻撃すれば、レイアは下から迎え撃ち、レイアが右から仕掛ければ、エリーは左からカウンターを狙う。

　一進一退の攻防で、限界を超こえた戦せん闘とう機動に装甲や関節部が悲鳴をあげ、蓮の前に広がるモニターが警告で埋まっていた。

　そして、異常が増えるにつれて、エリーの身体が銀色の金属に侵され始めた。

　人体のパーツ化が進行しているのか、蓮が神経接続した時と同じように、青い光の点てん滅めつがエリーの頭に向けて流れている。

　このまま戦せん闘とうが長引けば肉体まで失われてしまいそうな様子に、蓮は歯を食いしばった。

「諦あきらめるものか！　絶対に、絶対にエリーを元に戻すんだ！」

　蓮は何度も神経接続を試みたが、レイアに邪魔されてエリーと繋つながることが出来なかった。

「繋がれよ！　俺おれ達たちの身体の相あい性しようは最高なんだろう!?　エリー！」

　座席を拳で叩き、行き場のない怒りと焦あせりをぶつける。

「考えろ。エリーと繋がる方法は何かないのか……。あれ？」

　蓮は自分の手を見ると、白い光を放つ銀色の液体金属が広がっていることに気がついた。

　神器化しかけた時に付着した物だと思ったが、明らかに面積も広がっている。

（俺もエリーの中にいるせいで神器化が進んでいるのか？）

　金属に映る自分の瞳は人間の黒目だ。

　恐らくエリーのおかげで、頭を浸食したレイアの因子が抜ぬけたのだろう。

　だが、エリーが暴走したせいで、今度はエリーが蓮の身体を浸食している。

「レイアのせいで人を拒こばむっていうのなら、人じゃなくて神器として繋がれ！」

　蓮はエリーの額に手を伸のばし、もう一度、祈るように叫んだ。

「神経接続リンク！　エリー、聞こえるか!?」

（蓮？　どこ？　……ごめんね。また一人ぼっちにしちゃったかな……）

「ちゃんと隣となりにいる。だから、早く戻ってこい」

　エリーの声が今度はハッキリと頭の中で聞こえた。

　蓮の思った通り、神器としてならばレイアの邪魔をすり抜けられそうだった。

　だが、蓮の声がエリーに届いている様子は無かった。

　手が神器化した程度では、エリーと同化するには足りないようだった。

「手の神経だけじゃ足りないって言うのなら……」

　蓮は大きく息を吸い込むと、一つの覚かく悟ごを決めた。

（大だい丈じよう夫ぶだ。俺は一人ぼっちじゃない。エリーがいてくれる。たとえ、この神器と一体化しても、俺はエリーと一緒にいられるんだから！）

　蓮の今までの生活が、美希とぶつかる原因になった自分の考えが、エリーの過去を知っても受け入れようとした自分の心が、迷わないように背中を押してくれる。

　人と神器、そんなものなんて関係なく、蓮とエリーは弟と姉の家族だった。

　それは蓮が神器に変わっても、エリーが人間に戻っても、変わらない大事な絆だ。

　変わらない絆があれば、自分が変わってしまうことは受け入れられる。

　守りたいものを何も出来ずに奪うばわれることが、蓮にとっては何よりも怖こわかったのだから、それぐらいのことは些さ細さいなことだった。

「受け入れてくれるよね……お姉ちゃん。俺も人間を少しやめるよ」

　エリーと繋げる神経を神器化させるために、蓮は自分の手に付いた金属を額に押しつけた。

「ああああああっ!?」

　悲鳴をあげてしまうほどの酷ひどい頭痛に襲われ、目が燃えるような熱を持ち始めた。

　神経が焼けるような感覚に、意識が飛びそうになる。

「はぁ……はぁ……待ってろ……エリー……」

　数分のように感じた痛みから蓮が解放されると、金属に映った左眼が赤く変色していた。

　神器の眼は全員に共通して赤いことから、蓮は神器化に成功したことを確信する。

　人ではなくなったことに対する不安は感じなかった。

　蓮は浸食を恐れずにエリーの太ももの上に腰こしを下ろすと、彼女の身体をしっかり抱きしめた。

「神経接続！　レイアにエリーは絶対に渡さない」

　最後に蓮はエリーと自分のおでこをピッタリ合わせると、彼女の身体をより強く抱きしめて、目をつむった。

　すると、蓮の頭にエリーから青い光が伝わり、レイアの記き憶おくが流れ込んできた。

　首輪を鎖くさりで繋がれたレイアには手かせと足かせが取り付けられ、独房のような部屋に暮らしていた。

　そして、定期的に部屋から連れ出されては神器達と戦い、戦闘が終わればまた鎖に繋がれていた。

　自由の無い戦いの日々を、一人で生き抜くレイアの表情は次し第だいに暗くなっていった。

（誰だれか私を助けて。この首輪を外して……）

　映像とともに少女の声がする。エリーの声にもレイアの声にも聞こえる。

「逃げたら分かっているな？　レイア。作戦行動範囲外に出れば、君の首輪は自動的に爆ばく発はつし、神器の核ごと破壊する。だから、戦え、戦ってエリーを超えろ」

（お姉ちゃん私を助けてよ！）

　男の声が交じり、少女の悲鳴が続く。

　蓮が飲み込まれた時と同じ記憶だ。あの時もレイアの記憶が段々と自分の記憶のように塗り変わっていた。

　エリーの暴走も同じ原理だ。

　エリーの記憶とレイアの記憶を混同させ、憎しみと絶望から生まれる生存本能を呼び起こした結果、システム《ERIE》が戦いのための進化を選んだのだろう。

　だが、蓮はその声に惑わされなかった。

　蓮はレイアの洗脳に対抗するように、エリーとの記憶を思い出していた。

「……エリーはもうこんなところにいない。エリーはずっと俺の隣にいる。今までも、そしてこれからもだ！　エリー！　俺はここだ！」

　蓮が大声で叫び、エリーの名を呼ぶ。

（何で私だけ一人ぼっちにされて、何もやらせてくれないの？　もう嫌いやなの。殺してでも止めてよ……）

「好きな食べ物はって聞かれて、チョコレートと大盛り！　って答える所とか、よくお腹なか空すかせて目を回すとことか！　間ま抜ぬけな所もあるけど！」

　蓮はもう一度大きく息を吸い込んで、拳を強く握りしめた。

（じゃないと私があなたを殺すよ！）

「いつだって優しくて！　ちゃんと人のことを考えてくれる女の子だ！　こんな痛くて辛つらい世界は、似合わないぞ！　だから、俺の所に戻もどってこい！」

（だから私を殺してよ！　お姉ちゃん！）

　蓮はレイアの声に惑わされないよう強く握りしめた拳を胸にあて、楽しい思い出を紡つむぎ出した。

「一緒に甘あまい物食べて、同じ映画を観て、同じゲームをやって、同じ物を学んだ。俺が持ってない漫まん画がだって読んでる。それで、一々姉物の漫画ばっかり俺の本ほん棚だなに仕込んで来たな。エリーだって覚えてるだろ？　俺達の記憶はこんな物じゃない！　これから作る記憶だって、きっと楽しいはずだ！　俺はずっとエリーと一緒にいるから！　お姉ちゃんを一人にするものか！」

　進化の方向性をエリーの願いが決めると言うのなら、エリーが望む未来で過去を塗り替える。

　蓮の叫びに呼応するように、レイアの戦場の記憶が、徐じよ々じよに姉きよう弟だいとして暮らしたいつもの光景に塗り替えられていく。

「俺がずっと一緒にいたいって望んでいるんだ。エリーは戦う道具でも、進化のための希望なんかでもない。俺の家族だ！　誰にも渡さない！　俺はここだエリー！」

　蓮の大声で映像にヒビが入り、世界が砕けた。

「えへへ……やっぱり蓮だ」

　崩壊する思い出の中、聞き慣れたエリーの声が聞こえた。

「本当に見つけてくれた」

　まるでホログラムが映し出されるように、エリーの姿が現れると、彼女は嬉しそうにニッコリ笑った。

　崩ほう壊かいした世界は気付けば、蓮がエリーと初めて会った時の公園へと姿を変えている。

「言ったろ。絶対見つける。って約束したからな」

　何とかエリーの心を見つけた蓮は、もう見失わないように、しっかり彼女の身体を抱きしめた。

　恥はずかしさは微み塵じんも感じない。

　ただ、助けられた安心感と、エリーと一緒にいられる安堵感が胸の中にあふれていた。

「エリーお姉ちゃんのバカ。心配したよ……」

「何よ。バカ蓮。さっきまでレイアに取り込まれかけて、散々お姉ちゃんに心配させた癖に。一人ぼっちにしたら、すーぐ甘えてくるんだから。……目が赤いし、神器化してるじゃない。本当にバカなんだから……」

「お互い様だろ。バカ。エリーだって昔っから一人になると寂さびしい癖に」

　バカと言い合っているが、蓮もエリーも安らかに微笑ほほえんでいた。

　蓮が神器化していることにも気付かれてはいるが、責めてくる訳でもない。

　今までと同じように優やさしく抱きしめ返してくれることが、何よりの答えだ。

　蓮の気持ちはしっかりエリーに通じている。

「ねぇ、蓮。私はさ、望まれたのとは違ちがう形で生きることを強いられて、そこから逃げたけど、こうやって一緒にいてくれる蓮がいて、私はやっぱり幸せなんだ」

「俺だってエリーがいてくれた。一度全部失ったのは不幸かも知れないけど、俺はエリーがいて、義母さんもいて幸せなんだと思う。俺達とレイアはやっぱり違うよ。あいつはずっと一人で、生きるために戦い続けてきた」

「ねぇ、蓮。お願いがあるんだ」

「なに？」

「蓮にも聞こえたんだよね？　レイアの声」

「うん。全部聞こえたよ」

「あの子は……この世界を脅おびやかす敵なのかもしれない。でも、戦いたくないと思っても、逃げたら首輪が爆発して殺される。私が逃げたから、レイアは生きるためにみんなと戦わないといけない」

　その先に何を言われるかは蓮にも想像がついた。

　言葉につまりながら、必死に言葉を探しているエリーの様子で、蓮にとっては受け入れがたい内容であることも伝わっている。

「レイアは逃げられなかったもう一人の私だから、私のせいで戦わされているだけだから、助けてあげたい。それが私の罪滅ぼし」

「エリーがそうしたいのか？」

「うん。私にあの子は殺せない……。私とあの子の違いは、ここで蓮がチョコレートをくれたかどうかの違いだけ。地球にいても私の生活は窮屈だった。蓮がいなかったら、人に戻る意志無しって判断されて、レイアと同じで兵器として戦うことだけを求められたかもしれない。だから、分けてあげたいの。私が貰もらった物を全部、もう一人の私に」

　エリーは迷わずに言い切った。

　凜りんとしていながらも、優しさを感じられるエリーの態度に、蓮はやはりお姉ちゃんなんだなと感じた。

　何ど処こまでも真っ直ぐで、家族のために頑張ろうとしてくれる。そこにレイアが含まれていることは蓮も分かっていた。

「レイアの助けて、っていう声を俺も何度も聞いた。助けられないなら、殺してくれ、とまで言っていた」

「……うん。私も蓮と会うまではそうだった。でも、今は生きていたいと思う」

「レイアはエリーみたいに自由になりたかったんだよな。でも、今のレイアがエリーから力を奪っても、待っているのは縛られた日常だ。だから、レイアを全天開拓府から奪い取ろう。あいつはエリーの妹なんだから、エリーと同じように生きられると思うんだ。家族としてさ」

「本当にいいの？　私が言うのもあれだけど、レイアは蓮が憎んだ猟犬ベルドツグなんだよ？」

　エリーは蓮に最後の選択をする自由を与あたえてくれた。

　エリーの言う通り、レイアは自分達の命を奪おうとする敵だ。

　でも、ここでレイアを拒否すれば、エリーも同時に拒否することになる。

　蓮の家族を奪った元げん凶きようは全天開拓府と従った人間であって、決して猟犬だったエリーでもレイアでもない。

　それにモーテル達も傷つけられはしたけど、殺されていなかった。

「レイアも俺と同じで、全天開拓府に奪われただけなんだから。俺は家族を。レイアは自分の意志をね。エリーの時と同じでさ。レイアを憎むのは違うよ。レイアを憎んだら、俺はエリーまで憎まないといけなくなっちゃう。俺はエリーのこと好きなんだぞ？」

「蓮……ありがとう」

「それに、俺はレイアのお兄ちゃんだからね」

　エリーの口癖を蓮は精せい一いつ杯ぱい真ま似ねしてみた。

　蓮は胸を張り、何の不安も無いかのように明るく笑っている。

「もしかして、それ私の真似？」

「結構似てるだろ？」

「ぷっ。あはは。家族が増えて、賑にぎやかになりそうだね」

「ハハ……食費の計算が大変になりそうだけどな。やっぱ妹なんだし、エリー並に食べるだろうからな」

　二人は穏おだやかに笑い合うと、うん、と小さく互いに頷うなずいた。

　蓮の目の前が電気を落とした部屋のように急に真っ暗になる。

　だが、目を開ければ目の前には、自信に満ちた様子で大胆不敵に笑うエリーがいた。

　肉体を覆っていた金属は完全に消えていて、柔やわらかそうな白い肌はだを晒さらしている。

「行こう蓮！　機体は二人じゃないと動かせなく退化しちゃったし」

「あぁ、行こう！　エリー！　俺達の選択を示すんだ」

　エリーが自我を取り戻したせいか、神器はもとの二枚羽根の姿に戻っていた。

　完全な独立兵器としての機能も神としての力も失われている。

　その結果、人と神器、二人が揃そろって初めて全ての力を発揮出来る元の機体に退化した。

　その神器を動かすために、蓮が座席に飛び移ると、身体中の神経に沿って温かな青い光が流れこんできた。

「お姉ちゃん、今度こそ消えてよ！」

　だが、レイアは大人しく待ってはくれない。

　蓮が神器を動かすよりも速く、襲いかかってきた。

「神経接続リンク完かん了りよう！　レイアの攻こう撃げきが来るよ！」

「分かってる！　捌さばききってみせるし、あの赤い首輪も壊して外してみせる！」

　目の前が一瞬光ると、スロー再生しているかのように、レイアの動きがゆっくり見えるようになった。

　コックピット目がけて真っ直ぐ振ふり下ろされるレイアの刃に合わせて、蓮がブレードを振り上げる。

「見えるんだよ！」

「うそ!?　通常形態で止められた!?」

　刃の粒りゆう子しが弾けると、レイアが驚おどろきの声をあげながらたじろいだ。

　レイアの方が圧あつ倒とう的てきに速いはずなのに、限界ハイグラビテ稼働イブーストを使っていない機体に止められたことが、かなりショックだったようだ。

「エリーは演算に集中して。戦闘は俺に任せてくれて大丈夫だから」

「うん。私はレイアを救い出すための力が欲しい！　新しい可能性を生むために、私は、私達たちは生まれたんだ！　お姉ちゃんとしてそれを教えてあげる。システム《ERIE》起動！」

　エリーの叫さけびに応こたえ、コックピットのモニターにシステム《ERIE》の文字が現れる。

　エリーは蓮の前で初めて自分の意志で自己進化システムを起動し、自らが望む変化を求め、膨大な枝分かれを描えがき始める。

「面おも白しろい。面白いよお姉ちゃん！　それなら、私を殺せるかもね！」

　テンションを急に上げたレイアが、先ほどよりも速度を上げながら刃を振り回し始めた。

　一瞬でも反応が遅れれば致命傷を受ける剣けん筋すじに、蓮は反射神経と動体視力で食らいつき、レイアの攻撃を受け流し続けた。

「あはは。ならこれはどう!?」

　レイアは接近戦では分が悪いと悟さとったのか、瞬しゆん時じに距きよ離りを離して、エリー達の攻撃範囲外からレーザーを乱射してきた。

　機動力では大きく劣っていたため、蓮はレイアを追いかけることが出来ずに防戦一方に追い込まれてしまう。

「ちっ、さすがに追いつけそうに無いな」

　粒子の矢を剣ではじき返しながら、蓮は舌打ちをした。

　放たれる粒子の矢が六本から十二本、十八本と増え、あらゆる角度から降り注いでくる。

　防戦一方で手も足も出ないせいで、レイアの攻撃は激しさを増していった。

「蓮！　お届け物だ！」

「武雄!?」

　武雄の声がしたのは、ちょうどその時だった。

　気付けばレーダー上に映った二人が高速で接近してくる。

「敵のほとんどがお前んところに行ったからな。んでもって、逃げるついでに落ちてた物を借りてきた！」

　巡航形態である戦闘機のような姿のまま、武雄とハルトが蓮の真上を通ると、一挺の黒いライフルと、マガジンをくくりつけたアンカーをエリー機に向けて射出した。

「サインはいらないです。さぁ、掴つかまって下さい。機動力は僕ぼくが補います」

「ありがとう！　助かった！」

　エリーの神器がアンカーを掴み、ハルトに引っ張られる形で空を高速で飛び始めた。

「結構揺ゆれると思うけど、目ぇ回すなよ蓮！」

「こっちは物心ついた時から、エリーと一いつ緒しよに空飛んでるんだ。そんな簡単に目を回すかよ！」

「上等！」

　武雄と蓮は互いに笑いながら軽口をたたき合った。

　その言葉が合図となり、ハルトが空中で直角に曲がると、エリーが遅おくれて大きく膨れるようにカーブする。

　小回りの利ききは悪かったが、エリー単体で飛ぶより遥はるかに速度が出ていた。

「アハッ！　面白いよお姉ちゃん！　それとも、パイロットの人が考えたの!?」

　エリーの真似をして一人で戦うことが常であったレイアにとって、蓮達たちが見せた連携機動は珍めずらしい物だったらしく、レイアは狂気に満ちた笑い声をあげていた。

　ハルトを落とせば動きが落ちるのは分かっていただろうが、敢あえて放置し、追いかけっこを楽しんでいるかのような動きでレイアは飛び回っている。

　それなら私を殺せるかもね。そう言った彼女の心を思うと、蓮は胸が痛んだ。

「良いよ。もっと、もっとだよぉ！」

　きりもみ回転しながら、放射状にレーザーを発射し、レイアがエリーだけを追いかけてきた。

　蓮もライフルで応戦するが、直ちよく撃げきコースの弾だん丸がんは全て粒子ブレードで切り落とされてしまう。そんなレイアの高度な戦闘技術に武雄も蓮と一緒になって驚いた。

「蓮！　なんだあいつ！　弾丸切り払はらうとか、メチャクチャな動きしてるぞ」

「あいつが今回のエースだ。今日戦った量産神器のフラッグシップモデルで、猟犬部隊ベルドツグの頂点だってさ！」

「はぁっ!?　何？　俺おれ達今そんな大物に追いかけ回されてんの？」

「笑えるだろ？　養成機関に入ったばっかりで、侵しん略りやく部隊の頂点と俺達は戦ってるんだぞ？」

「ハッハッハ！　本当だ！　人間、衝撃的過ぎると笑えるもんだな！　って、おい！　どうすんだよ!?　何か手は考えてるのか!?」

「ある！」

　泣いたり笑ったりと忙しい武雄に対して、蓮は力強く頷いた。

「さっすが経験豊富な第一世代フアーストリンクス！　で、どうすんだよ？　俺は何か手伝うことあるのか？」

　武雄は手を叩たたいて喜びながら、協力を申し出てきた。

　その心強さに蓮は満面の笑えみで作戦内容を口にした。

「エリーが何とかしてくれる！」

「そうかー！　エリーちゃんが何とかしてくれるのかー。……で、何するんだい？」

　蓮の何も恐おそれていない答えに、武雄の口の端はしが引きつっていた。

　笑えることが続き過ぎて、上う手まく笑えなかったのだろう。そんな武雄の表情が面白くて、蓮は小さく鼻で笑った。

「エリーが何とかする！　俺がそれをサポートする！」

「それならやれ――る訳無いだろ!?　お前も策無しかよ！　美希と言いお前と言い、前世代ってのは、みんなそうなのか!?」

　モニターに映る武雄が手を大げさに振りながら、悲鳴のような声をあげている。

「で、エリーは何してくれるんだよ!?」

　武雄は今にも泣き出しそうな声でエリーに声をかけてくるが、エリーはすぐに返事をしなかった。

「やっぱり策無しかよ！」

　武雄が怒おこっているような悲鳴をあげて、エリーはようやく口を開いた。

「武ちゃんが怒っているのは、何のことかサッパリ分かんないけど、準備出来たよ蓮！　ハルト君もありがとう！」

　武雄の怒りなど意にも介かいしていない様子で、エリーが元気な声で笑え顔がおを振りまいている。

　圧倒的に不利な状じよう況きように見えるのに明るく振る舞う彼かの女じよの様子に、モニターに映る武雄も思わず声を失っていた。

「ハルト君、武ちゃん、最大速度で私達をあの子にぶん投げて！」

「良いのですか？」

「私と蓮に任しといてよ」

　エリーの自信に満ちた声に、武雄は息を呑んで尋ねた。

「どんな秘策があるんだ？」

　武雄が疑問に思うのも当然だと蓮は思った。

　ただぶん投げるだけと、作戦を知った上でぶん投げるのでは、注意の払い方が大きく変わる。

　ただ、分かった上で蓮は聞いても無む駄だだろうなと笑っていた。

「突っ込んで！　掴んで！　こじあけて！　レイアを引っ張り出す！　行けぇっ！　ハルト君、武ちゃん！」

　エリーが提示した作戦はこの上なく単純かつ明快な物だったが、おおよそ策と言える内容ではなかった。

「やっぱり策無しじゃねぇかよ！」

　武雄が絶ぜつ叫きようするが、エリーは万事上手くいくと確信しているような態度で頷いている。

「大丈夫。私と蓮ならやれるから。でしょ？　蓮」

「あぁ、俺とエリーにしか、レイアを止めることは出来ないからな」

　エリーが大丈夫だと言えば、蓮も不思議と大丈夫だと感じてしまう。

　蓮が大丈夫だと思えば、エリーも頷いて笑っている。

　言葉は少なくても、何を考えているかは神器を介して分かり合っていた。

　そんな二人の様子を見た武雄が、頭を両手でかきむしると吹っ切れたように叫んだ。

「あぁ！　もう知らないからな！　行くぞハルト！」

「了りよう解かいしました。スリーカウント後に反転と同時に最大速度でいきます。二人とも必ず生きて戻って下さい」

　蓮のコックピット画面に三秒から一秒ずつ数字が刻まれ、ゼロになった瞬しゆん間かん、ハルトが反転し、神器が大きく揺らされた。

　その震しん動どうの中、エリーが手短に作戦を説明する。

「リミッター解除までほんのちょっとで良いから、まずは時間をちょうだい」

「分かった。足を止めれば良いんだな？」

　エリーとレイアの戦いの記憶を元に、蓮の頭の中に戦術案が流れ込んでくる。

「ライフルに重力制せい御ぎよ粒りゆう子しを纏まとわせて、これで！」

　エリーの機体がレイアに向けて引っ張られ、最高速度に達したその刹せつ那な、蓮はライフルをレイアに向かって投げつけた。

　黒い鋼鉄の塊かたまりであるライフルは粒子に包まれて、弾丸のような速度でレイアに向けて飛んで行く。

　巨きよ大だいな砲ほう弾だんと化したライフルが直撃さえすれば、さすがのレイアもひとたまりもないはずだ。

「そんなもの！」

　しかし、レイアは六枚の翼からレーザーを発射すると、あっさり投げられたライフルを撃うち落おとした。

　投とう擲てきしたライフルが当たらなかったことに、蓮は舌打ちをしたが、当たらなくても構わなかった。

　一発目はあくまで囮おとりなのだ。本命はエリーが導き出した新たな力にかけている。

「限界ハイグラビテ稼働イブースト。発動！」

「出力上昇を確認。エラーは無し。完全に物にしたな」

「そりゃ、もともと私の力をレイアに上書きされただけだからね。書き直せば使いこなせて当然。行くよ！」

　エリーのかけ声とともに装そう甲こうが大きくスライドし、青空が粒子のせいで輝いて見えるほど、重力制御用の粒子が放出された。

　その粒子の海を割るように翼が羽ばたかれ、エリーが暴力的な加速を以もつて突とつ撃げきする。

「アッハ！　速いね。でも、私にだって出来ちゃうんだから。ム・ダ・ダ・ヨ」

　挑ちよう発はつするような声こわ色いろでレイアも自機の周りに膨ぼう大だいな粒子の奔ほん流りゆうを発生させると、左右の腕に光こう刃じんを展開しながら、エリーに向けて真まっ直すぐ突っ込んだ。

　二機がすれ違う直前、蓮はレイアの神器のコックピットに狙ねらいをつけていた。

　エリーとレイアが何千回と繰くり返かえしたであろう接近戦の攻撃パターンが、蓮の頭の中で再現されている。

「当たれっ！」

「あっはっ！　遅おそい、遅いよお姉ちゃん！　それともパイロットのお兄ちゃんがのろまなのかなっ！　パイロットの力に頼るなんて、それでもオリジナルのシステム《ERIE》の持ち主なの？　私みたいに単独で動ける自由すらないんだ！」

　しかし、蓮の放つ剣の機動は見切られているのか、レイアが上手に攻撃をいなしていく。

「その程度で見切ったつもりか。俺達を甘く見るなよ」

　蓮の声で機体がもう一度刃やいばを振り下ろした瞬間、エリーの翼が輝いた。

「だから、見えて――えっ！」

　レイアの機体はしっかりと刃を受け止めていたが、背中で発生した爆発で体勢を崩くずした。

「二人だから出来ることもある。これが私達の進化だよ」

　二機の周りには緑に輝かがやく光こう弾だんが六発浮遊していた。

　蓮がブレードを振るうのとほぼ同時に、レイアに向けて光弾が発射されている。

　先ほどの爆発も、レイアが動きを止めた瞬間、既すでに発射していたホーミングレーザーを背後からぶつけたのだ。

　最初から攻撃を空中に待機させ、本体で敵の動きを止め、最善のタイミングで攻撃を撃ち込む。一人だけなら脳が混乱を起こしそうな連係攻撃も、二人の思考があれば鮮あざやかに繋げることが出来る。

「密着状態でオールレンジ攻撃とか自殺行為の悪あがき！　二度目は効かない！」

　レイアの言う通り、密着状態の敵に離れた場所から攻撃をすることは、攻撃を自分に向けているのと同じだ。その上、自分の攻撃は相手の姿に隠されているので、死角になっている。

　至し近きん距きよ離りのオールレンジ攻撃は避よけられれば、その攻撃は自身に被ひ弾だんする。

　その欠点を見抜いたであろうレイアは、エリーの刃を振り払うと宙返りをするように距離を離はなした。

「自滅しちゃえ！」

「分かるんだよエリーのことなら！」

　蓮は迷い無く砲ほう火かの中に機体を飛び込ませた。

　光弾も速度を落とすこと無く近づいてくるが、かすりもせずに後ろへすり抜けていく。

　エリーが弾だん道どうを蓮の視界に映していたおかげで、当たらない自信があったのだ。

「蓮、もう一度仕掛けるよ！」

「了解！　今度こそ動きを止めてみせる！」

　エリーの神器はもう一度光の弾丸とともに、レイアに向けて飛ひ翔しようした。

「レイア、今のお前じゃ俺達には絶対勝てない！」

　蓮のかけ声とともに刃が上から振り下ろされると、下からも粒子の矢が襲おそいかかる。

　獣けものの顎あごが噛みつくかの如ごとく、鋭刃と光矢がすれ違う。

「ちぃっ！　やるねぇ！　お姉ちゃん！」

　複数の牙きばで襲いかかる蓮とエリーに、レイアは初めて顔を苦痛で歪ませた。

　蓮の振るった刃が肩かたの装甲をかすめ、えぐっていたのだ。

「良いよ。もっと私を楽しませてよ！　楽しくて私が死んじゃうくらいにさ！」

　その一いち撃げきで生存本能を呼び起こしたのか、レイアの声に含まれる狂きよう気きが増したようだった。

　白き戦せん神じんと黒き鬼き神しん。お互たがいに最強の神器を目指して進化した二機の戦いは、退たい避ひした美希達をはじめ、全すべての人間達の目を釘くぎ付づけにするほど、激しく美しいものだった。




　○




　美希は瞬まばたきをすることすら惜おしいと想おもいながら、空を見上げていた。

　その隣に空気を読まずに武雄が近づいて来て、声をかけてくる。

「……すげぇな。あいつら」

「……そうね。第一世代ってだけはあるわ。あれがエリーと蓮の本当の力なんだ」

　武雄と美希が同じ空を見上げて呟つぶやいた。

「俺達が拓たく也やさんを助けられるようになるには、あそこまで強くならないといけないのか」

「……あれに比べたら、私はまだまだ。推すい薦せんとか高位ランカーなんて飾かざりでしかないわ」

　蓮とエリーがほぼ全ての敵を撃げき墜ついし、隊長機とも互ご角かく以上に戦っている。

　美希にとってはそのことが悔しくて仕方が無かった。

　美希は奪われた兄を全ぜん天てん開かい拓たく府から助け出すために、いち早く力をつけて防衛隊に加入したかった。

　その夢が遠のいていくのを感じている。だが、諦めようとは思わない。

「あの二人みたいに私は強くなる。フィリアと一緒にお兄ちゃんを助けるためにも。だから、蓮、エリー。勝て！　生き残って私達に追い抜かれろ！」

「どんな応おう援えんだよ……。ま、でも、そうだな。勝て如月きさらぎペア！　おにぎり代を返して貰うためにもな！」

　お礼の言葉は直接言いたいからまだ言わない。美希は捻ひねくれた応援を大声で蓮とエリーにぶつけた。




　○




　蓮はパイロットとして、レイアと互角以上に渡り合っていた。

　蓮の目で判断する限り、機体の負ったダメージは、レイアの方が多くなっている。

「レイアは接近戦に分がないと判断して、ヒット＆アウェイに戦法を切り替えたか」

　蓮の考え通り、二機の刃が接触すると、その場に火花だけを残して、レイアは逃にげるように距離を離してきた。

「蓮、確かく認にんしたいことがある。次もう一度仕し掛かけて」

　エリーとレイアの二機は空中で弧を描きながら反転し、空に無限の形を描きながら再度接近する。

　しかし、二度目の接近もお互いに刃が空を切り、大きく距離を離してしまった。

「ちっ、速いな。こっちも最大速度だってのに。スペックは本当に互角なんだな」

「でも、逆を言えば最大速度を維い持じし続けているせいで、攻撃リズムが単調になってる。そのリズムを崩せば動きも止められるはず。蓮、タイミングを合わせて」

　エリーと蓮は呼吸が止まるほど集中してレイアの姿を見み極きわめていた。

　レイアは二刀の刃を左右に広げながら、突っ込んで来ている。

　次の攻撃もすれ違い様に刃を振り抜く攻撃だろう。

「蓮、空戦機動パターンＢ・バースト・アンＳド・ストツプ。周辺の粒子濃度を上げるよ」

　レイアの次の一手を読んだエリーは蓮に急制動を要求した。

「今だよ。蓮！」

「了解！　止まれええ！」

　装甲がスライドして出来た隙すき間まから後ろに流れ出ていた粒子が、一いつ斉せいに機体前面に押おし出された。

　その光の中へと飛び込むと、高速で動いていた機体が時でも止まったかのように一いつ瞬しゆんで止まる。

　戦せん闘とう機動Ｂ・Ｓ。速度を制御する重力制御粒子を前方にばらまいて、超ちよう加か速そく状態から速度をゼロに急変させることによって相手を翻ほん弄ろうする戦闘機動の一つだ。

　本来は機動力を増ぞう幅ふくするための高濃度粒子を、逆に機動力を殺すために使用したのだ。

　蓮とエリーが起こした急激なリズムの変化に、レイアは止まることが出来ず突っ込んできた。

「エリー！」

「レイア。これがあなたを止めるために導いた私だけの進化！」

　蓮が合図を出し、エリーが新たな力を解き放つ。

「束縛式誘レストリクシ導装甲ヨンウエア展開！」

「装甲をパージ？　軽量化でもして逃げ切るつもり？　宇宙の果てまで逃げようが、逃がさないよ！」

　エリーの白い神器を守っていた装甲と尾羽のような装甲が剥はがれ、素体に翼つばさが生えただけの状態へと変化する。

　機械的なパーツが露出し、神器内でエリーから供給される緑の粒子が、血液のように全身を流れている。

　空に飛び散った白い装甲片は、それぞれが自律して浮遊し、光の反射でキラキラ光るせいで白い羽のように見えた。

「レイア、あなたに見せてあげる。私が見てきた物を、手に入れた物を、全部！」

　接近してくるレイアに向けて、エリーが手を前に振ると粒子の波が連動し、浮ういていた装甲が流れるように動き始めた。

「何それ？　こんなもので私を止められるって思ってるの？」

「止められるって思ってるよ。どんなことをしたって止めてみせる。だって、私はレイアのお姉ちゃんだからね！」

「なら、止めてみなよ！　やれると思うのなら！」

　ブレードを振りかぶったレイアが更さらに加速し、その速度にエリーの束縛式浮遊装甲がついていけず、すり抜ぬけられてしまった。

「さすがに速いね。私は制御で精せい一いつ杯ぱいだけど、こっちは一人じゃない。蓮お願い！」

「任せとけ！」

　蓮は神器を前進させると、振り下ろされるであろう二振りの光刃を受け止めるため、勢いよく下から左右のブレードを振り上げた。

　装甲がなくなったおかげで、エリーのスピードがわずかにレイアを勝っている。

　そのほんの小さな速度差で、レイアも攻撃から防ぼう御ぎよに転じざるを得なかった。

　二機の神器が超ちよう高こう速そくで衝しよう突とつし、激しく空気が振動することで突とつ風ぷうのような衝しよう撃げき波が生じる。

「お姉ちゃんにパイロットの人、こんなので私を止めたつもり？」

「あぁ、これでお前も足が止まっただろ？」

　お互いに一歩も退かずに、全力でブーストを噴ふかせながら、左右一いつ対ついのブレードを押しつけ合っていたため、二機は完全に動きを止めていた。

　そのわずかな時間と隙すきこそが、エリーの必要としていた物だった。

「やっと捕まえたよレイア！」

　エリーのかけ声とともに、宙に浮いた装甲の欠片かけらがレイアの黒い装甲の隙間に突つき刺ささる。

　突き刺さった白い装甲が青い輝きを放つと、レイアの神器から噴ふん水すいのように緑の粒子が噴きだし始めた。

「何これ？　って……う、頭が痛……あれ？　お腹なかまで……」

「これでもう動けないでしょ？　私と同じなら、お腹空きやすいもんね！」

　レイアがエリーを元に作られたことは、最初に接触した時に分かっていた。エリーと同じなら、最大の弱点も同じはず。

　燃費が悪く、ばてやすい。

　その弱点を突くために生まれた新たな武器が、束縛式装甲だった。

　相手にまとわりついた束縛式装甲は、粒子回路を貫つらぬいてエネルギーの塊である重力制御粒子を外に放出させたのだ。

　人間で言えば大動脈を切られ、全身の血液の循環が失われているような損害だ。

　さすがのレイアもすぐには対応することが出来ずに、動けなくなっている。

「レイア！　お前の首輪を俺おれ達たちが引きはがしてやる！」

　蓮が叫び、神器の手がレイア機の赤い首輪に届いた。

「システム《ERIE》を同調。首輪の爆破プログラムの書き換えに成功したよ！　蓮、天府の首輪を引きちぎれ！」

「任せろ！」

　レイアの首にかけられた赤い首輪が引きちぎられ、神器にかけられた呪のろいが解かれる。

　もう彼女を縛り付ける物は何も無い。

　突っ込んで、掴んで、こじ開けて、レイアを引っ張り出す。単純でメチャクチャな作戦は無事成功しそうだった。

「レイア、今すぐ私達が引っ張り出してあげる。もうそんな暗い所に縛られる必要なんて無いんだから！」

　神器の手がレイアの胸むな元もとに伸のび、コックピットハッチを掴んだ。

　強ごう引いんに装甲を引きはがすと、薄暗いコックピットの中で、銀ぎん髪ぱつの少女が俯うつむいているのが見える。

　エネルギーを完全に奪うばわれたせいか、中に座すわっているレイアは気絶しているように見えた。

　この状態なら、蓮でもレイアを連れ出せる。

「蓮、レイアをお願い」

「うん、すぐ連れてくる」

　動きが止まったレイアを連れ出すために、蓮が立ち上がった。

　そして、開いたコックピットハッチから蓮が外へと身を乗り出した。

「レイア！　聞こえてるなら返事しろ！」

「……お姉ちゃんのパイロット？　私は……負けたの？」

「あぁ、そうだ。だから、話を聞いてくれ」

　蓮の呼びかけにレイアはピクッと反応すると、ゆっくり顔をあげて弱々しい笑みを浮かべた。

「蓮危ない！」

　その瞬間、目の前が爆ばく発はつ音とともに青白い光で包まれ、衝撃で蓮がエリーに向かって吹ふき飛とばされた。

　一いつ切さいの景色が消え、方向感覚が狂う中、なんとか蓮をキャッチし、コックピットを閉じたエリーはホッと息を吐く。

「ふぅ、蓮大だい丈じよう夫ぶ？」

「なんとか……。何が起きたんだ？」

　光が収まると、爆発の中心にはレイアがいた。

　まるで、雷を帯びているかのように、レイアの神器を中心に青白い火花が点てん滅めつしている。

　周りの空間の変化以上に蓮達を困らせたのがレイアの姿だった。突き刺さっていたエリーの装甲は吹き飛ばされ、黒一色の外観に戻もどっている。

　ある種の神こう々ごうしさすら覚えるレイアの姿に、蓮とエリーは動くことが出来なかった。

「……今のは危なかったよ。でもさ、私にも出来るんだよ。エネルギーを使い切って至近距離の物を、全て吹き飛ばす自爆技の強制解放プレスブロウも、戦場にまき散らされた粒子を取り込む零点回帰ゼロシフトも。敵を殺すための能力は、全部お姉ちゃんから引き継いで私の物にしたから」

　焦あせりも驚きもない平坦な声色で、コックピットからレイアが人差し指をエリーに向ける。

「お姉ちゃんはさっきのを防ぐので、精一杯だったみたいだし。もう何も出来ないよね？　……これで形勢逆転だよ」

　エネルギーを完全に奪ったはずのレイアに、粒子が集まっていく。

　対して、エリーは動きもままならず、装甲を回収することも出来ないでいた。

「そうだね。もう、動こうにも動けないし、私に出来ることは……レイアを抱だきしめてあげることくらい。ねぇ、せっかく首輪も外れたんだし、大人しく降参して、こっちに来てみない？　お姉ちゃんは歓迎するよ？」

「首輪はなくなっても、私はお姉ちゃんを取り込まないと自由になれないから」

「そっか。まいったな。私と違ちがって意外と強情なんだね」

　先ほど浴びせられた膨大な粒子の奔流を防ぐために、防御フィールドを全力で展開していたエリーには、もはや動くだけの力も残っていなかった。

　そのうえ装甲は既にパージされていて、直撃を食らえばタダでは済まないだろう。

　神器のダメージを修復するために、一気に体力を奪われ気絶するのは目に見えている。

　そして、レイア相手に気絶すれば、死を意味することも蓮は知っていた。

「今度は私が自由に生きる番。私が大事にされる番だよ」

　レイアは冷たく言い放つとともに光刃を一本展開すると、エリーに向けて加速した。

「さようなら。プロトタイプエリー。私の……お姉ちゃん」

　緑の光の刃がエリーの神器の胴体を貫き、背中まで貫通する。

　神器が串刺しにされた影えい響きようで、コックピット内は警告音で騒々しく、赤い警告メッセージが点滅していた。

「エリー大丈夫か!?」

「大丈夫。これぐらいの痛みと疲労感なんて、耐たえてみせるから！」

　神器破損による空腹感と疲労感に耐えるためか、エリーはお腹を押さえていた。

　かなり辛つらいはずなのに、エリーはいつものように、お姉ちゃんらしく笑っている。

「私にはレイアを受け止めることしか出来ない。今はそれがお姉ちゃんとして、私の精一杯レイアにしてあげられることだから」

「システム《ERIE》を同期！　お姉ちゃんの自由を今度は私が！」

　エリーの神器がしっかりとレイアの神器を抱きしめている。

　それでも、レイアはお構いなしにエリーへと浸しん食しよくし、データを奪おうとしているのだろう。エリーのコックピットのモニターが点滅を繰り返している。

「でもね、私は一人じゃない。すっごく頼たよりになる大事な家族がいるんだ！」

　蓮とエリー、二人だからこそ、出来ることがある。

「今度はもう離さないよ。同期しているのなら、私からハッキング仕返して、もう攻撃なんかさせない。だから蓮、後はお願い！　私の思いをレイアに伝えて！」

　エリーがしっかりレイアの神器を抱きかかえているため、二機の距離はほぼゼロだった。

「あぁ、絶対にレイアを神器の中から引っ張りだしてみせる！」

　蓮がエリーに応え、開いたコックピットハッチから外に飛び出していく。

　レイアのコックピットへの侵しん入にゆう口はもう出来ていた。

　突っ込んで、捕つかまえて、引きはがして、引っ張り出す。

　後たった三メートル程度の距離を、蓮が詰つめ寄れば、あのバカみたいな作戦が達成される。

「しまった!?」

　銀髪の少女が、何とかエリーから離れようと操そう縦じゆう桿かんをガチャガチャと動かしていた。だが、しっかりと抱きしめられているせいで、レイア機は全く動く気配がなかった。

「レイア！　もう止めるんだ！」

　肌はだを裂くような寒さと、浮遊感に耐えながら蓮がレイアのコックピットに向けて飛び降りた。

「お姉ちゃんのパイロット!?　何をしにきた!?」

　騒ぐレイアを蓮は両手でしっかりと抱きしめた。

　エリーよりも遥かに小さく細身の身体に、どれだけの傷をつけられたのだろうか。

　共有したレイアの記き憶おくが蓮の脳内に蘇よみがえると、蓮はより強くレイアの身体を抱いた。

「放せ！　私はもう人に縛られたくない！　私から自由を奪わないで！」

　レイアの拒きよ絶ぜつの言葉とともに、蓮の身体に拒きよ否ひ反応である感電したような痛みが走る。

「放さないよ。お前を一人になんかしてやるもんか。レイア、お前に見せてやるよ。お前と俺のお姉ちゃんが手に入れた自由をさ。神経接続リンク」

　蓮は左手を背もたれについて身体を安定させると、嫌いやがるレイアの頭を右手で優やさしく押さえながら、自分の額を彼女の額に軽く押し当てた。

「ダメ。私の中に入ってこないで！」

　人を拒否した彼女も、神器化しかけている蓮の脳神経は受け入れてしまった。

　蓮の脳に神器と繋つながる感覚とともに、レイアの感情と記憶が流れ込んでくる。

　凄せい惨さんな戦いの記憶の中で、一人佇たたずんでいる銀髪の少女レイアに、蓮は近づくと両手でもう一度しっかり彼女の身体を抱きしめて、ハッキリと、でも、優しい声こわ音ねで言葉をかけた。

「一人は辛いよな。俺も、エリーも、二人でいられたから、辛くなかった。なぁ、レイア。俺達と一緒に暮らさないか」

「……私には出来ない。私は戦うために産まれたから。お姉ちゃんみたいには生きられない。私は敵を倒たおすことしか教えられていない」

　意外にも暴れていないレイアには、言葉の抑よく揚ようも無ければ怒いかりや恐れといった表情も無い。人形という言葉が良く似合う生気の抜けた表情だった。

「だから、自由が欲ほしかったんだろ？　エリーの中の記憶でも、レイア自身の中でも聞こえたんだ。レイアの助けてって声がさ」

「でも、私は猟犬で、オリジナルエリーのレプリカだから。人の見た目をしているのに、人では無い兵器で、同類がいるのに同類を殺す機械で、その生き方しか教えられてない」

「知ってる。全部伝わったから」

「なら、私を殺してよ。それが出来なきゃお姉ちゃんの力を私にちょうだいよ！　力があるからお姉ちゃんは幸せなんでしょ!?」

「覚えていけば良いんだ。これから俺達と一緒に。エリーも、同じように覚えてきた。自己進化プログラムがあるからじゃなくて、意思を持つ生き物として、人として、心に従っただけなんだよ」

「心って何？　私は……そんなもの無い。プログラムされた相手を倒すという命題だけ。私にはお姉ちゃんと違って、システム《ERIE》が不完全だから、従う心がない」

　レイアは蓮の胸を押して身体から引き離し、明確に拒否する態度を取った。

　拒絶された蓮は、冷たいレイアの瞳ひとみを真っ直ぐ見つめること数秒後、諦あきらめたように天を仰いで長いため息を吐はいた。全天開拓府はレイアの心を見事に壊こわしたものだと、蓮は悪い意味で感心してしまっていた。

「だから、私はお姉ちゃんを殺すしかない」

「レイア、エリーを殺そうとした時、お前なんて言ったか覚えてるか？　お前がエリーを殺したい理由はそこからぶれてないな？」

「今度は私が自由に生きる番だから。そのためにはお姉ちゃんの自己進化プログラムが、システム《ERIE》必要なの。私が本物の《ERIE》にならないといけないの」

　抑揚の無いレイアの声。

　それでも蓮は笑みを浮かべ、レイアの頭に向けて右手を伸ばした。

「自分の答えはちゃんと持ってるじゃないか。レイアはエリーになりたいんじゃない。自由に生きられる別の道を欲しがってるだけ。そう願えるのは、レイアが道具なんかじゃなくて、人の心があるからだよ。今、レイアは全天開拓府にプログラムされていない自分の心で自分の答えを出せた」

「あ……」

「もうその心を縛る首輪も、人の鎖くさりもない。わざわざ全天開拓府に戻る必要なんてない。もうレイアはエリーと同じ」

　蓮の手がレイアの頭に触ふれた瞬間、彼女の身体がビクッと震ふるえたが、すぐに震えは止まった。

「今のレイアは自由だ。それに俺とエリーがいる」

　レイアの髪かみを蓮が優しくなでる。光のおかげで輝く銀髪は金属のような見た目だったのに、触ってみればしなやかで柔やわらかい。エリーと同じ女の子の髪の毛だった。

　神器を展開出来るとは言え、中身はただの女の子だ。そんな子がこれからも殺し合い一色の生活を強いられることに、蓮は耐えられなかった。

　お人好しだという自覚はあった。人類の仇かたきを相手に甘あまいという考えも理解出来る。

　復讐心が無いとは言えない。でも、エリーと出会ったおかげで、心は復讐だけに染まりきっていない。神器も人と同じで、良い人もいれば悪い人もいる。そして、心に反して悪に落とされた人もいる。そのことをちゃんと理解しながらレイアと接することが出来た。

　どうしようもない程に自分の生活を変えた姉だと、蓮は小さく笑う。

「……良いの？　私を元に設計された神器は、今日みたいに他の星を攻せめて、大勢の人を奪ったんだよ？　この星の人を含ふくめて」

「あぁ、俺の家族も猟犬部隊に奪われた。許されることじゃないと俺も思う。でもさ、一歩間違えれば、エリーもレイアと同じになるところだった。俺だって、もしかしたら、全ての神器に対して復讐を考えていたかもしれない。そうしたら、俺も神器達たちを自分の手で殺していたと思う」

　レイアを放さないように、蓮はもう一度彼かの女じよの身体を抱きしめる。

　人によって全てを奪われ、戦いだけに生かされた彼女の記憶と感情が、レイアを狂わせた原因だった。そんなレイアを救えるのは彼女を想う人の心しか無い。

「周りがレイアに望んだことは戦いだったかも知れないけど、レイアが辛いなら逃げて良いんだよ。死ぬとか殺して欲しいとか言うんじゃなくて、選んで良いんだ。レイアの意志で自分のやりたいことを。助けてって助けを請うことをさ。だから、もう一度言うよ。俺おれとエリーの妹として、一いつ緒しよに暮らしてみないか？」

「……いいの？　私がお姉ちゃんみたいに生きても……」

「いいよ」

　人を襲う猟りよう犬けん、《猟犬機ベルドツグ》の頂点であるレイアを救う。

　それが蓮の出来うる人を代表しての償つぐないだった。

　エリーと同じように得られるはずだった人並みの幸せの記憶を、彼女に見せていく。

　蓮の言葉が嘘うそでは無いことも、待っているであろう生活も、全てを見せる。

　レイアはどこか怯おびえた表情で、蓮の顔を見ると、少しかすれた声で尋ねた。

「目め一いつ杯ぱいワガママ言うよ……？」

「エリーで慣れてる」

「迷惑一杯かけるよ……？」

「母さんで慣れてる。ハハ、こう言うと何かすげー大変に聞こえるけどさ。みんな誰だれかしらに迷惑かけるし、ワガママ言ってるよ。でも、この生活を選んで楽しんでる。レイアも選んでみろよ。これを選ぶ自由がお前にはあるんだぞ？」

　神器と人、違いはあるにせよ、生きていく上でお互いに迷惑はかけあっている。

　人間同士でも迷惑はかけあっているんだ。何も違うことはない。

「私もお姉ちゃんと同じで、《ERIE》を持つ神器は天府から狙われるんだよ？　だったら、パイロットのあなただって」

「んー、大変そうだけどまとめて面倒見るさ。なんたって俺とエリーは」

　蓮はそこで一いつ旦たん言葉を句切ると、息を大きく吸い込んだ。

「お兄ちゃんとお姉ちゃんだからな」

　エリーを真ま似ねた蓮が腰こしに手を当て、笑顔で胸を張りながら返事をした。

　いつだって、自分の不安をかき消してくれるような大好きなエリーの姿を心に浮かべながら、蓮はレイアの不安を吹き飛ばそうとしている。

　エリーの伝えたかったことを蓮はこの一言に詰め込んだ。

「ねぇ、お兄ちゃん。あなたの名前は？」

「如月蓮。ってことで、今からお前は如月レイアだな。全天開拓府が何て言おうと、もうレイアは俺達の妹だ」

「……ありがとう。蓮兄」

　俯いたレイアがお礼の言葉を口にする。自分の名前に兄とつけられることに、妙みようなむずがゆさを覚えながらも、蓮は笑え顔がおで頷うなずいた。

　記憶の映像が途切れ、元のコックピットの景色が戻る。

「ねぇ……蓮兄。さっそくで悪いんだけど……」

「どうしたんだ？」

「さすがに私も限界……」

「へ？」

　突とつ然ぜんコックピット内にアラーム音が鳴り響き、エネルギー切れを知らせる通知が表示されていた。

「お腹……空いたのか？」

「……うん」

「でっすよねぇ！　やっぱりエリーの妹だ！」

　蓮は大慌てでレイアを抱き起こすと、レイアのコックピットから飛び出て、エリーのコックピットに飛び移った。

　レイアの神器は、レイアが外に飛び出た瞬間、エリーから離れて落ちていった。

　これで、今回の猟犬機襲しゆう撃げき騒さわぎは全て解決したのだが、立役者である蓮自身はいまだ安全圏けんからはほど遠いところにいた。

「エリー、レイアを助けたぞ。お腹が空いてるみたいだから、早く降りよう」

「おかえりー……。実は私ももう限界超こえてたり……。もう……無理」

　頭を横にふらふらさせながらも、笑顔を維持しようとしていたエリーが前のめりに倒れてしまう。

「ちょっ!?　空の上で気絶するな！　エリー！　レイアも気絶してるし!?　俺だけじゃどうにも――」

　突とつ如じよフリーフォール状態に陥った神器の中、意識がハッキリ残っている蓮だけが、悲鳴をあげている。

「うわあああああ！」

　だが、悲鳴は長く続かず、突然、神器が何かにぶつかるような音がした途と端たん、落下速度がゆるやかに変わった。

　墜落していたエリーの両脇を、ハルトとフィリアが支え、ゆっくり地上に向かって降下している。

　そして、美希と武雄の呆あきれたような声が、エリーのコックピット内に響ひびいた。

「ったく、仕方無いわねぇ。貸しよ」

「だな。俺達は如月ペアの命の恩人って訳だ」

「はぁー……助かった……」

　気の抜けたような長いため息をついた蓮の声で、モニターに映る美希と武雄の二人は苦笑いを浮かべた。

「とてもこの危機を救った人間とは思えないほどの落ちだったわね。落ちただけに」

「まぁ、こういうヒーローも良いんじゃねぇか？」

「そうかもね」

「あぁ、どこか抜けてる所が、如月ペアっぽい」

　少しバカにしているような二人の言葉だったが、蓮には突っ込む気力すら残されていなかった。

　限界を超えていたのはエリーとレイアだけではない。

　極限の緊きん張ちよう状態で動き回っていた蓮もフラフラだったのだ。

「この姉きよう弟だい。ある意味大物」

「ハハ、違いありません」

　フィリアとハルト、神器の二人も、やはり呆れたように笑っていた。

　その笑い声の中、ようやく助かった実感が湧いた蓮は長い息を吐くと、胸ポケットから一本のチョコバーを取り出して、三つに折った。

　一つは蓮の膝の上で目を回すレイアに、二つ目は自分の口に、そして、最後の欠片をエリーの口元に伸ばす。

「ほら、エリーいつもの。それと、レイア。いらっしゃい」

　蓮の差し入れの匂いを感知したのか、目を回していた姉妹が一瞬で覚かく醒せいし、蓮の手に食いついた。

「いただきますっ！」

「あむっ！」

　やはりいつものように指まで噛まれた。しかも、今回は両手ともに噛まれている。

「だから、エリー指を噛むなっ！」

「あはは……ごめん。つい癖くせで」

　蓮の抗こう議ぎにエリーは茶目っ気たっぷりの笑みを浮かべる。

　だが、今回は妹のレイアまで同じことをしている。これは兄としての威厳を見せないといけない。

「レイアも――」

「……お姉ちゃんの真似してみたかった。ダメ？」

　上うわ目め遣づかいのレイアが消え入りそうな声で怯えながら尋たずねてくる様子を見て、蓮は生なま唾つばを飲み込んだ。

「レイア……その……次は気を付けてくれ。やっぱり痛いからね。チョコは美お味いしかった？」

「……うん。本当に甘いんだね。甘いってこんな感覚なんだ。また食べれる？」
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「うん、もちろん」

　レイアはエリー以上に何も知らない。蓮はレイアの純じゆん粋すいな問いかけに頭をなでて応こたえた。

「あー、レイア頭なでて貰もらってずるーい！」

「私も迷惑かけていいって蓮兄が言ったの」

「むー……それは私も認めざるをえないけどさぁ……。それでも、蓮は私のだからね！」

　完全に物扱あつかいされている蓮は、呆れてため息をつくしかなかった。

　お姉ちゃんが何で一番大人げないんだ。と思いながらも、あまりにも自分達たちらしいやりとりに、笑いがこぼれる。

　そんな温かい気持ちに蓮が浸っていると、突然目の前が警告で真っ赤に染まった。

「何だあれ!?」

　蓮は目の前の光景が信じられず、疲つかれを忘れて驚おどろきの声をあげた。

「何でレイアの神器はまだ動いてるんだ!?」







第八章「輝かがやきの中で」







　生体コアであるレイアから独立して、黒い神器アークが地上で立ち上がっていた。

　それも、緑色の光る粒りゆう子しを、空中から取り込んでいる。

「蓮れん兄、早くあれを止めて！」

「何が起きてるんだ!?」

　何が起こるのか、レイアは既すでに分かっているのか、必死の形相で叫さけんでいた。

　黒い神器の周りの景色が、微び妙みように歪み始めているのだ。

「私にかけられた保険は、首輪の爆ばく弾だんだけじゃなかったみたい。私が逃げても、倒されても、全すべて消すつもりだったんだ。あのまま、重力制せい御ぎよ粒りゆう子しが集まって、質量と重力が膨れあがれば、小さなブラックホールになって全てを飲み込んじゃう！」

「なっ!?」

　天府の人間はシステム《ERIE》を恐おそれた。

　システム《ERIE》を消すためにレイアを作ったのだとしたら、逆にレイアが倒された時のことを想定しないことがあるだろうか。

　システム《ERIE》が地球にいる敵対勢力に二体も渡ってしまうリスクを、放置したままにする訳がない。

　そのリスクを管理するための答えが、辺り一帯、全てを巻き込んでの自爆をすることで、システム《ERIE》の存在をかき消すことだったのだろう。

　あの黒い神器を止めなければ、せっかくレイアを助けたことも無む駄だになってしまう。

「エリー！　砲ほう撃げき、行けるか!?」

「正直、神器を展開するので精一杯……。攻こう撃げき出来るほどの元気がない……」

　エリーの返答は蓮の予想通りで、状じよう況きようは絶体絶命だった。

　だが、蓮達たちは決して一人ではない。砲撃なら専門家がすぐ側にいる。

「砲撃なら私達の出番だよ。フィリア！」

「了りよう解かいです。斉射します！」

　美み希きのかけ声でフィリアが全砲ほう門もんから、粒子の塊かたまりを黒い神器に放射した。

　光の奔ほん流りゆうは黒い神器を飲み込み、地上に広がって行く。

「ふふん、動かない相手なら、フィリアの敵じゃないってね」

　通信画面越ごしに美希がフィリアの自じ慢まんをどや顔でしている。

　普ふ通つうの敵なら、あの威い力りよくの砲撃を食らえばひとたまりも無いと思えるほどの威力であることも間ま違ちがい無ない。

　その証しよう拠こに、黒い神器の周りの地面は大きく抉えぐられている。

「もう遅おそいの。粒子の圧縮率自体が普通の防御フィールドの密度を遥はるかに超えてる……」

　レイアの震える声が蓮の耳に届いた。

　光の中には傷一つ負っていない黒い神器が立っていた。青白い雷をまといながら、周りの物体をその身に吸い込んでいく。

　蓮は動どう揺ようする気持ちを落ち着かせるために一いつ瞬しゆん目を閉じると、頭の中にエリーの声が響いた。

「蓮……何をしてでも私は蓮には生きて欲しい」

「……そっか。それしか手はないんだな？」

「うん、だから、私を信じて貰える？」

「信じるよ。エリーが選んだんだから」

「ありがとう。蓮と私ならきっと出来る」

　神器から流れ込んできたエリーの考えに蓮は一瞬戸と惑まどったが、すぐに覚かく悟ごを決めた。

　エリーの声は落ち着いていて、からかってくる様子も無い。それなら信じるしかなかった。

　少しでも制せい御ぎよが狂えば即死は免まぬかれない。それでもエリーと一緒に行くしか無かった。

「ハルト君、私を全速力であの黒い神器の前に連れて行って」

「その無む茶ちや。勝算はあるんですね？」

「もちろん」

　ハルトの問いにエリーは大胆不敵に笑って答えた。

「お姉ちゃんだからね」

「了解しました。少し揺れますよ。お姉さん！」

　ブラックホール型の爆弾に自分から突っ込むという無む謀ぼうなことを、エリーは実行させた。

　そして、空中で放り出されたエリーは、巻き起こる風に乗って、吸い込まれるように黒い神器の前に立った。

「重力制御粒子を集めてるっていうのなら、全部私が吸い取って食べ尽くしてやる！　今はお腹が空いてるんだ！　お姉ちゃんの大おお食ぐらいなめるな！」

「無駄に自信があったのはそれでかよ!?」

　威い勢せい良く叫んだエリーは、蓮のツッコミを無視して、黒い神器の両りよう腕うでを、自らの神器の両腕で掴つかんだ。

「ジェネレーター反転、零点回帰ゼロシフト起動。蓮の神経領域も借りるよ！　いただきますっ！」

　エリーは決してふざけてなどいなかった。どんな対処法よりも一番効果的な手段をしっかり選び取っていたのだ。

　粒りゆう子しの塊で自爆されるのならば、粒子を全て吸い取れば良い。だが、少しでも機体の粒子制せい御ぎよが乱れれば、オーバーロードしてエリーが自爆しかねない。

　そこでエリーは粒子の吸収に集中し、蓮は機体内に蓄積する粒子の制御に全神経を投入した。

「蓮、粒子制御は大丈夫そう？」

「エリーとレイアの記憶を共有したおかげかな。粒子制御はなんとかやれそう。自爆しないように余よ剰じようエネルギーを翼つばさから発射して遠くに飛ばしてる」

「やっぱり私達の身体の相あい性しようは最高だね。お姉ちゃんの身体、安心して蓮に任せられるよ」

「ったく、こんな時にもそんな冗じよう談だんを。なら、まだまだ余よ裕ゆうだな。がんばれエリー！」

　蓮は振ふり向むくこと無くエリーの問いに答えた。絶望的な状況でも笑う蓮の赤い瞳は、炎ほのおを灯したかのように輝いている。

　そんな何も諦めていない蓮とエリーの様子に、レイアが立ち上がった。

「ハッチを開けて」

「レイア何をするつもりだ？」

「私の生体反応さえ無くなれば――」

「座れレイア！」

　レイアが告げた言葉を遮さえぎるように、蓮は声を張り上げた。

　それでも、レイアは振り向くこと無く、ハッチに身体を向けている。

「こんなことしてたらお姉ちゃんも蓮兄も死んじゃうよ！　ハッチを開けてお姉ちゃん。所しよ詮せん、私はお姉ちゃんのレプリカなんだから。お姉ちゃんの大事な思い出を分けて貰えただけで、私は幸せだよ」

　自分で死を選ぼうとするレイアの表情は、蓮とエリーからは見ることが出来なかった。

「んなことさせる訳ないだろ」

「そうそう。それにレイアはレイアだよ。私じゃない」

　それでも蓮とエリーは即そく座ざにレイアの意志を否定した。

「何でなの？　何で二人は私を助けてくれるの？　ちょっとミスをすれば三人一緒に死んじゃうんだよ？」

「お姉ちゃんだからね」

「お兄ちゃんだからな」

　エリーと蓮の返事は同時だった。

　論理性など一切感じられない理由に、レイアは噴ふき出だした。

「ぷっ。あはは。もう、敵かなわないなぁ。二人に勝てない訳だよ……。お姉ちゃんと蓮兄の代わりに私が力場の観測をするね。残り八十秒で力場は消える」

　レイアも吹っ切れたのか、暴走しているレイア機の状況を報告し始めた。

　殺し合うために作られた姉妹が生きるために、初めて手を取り合った瞬しゆん間かんだ。

「お姉ちゃんまだいける？」

「いけるよ。お姉ちゃんだからね！　でも、これ、やっぱきっついや！　味ついてないから食べた気がしないのに、お腹なかだけ膨れてく！　敢あえて言うよ。美お味いしくない！」

　冗談を言っているように聞こえたが、エリーの顔は青ざめていて、冷ひや汗あせが溢あふれ出でている。

　エリーの身体の状況は蓮にも神器を通じて伝わっており、蓮はエリーの限界が近いことを知っていた。

「終わった後に、何でも好きなだけ食べて良いから、今は耐えてくれ！」

「今、何でもって言った？　それはすっごく楽しみにしちゃうからね！　もちろん分かってるよね蓮？」

「大盛りだろ？　何でも作るから！」

「っくぅ……。やったね。もうちょっと頑がん張ばるよ！」

　エリーが苦しそうにうめき声を出して、必死に耐えていると、景色の歪みがなくなり始めた。

「質量レベル、正常値に低下。重力制御粒子完全消失まで残り二十秒！」

「今度こそ、終わりだ。エリー頑張れ！」

　レイアの声が弾はずんだ声に変わる。その様子を見て、蓮はエリーの応おう援えんを続けた。

　天府の策略はこれで破れた。二人のERIEを仲間にする人間が現れるとは、天府も思っていなかっただろう。

「っ!?　反応炉ジエネレーターの出力が上がった!?　この状況で通常自爆のシーケンス!?」

「これも保険か!?」

「多分……私自身も保険の中身は知らされてないの。天府の人達はどうしても私と、お姉ちゃんを殺したかったみたいだから」

「粒子量も低下してるし、反応炉を止めるぞエリー」

「ダメ！　粒子制御を今放棄すれば制御が利かなくなった粒子で大爆発が起きる。今の濃度だと私とお姉ちゃんの自爆技プレスブロウより威力が強い。零ゼロ距きよ離りで巻き込まれたら耐えきれない」

　蓮の提案を、レイアは震える声で止めた。

　天府の人間はこの状況まで読んだのだろうか。一人の人間がエリーとレイアと一緒にいれば、レイアの大規模自爆を止めに入ることを。

　いや、逆に言えば大規模自爆を止められるのは、同型機のエリーだけだ。

　システム《ERIE》を破は壊かいするだけならば、この上なく理論的にくみ上げられた罠わなだった。

　彼かれらは《ERIE》と手に入れた者達を殺すために、何重にも策を張っていたのだ。

　そのことに気がついた蓮はエリーと自分の力を信じて、全ぜん天てん開かい拓たく府の策を超えようと思考を走らせた。

「エリー何とか出来ないか!?」

「レイアが私にハッキングしてきたみたいに、あの神器をハッキングして、システムさえ書き換えれば、何とかなると思うんだけど、今は私と蓮の神経全部使っても粒子制御で一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいなんだよね！　何とかしたいんだけど！　ハッキングに気を取られると、今度は私の方が粒子の制御ミスで自爆しちゃいそう」

　万事休す。

　蓮とエリーが打てる手はもう無かった。

「レイア。ごめん」

　蓮は自分の不ふ甲が斐いなさを、レイアに謝罪した。

　暖かい場所に連れ出すために引っ張り出したのに、また辛い目に遭あわせてしまうことになる。

「蓮兄？」

　蓮がレイアの両りよう肩かたに手を置くと、レイアは不思議そうな顔を蓮に向けた。

「レイアの力を貸してくれ。俺を介かいしてエリーに繋がって、ハッキングの処理を頼たのむ」

　神器としてのレイアの力を借りる。人として生きても良いと言った蓮が言うには、あまりにも勝手だ。それでも、もうそれしか手はなかった。

「もう既にお姉ちゃんの演算を肩かた代がわりしているのに、私まで繋げたら神経が耐えきれずに焼けちゃうよ！」

「俺を誰だと思ってる？」

　レイアの疑問に、蓮はエリーの真似をして大胆不敵に笑った。

「レイアのお兄ちゃんだからな。これでも半分神器だ。レイアだって神器から切り離はなされている今は人間みたいなもんだろ？」

「あ、そっか。蓮兄は神器化してるんだ。それに、今の私は切り離されているから神器じゃない。私は……私も人間だ」

　レイアは身体の向きを変えると、蓮の額におでこをくっつけた。

　蓮を起点に三人の思考が混ざり合い、神器の情報が分散される。

　本来ならば神器と人は一対一でしか接続出来ない。だが、半神半人となった蓮は、エリーとは人として接続し、レイアとは神器として繋がった。

　そのおかげで、エリーの情報は蓮を介して全てレイアに移行し、レイアが蓮に送り込んだ情報もエリーに伝わっていた。

「繋がった。お姉ちゃん、蓮兄、私の神経領域で神器の自爆を止めるための演算をする。お姉ちゃんはそのまま零点回帰ゼロシフトで粒子を吸収して、蓮兄は機体が吹ふき飛とばされないよう機体の制御をお願い」

「「了解！」」

　レイアの指示に、エリーと蓮が頷き、己の役割を全力で果たしている。

　一人で出来ないことがあっても、二人なら出来ることがある。それが、三人になればもっと出来ることは増えていく。

　神器を道具としかみなしていない天府には、絶対思いつかない。互たがいを信じ合って、命すらかけられるほどの絆きずなを育はぐくんだ蓮とエリー、そしてレイアの三人を青い光で結んでいる。

　今度こそ止められる。三人の姉弟は皆みなそう思っていたに違ちがいない。

「この状況で動けるのかよ！」

　蓮が驚いたのは、黒い神器が腕うでを天に掲げ、粒子の刃やいばを形成していたせいだった。

「レイア！　私の代わりに機体を操作出来る!?　蓮と私は粒子制御で精せい一いつ杯ぱい！」

「ダメ。こっちもハッキング速度が少しでも遅れれば自爆しちゃう。お姉ちゃんの機体を操作するための演算領域が足りない。このままじゃ防げない」

　自爆阻止のために全力を注いでいる蓮達に、通常攻撃を止める手立ては無く、完全に無防備な状態となっていたのだ。

「させるかよ！　ハルト、敵機のジャミングだ！」

　刃が振り下ろされると思ったその時、武たけ雄おの声で黒い神器の腕が、痙けい攣れんを起こしたかのように震え始めた。

　ハルトのジャミングアンカーが黒い神器の肩に、深々と突き刺さっていたのだ。

「ハルト、回かい避ひも攻撃も考えるな！　頭はそこまで良くないが、俺の全神経もジャミングアンカーの演算に回せ。俺おれ達たちで如月きさらぎペアを守るんだ！」

「フィリア、そのまま全エネルギーをシールドに集中。エリーとハルトを守って」

　粒子の嵐の中をフィリア機のシールドで突っ切ってきたのだろう。

　所々装そう甲こうに穴が空き、ボロボロになったフィリア機とハルト機がそこにいた。

　その場にいた全員が蓮とともに、黒い神器へ立ち向かっている。

「止まれええええええ！」

　蓮の渾こん身しんの叫び声が響き、黒い神器が倒れると、世界は緑色に輝く元に包まれた。

　振しん動どうも音もない。その中でコックピット画面には機体の破損を告げる警告が現れている。

　機体の翼が吹き飛び、腕が吹き飛んでいくが、エリーの中にいるおかげで、熱さも感じない。

　様々な感覚が消えていく中、感じられるのはエリーとの絆と、抱だきかかえるレイアの温ぬくもりだけだった。

「光が消える……」

　レイアの言葉に遅おくれて、視界が段々と色を取とり戻もどし始めた。

　キラキラとカラフルに輝く世界は、何事も無かったかのように確かに存在している。

　今度こそ、レイアの神器の自爆が止まったらしい。

「やった。止まっ……た……」

　後ろでエリーが苦しそうな声を出して、倒れる音がした。

　その音を聞いた蓮は慌あわてて立ち上がり、エリーの隣となりにしゃがみ込む。

「エリー!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「ごめんね。蓮……最後にちょっと吐いた」

「さっきの光は吐いた物だったの!?」

「うん。もう限界だったー……翼が三枚くらい吹き飛んだかも……。あ、でも、寝ねれば治るから安心して……」

　エリーが情けない声を出しながら身体を起こすと、そのまま蓮の腕に身体を預けてきた。

　エリーの身体は熱を帯びていて、触れるだけで相当な無茶をしたのが伝わってくる。

　少しでも蓮が制御をミスしていれば、神器が無事でも生体の方が耐たえきれなかっただろう。

「蓮ありがとう。おかげでみんなを守れたよ」

「俺の方こそありがとう。さすがのエリーでも今は何も食べたくない？」

「ううん。……甘い物は別腹って言うし、がんばったご褒美に今欲ほしいな。また三人で分けて食べようよ」

　蓮は言われた通りにチョコバーを三等分して、エリーとレイアに渡した。

　そして、自分の分を食べようとした瞬間、エリーが声をかけてきた。

「ねぇ、蓮、ちょっとこっち向いて」

「ん？　っ!?」
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　エリーに言われた通り蓮がエリーに顔を向けた瞬間、蓮の唇くちびるとエリーの唇が触れ、甘いチョコレートの香かおりが蓮の口の中と鼻に広がった。

「ふふ、キスの思い出は本だと甘あま酸ずっぱいって書いてあったけど、チョコの味がして、甘かったね。蓮との思い出の味はやっぱりチョコになっちゃうね」

「な……ななっ!?」

「ごちそうさまでした」

「お……おそまつさまでした……？」

　頬ほおをほんのり赤く染めたエリーが、幸せそうな笑顔で手を合わせている。それを見た蓮は、もう何を言って良いのか良く分からなくなるほど、動揺していた。

「む、ずるい。レイアにもしてよ」

「もちろん、これからよろしくねレイア」

　エリーは頬を膨らませて拗すねるレイアに手を伸のばすと、レイアの顔を引き寄せて頬に軽くキスをしていた。

「よく頑張ったね。これからは私のかわりじゃなくて、レイアとして生きて。お姉ちゃんが許可しちゃうからさ」
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エピローグ







　寝室のカーテンの隙すき間まから朝日が差し込んでくる頃ころ、廊ろう下かからドタバタと元気よく走る足音が聞こえて、蓮れんはボンヤリとした頭で目を開けた。

「蓮、朝だよー！」

　扉とびらを勢いよく開いて、エリーが真まっ直すぐベッドに向かって近づいてくる。

　いつもの光景であるはずなのに、蓮は自分の身に違い和わ感かんを覚えていた。

　いつもより布ふ団とんの中が温かい上に柔やわらかいのに、身体が重い。

「蓮、起きろー！　せっかくの休みなんだし、遊びに行こーよー！」

　エリーが勢いよく布団を持ち上げると、違和感の正体が現れた。

　レイアが蓮の胸むな元もとに抱きついて、気持ちよさそうに眠ねむっていたのだ。

「レイアちゃん……なぁにしてんのかなぁ？」

「ん……？　エリ姉？　おはよ。もうちょっと寝かして」

　レイアは身体を起こして目をこすると、もう一度ベッドの上に倒たおれ込んで、蓮を抱き枕まくらにしてしまった。

「蓮兄あったかい……エリ姉がよくお布団に潜もぐり込むのも納なつ得とく。これはやみつきになる」

　気持ちよさそうに眠るレイアの顔は、警戒している様子が全くない。

　猟犬ベルドツグの頂点として生きてきた彼かの女じよにとって、二に度ど寝ねは初めての経験だった。

　それほどまでに、気を抜ける場所は今まで無かったことを、蓮とエリーは彼女の記き憶おくを通じて知っている。

「はぁ、ゆっくり眠ることなんか今まで出来なかっただろうし……。ちょっと大目にみるけど」

　怒るに怒ることも出来ず、エリーは頭を押おさえてため息をついた。

　蓮はレイアに掴まれて動くことが出来なくなっていたのに、助ける様子がないエリーに目で助けを訴える。

「あのさ。エリー……動けないんだけど……助けて」

「へぇ……動けない。ふぅん、そっか」

　何か悪いた戯ずらを思いついたように、意地悪な笑みをエリーが浮うかべると、前まえ屈かがみになって蓮の顔の上に、身体を乗り出した。

「あ、あのエリー？」

「昨日は頑張ってくれてありがと。蓮がいてくれて本当に良かった」

　エリーは蓮の頭の上に手を置いて、優やさしく数回蓮の頭をなでると、顔をゆっくりと蓮の顔に近づけた。

　そして、唇同士が触ふれるか触れないかという所で、動けない蓮が恥ずかしがって目を瞑つぶってしまった。

　真っ暗な視界の中、不意に額に柔らかく温かな感かん触しよくが生まれる。それに驚いて蓮が目を白黒させると、エリーは悪戯が成功したかのように、嬉しそうに笑っていた。

「それじゃ、せっかくの休みだし。二度寝も良いよね。お邪じや魔ましまーす」

　おでこにキスされたことによって、混乱していた蓮に止められるはずもなく、エリーはレイアの反対側へと周り込み、ベッドの中で蓮の身体に抱きついた。

「えへへー。美人姉妹に囲まれて、蓮君ドキドキしちゃってるー？　もうやっぱり蓮はかわいいなー」

「うー……もう朝からからかうなよ……」

「てへ。ばれてたか。でも、二度寝したいのは本当だよ。ふぁー……おやすみ」

「お、おい、エリー？」

　ほんの数秒でエリーは再び眠りに落ちた。昨日の激戦の疲れが残っているらしい。

　身体が両方向から拘こう束そくされて動けない蓮にとってはひどい生殺し状態だったが、意外なほどに心は落ち着いていた。

「これで良かったんだよな。きっと」

　お互いの運命を変え合った二人の姉妹の寝ね顔がおを見ると、蓮も眠たくなって目を閉じた。




　○




　円卓と十二の椅い子すしかない会議室に、モーテルは一人でやってきた。

　壁かべは一面真っ白で窓は一枚も無い。

　もっとも入り口に近い席にモーテルが腰こし掛かけると、扉の鍵かぎが閉まる音とともに部屋が暗転した。

　同時に椅子の上に立体的な人ひと影かげが映し出された。

「モーテル。神人融和計画の進しん捗ちよく状じよう況きようは？　システムの封ふう印いんを解いての初はつ戦せん闘とうだ。何かしらの変化があったのではないか？」

　頬に傷のあるいかつい顔の男性が腕を組みながらモーテルに尋ねてくる。

　モーテルはわざとらしく肩をすくめると、とぼけたような声で返事をした。

「全く無いわね。十年ちょっとのブランクを取り戻したぐらいじゃないかしら？」

「何だと？　お前が我々の反対を押し切って進めた計画だろう？　貴重な戦力を十年も遊ばせておいて、結果無しは許されないぞ」

「そうねぇ。人化しても良いし、神しん化かしても良い。どっちに転んでも私達の悲願は達成出来る。というのがこの計画の売りでしたものね」

「とぼけるな！　子供との共同生活が進化に対して効果を出さないのなら、今すぐエリーを前線に送り出せ。そうすれば、生き残るための神化が始まるはずだ」

　男は明らかに苛いら立だちの籠こもった怒ど鳴なり声ごえを出し、机を拳こぶしで叩たたいた。

　それでも、モーテルは一いつ切さいひるむことなく涼しい顔をして、微笑を浮かべていた。

「モーテル、何がおかしい？」

「あら？　結果が無いって誰だれが言ったかしら？」

「お前が先ほど進化の形けい跡せきが見られないと言ったばかりであろう？　大した力のない子供に任せるからこういうことになる」

「えぇ、エリーに関しては。ね」

　会議に参加している者は口をつぐみ、皆がモーテルの次の言葉を待っているようだった。

「私達は、いいえ。私達という言葉は正確ではないわ。その大した力のない子供だった如月蓮が二人目の《ERIE》を手に入れた」

　その言葉で会議室内がどよめき、それぞれが信じられないといった様子で、何かの相談をしている。

　誰もがモーテルの言葉に疑いを向けており、皆を代表して顔に傷がある男が手をあげる。

「まさかファーストレプリカ？」

「えぇ、システム《ERIE》を与あたえられた完全なレプリカ。レイアを如月きさらぎ蓮が保護したわ」

「ならばどちらか一体を前線に投入せよ。そうすれば、我々は人への進化の道も、神への神化の道も手に入れられる」

「残念ながら、彼女はまだ不安定で、いつ私達を裏切るか分からないわ。あなたも顔だけじゃなくて、背中に傷を付けられるのは嫌いやでしょ？　でも、如月蓮のことは信しん頼らいしている。あなたが見下した力のない少年にしか二人の《ERIE》は導けない」

　モーテルは冷たい視線を男に送り、男の意見を却下した。

　多少大げさに言っているという自覚をモーテルは持っていたが、何も嘘うそは言っていない。

「ということで、経過を観察させてちょうだい。うちの蓮が二人を導くなら、悪いことにはならないわ」

「家族ごっこをしている間に情が移ったか。我々と元の星の人間ですら不和があった。ましてや異星の人間だぞ？　下へ手たに信頼し、後で痛い目を見るのは我々だ」

「私は計画を実行しているだけよ。私達が生きるためのね」

　モーテルの機械的な一言で会議から言葉が消える。

　沈ちん黙もくが場を包み、議長が会議の終わりを告げる。会議室から映像が消えてからモーテルは一人長いため息をついた。

「家族ごっこね。そのごっこも本物も手に入れたことがない癖に」

「モーテル様！」

「この部屋に入るときはノックぐらいしなさい」

　部屋に飛び込んできた秘書に聞かれて困る愚ぐ痴ちではなかったが、モーテルは不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせて注意をした。だが、秘書はそんな注意で縮こまること無くモーテルへと詰つめ寄った。

「全天開拓府から地球各国首脳にメッセージが送られました！　内容は捕ほ虜りよ交換。神器アークエリーもしくはレイアと、地球からさらった人間を交換する。どちらか一体なら捕らえた人間半数を、二人ともなら全ての地球人を返却する。以上です。各国首脳からエリーとレイアの詳細を求められています！」

「やってくれたわね……全天開拓府。この情報が一般市民に広まったら、エリーもレイアも地球の敵になる。そして、蓮も二人を守るために世界を敵に回すでしょうし。思ったより早く痛い目を見そうで嫌になるわ」

　秘書からの情報でモーテルは舌打ちをした。

「蓮。上う手まくやりなさいよ。あなたが切り札なんだから」

　全天開拓府は未いまだ《ERIE》を諦あきらめていない。解放と進化への戦いはまだ幕を開けたばかり。主演は三人の姉弟妹きようだいだ。







あとがき







　征天の無双神器、楽しめて頂けたでしょうか。

　著者の坂本一馬です。

　この度、無事に蓮とエリーの物語を出せたことを嬉しく思います。

　ロボット物が書きたくて、どんなロボットなら自分や皆様に楽しんで貰えるかを考えた結果、ロボット自体にキャラクター性を持たせることで親しみやすくなるかなと思い、ロボット少女と少年の物語を書くことにしました。

　そのアイデアのもと、燃えて萌えるロボット物をコンセプトにして、燃え要素と萌え要素の両立を目指しました。どうしたら燃えるか、萌えるかを考えて書くことは難しくも、楽しくもある物語でした。

　燃える戦い方やシーンを考えていると、アニメやゲームや小説が思い浮かび、先人達の偉大さを実感することが多かったですね。

　あきれるほどに有効な戦術を使う借金王だったり、チョコバーを親友に向ける軍人だったり、俺が機体だの人などなど、書ききれないほどのキャラと作品を思い出しました。この積もりに積もった面白かったという気持ちを、自分の作品へと昇華させていくのは、ラノベを書いていて最も楽しい時間だったかもしれません。

　そんなロボット系のゲームやアニメなどのネタをオマージュしたところがあるので、気付いた人はニヤリとして頂けると嬉しいです。

　また、キャラクターに関しては、誰かのために頑張れる主人公と、何があっても笑って真っ直ぐ生きていけるヒロインという、私の大好きが詰まったキャラクターが書けたと思います。

　エリーは俺の嫁、俺の姉、俺も甘えたい、と思って頂ければ、これほど嬉しいことはありません。

　これから先も格好良く、可愛いキャラクター達の物語を作る挑戦を続けていくので、本作を読んでくださった皆様と、これからも末永くお付き合い出来ればと思います。

　そして、本作のキャラクターに命を吹き込んでくれたイラストレーターの七六様に感謝いたします。

　キャラクターデザインとロボットデザインを同時にこなせる七六様でなければ、本作は成り立たなかったと思います。

　拙いキャラクターデザイン案とロボットデザイン案を、ここまで立派なイラストにして頂けて、見る度に感動しました。表紙絵と挿絵を思わずパソコンと携帯の壁紙にしてしまうほどでした。

　最後になりますが、作品を作るにあたって色々とアドバイスをくださった友人達に感謝を述べて終わりにさせて頂きます。

　特に某Ｍ君が征天の無双神器の原案を読んで貰った時に、「面白かった。エリーがとても可愛い」と言ってくれた言葉がなければ、この作品は無かったと思います。

　では、また次の本でお会いしましょう。

　熱さと勢いと可愛いをお届けします。
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